


塗膜防水材用プレポリマー

●l＼イプレンP-302
●ハイプレンP-305
●l＼イプレンP-306

シーリング材用プレポリマー

●l＼イプレンP-364
●l＼イプレンAx-506

床材・グランド材・弾性舗装材用プレポリマー

●ハイプレンP-760
●ハイプレンP-820

ハイプレンの物性

ハイプレン ハイプレン ハイプレン ハイプレン

P -302 P -305 P -306 P -364 

N C 0 含有量 3.2 2.9 2.9 2.2 

粘度CP /25℃ 9,000 6,700 6,000 20,000 

゜

液状アミン硬化剤

●MC-506 

アミン系架橋剤

●CA-800 
●CA-900 
●MOCA 

プライマー
●M-35プライマー
（一般防水・床下地用）

●YPープライマー
（アスファルト・コンクリート用無溶剤型）

ハイプレン ハイプレン ハイプレン

Ax -506 P -760 P -820 

2.2 7.5 5.5 

80,000 6,000 4,000 

三井日曹ウレタン株式会社
本 社〒107東京都港区赤坂4-13-13（東亜赤坂ビル）ff(03)585-6191~ 8 

大阪営業所〒541大阪市東区本町4-4-1（本町野村ビル）合(06)264-0 7 5 1 

名古屋営業所〒460名古屋市中区錦3-23-18（ニュー栄ビル）合(052)951-95 11 



最高の品質 完全な施工

ノ＜ラックスー E............ 防水用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •黒 色

ノ＜ラックスー G............防水用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・グレ一色

パラックスーEF・・・・・・・..防水・歩行併用.....................7 色

パラックスー EC········•防水弾性舗装用・・・・・・・・・・・・・・・・..... 4 色

パラックスー F ・・・・・・・・ ・ ・..耐摩耗防滑床用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •7 色
- ~ 

パラックスーコート・・・・..床・舗装用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4 色

パラックスーERC ・・・・・・弾性安全舗装用・..……......…… 4 色

パラックスーペーブ……舗道滑止めカラーペインティング用…••• 4 色

⑨三井東圧化学株式会社
本社建設資材事業部

東京都千代田区霞が関3丁目 2の5（霞が関ビル） TEL03-581-611|（代表）

大阪支店建材課

大阪市北区中之島3の5の2（三井ビル） TEL06-448-6161（代表）

福岡支店建材課

福岡市博多区上呉服町10の l（博多三井ビル） TELO 9 2-2 8-4 0 3 I（代表）

札幌支店建材課

札幌市中央区北二条西4の 1（札幌三井ビル） TEL0I 1-261-14 I I（代表）

名古屋支店工業樹脂課

名古屋市中区錦3-23-31（栄町ビル） TEL052-961-331I（代表）
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安定した性能で好評

＂塗膜防水材 ,, 
テ＂イツワウレつン

新開発

'' 
不変色、超耐候性、塗膜防水材

’’ サ＿テ＇ィック
特許出願中

不変色……淡色の露出防水仕上げが出来る。

超耐候性……保護コートが不要、工程が短かい。

販売元 宜叶9Eし拿ヲィヒ：Aヽ一｝しト・
製造元 :ulE*Ehにイン＊：ィt~エ調夏

本 社：〒103東京都中央区日本橋3-7-20ディックピル

TEL(03)272-4511（大代表）

（販売担当）樹脂開発部東京樹脂開発課

大阪支社：〒541大阪市東区北久太郎町 4 - 36 

TEL(06)252-6161（大代表）

（販売担当）樹脂開発部大阪樹脂＇開発課



高性能と経済性を兼備した

冷間工法用ノンタールウレタン防水材

サンプレンPW
た

性

れぐす
物

會
ニ

主原料のポリウレタンは樹脂中で、最も安定した性質

を持っており、耐候性、耐水性、耐アルカリ性、耐熱

性、耐寒性、接着性、耐摩耗l生にすぐれています。

の

性

度

水
高

防N
 
3 
下地亀裂に

十分耐える

4施工が
容易

s箇補修工事も単

上記の物性により、施工後の塗膜はシームレス（継目

なし）で高度の防水性を示します。

独得の弾性に富み、軟接着工法を基準としているため、

下地亀裂に十分耐えます。

二液硬化型ですが、可使時間が適当で、施工に際して

高度の技術を必要とせず、工程も少なく、流動性があ

り複雑な下地にも容易に施工できます。

各種コンクリートモルタルに亀裂が入った時、漏水補

修等の場合においても、保護モルタルの上から簡単に

補修ができます。

Gr ='攀化＂工零為式会江

〈用途〉 ●屋上防水（コンクリート、 PC板、 ALC板、その他） •地下防水●台所、

浴室、トイレの防水•プール、水槽等の防水●道路、滑走路、駐車場の

目地材•各種コンクリートモルタルの亀裂、潟水補修用•その他

三洋化成では土木・建築用製品として、『リンタイル』（エマルション型エポキシ吹

付タイル）、『三洋サンソルト』（土質安定剤）、『サンマスターNS』（ノンスリップ舗

装材）、『サンプレンFLR』（ウレタン床材原料）なども販売しております。

裟翠翠翠蕊翌食翁．；翠；：t．． ：．●：苓哀危ぶ翠忍溶．9:．認ぶ：’•9 ．'・9:.9: ．．．． 婆．． ： ：’・9?．'・・：：：翌裟答．9:；姜怒：；•,．蕊：：： ： 9 9 :,•’.：'：匁塁；•9·.t'・：忍．図．． 9 9 •’夏哀各·9：恣望．． ？．芯蕊．’•:9:'.,'：'．．． 恣翌．：式菜蕊．． 忍．9：'斉蕊翠．．．．．． ざ図念：9,• ・：；；？翠•9,•:;,•・話翌支：9：,t.．痣姜怠·-:;• 9 : ：苓裟：t．＜'. 9.； : ・ •.,' 

本 社： 605京都市東山区一橋野本町11-'-1 電話(075)541-4311

東京支社： 103東京都中央区日本橋本町1-9 第10中央ビル電話(03)279-3031

大阪支社： 541大阪市東区平野町4-18 東海ビル電話(06)203-3871

名古屋営業所： 450名古屋市中村区笹島町1-1新名古屋ビル北館 電話(052)581-8511

京都営業所： 605京都市東山区福稲岸ノ上町7-2 電話(075)541-4311

北陸営業所： 910福井市中央3-1-5 三谷ビル電話(0776)23-0694

•:：：..．:：各店虔•’::；．:．．．：:;•99:: :•': ;:：ご：9：9:；;:•9:：:·.:；9:：；'•'·..：,•:9:,；,：・・ぎ：：．：•．9,:: •. :·;’9:• .: 9.．：忍：：9;• ： • :・ • ::9:.'： ．．．． ,t;9:・ .’・・9: t'．’・9:．：'．． 9 :;, ：: ．',9:9:．：．9:：支．： ．〗 ．．．．：．： ー：9：,'・• •’• •,: ..9::. :.,•:9:9::99:::;t: ：？：9:’・・9'•.'•....; .. 9:;•: '.9: •• 9’.,•’'.', 9,' ． :’ 9: 9 9 : .9:}'・・・各· ·9:9:,’•’9::·.9::,；;’・；．：．．．：．99 :．, ．:9.9 •• ；:9 ... :•’, ;: 
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心地よい生活環境を創る

＊）令工う去 一ー舟剥坊7Kネオ

'9 コ—~®
-屋上 室内防水
ここ 下地の種類 保UE年限

工 9呈

I 2 3 4 5 6 

RC造
フレ ックスポンド フレ ックスマ ット マッ ト目地処理 フレックスコート

F I 10年 0 3kg..,. 4 0％軍 WP  100 WP  100 
SAC造

0 3''J .... 2 0kg r 

フレック スコ ー ト グラスフレ ックス ．フレ ックスコー ト フレックスコート

F 2 RC)箆 10年 フライマー 0 07"'m厚 WP  100 WP 100 

0 3kg ~・ I o k~ .,, I 0員ぅ ・

ALC版PC版
フレ ックスポンド フレッ クスマット マッ ト目地処浮 グラスフレッ クス フレック スコート フレックスコート

F 3 10年 o 3k~ "" 4 0叫界 WP  100 0 07叫｀ ,VP 100 WP 100 

SRC造RC造
0 3 ·~ ~・ I 0り～ 1 0 •g.., 

フレックスコー ト フレ ックスコート フレ ックスコート

F A RC造 ブライマー WP  100 WP  100 

0 3 k, m・ I okg..,. I.0 k9 ャ

ワ［9.:ンコ—’`
一用途
G ・ I 

工 程

グリーンコート グリーンコート グリーンコート

学校、 集合住宅、ピル、防水 1フライマー0.3kg ,,,. | ニ100 2.okg m. | ：： 102 2 okg m• 

ノンス リップエ法(N トップ A)

0.3内ー

G 2 防水 l.Qk9 而 2.0ki m• (N トップ Al

G 3 I病院、マンシ コン、廊下
グリ ...ンコート

: 102 2 . 5勺 m•

ノンスリッフエ法lN TOP A) 

0.3k,m  

G 4 I学校、病院、保育園床
グリ ーンコー ト

：： 102 2 .0k~ "" 

ノンスリップエ法＼N TOP I:) IいCフロアーワックス

a.3吋. 'Tl' 0. 2ki 而

＊ ジームレス耐摩耗性床材

鱈ヲ—フしIが9Z
ーニ-ニニニ----』
用途

事務所・講涅場

集荷場・倉庫 烹¢..,..Iクス 1カ[;;］|力]［：”.Iク・..
”五；竺：；;;1ぢ昇:m;ート「え言。レuックス 「 はご｀ノクス

O.Jk<J m• I O.Sk<J..,. I 1.Sk<J m• 、

◎東海化学産業株式会社
本社〒652 神戸市兵庫区下沢通 8丁目 4番 8号云01ei /576 2095 

大阪〒550 大阪市西区京町堀 2 丁目 2 番 15号云 0~ 448 0688（中）IIビル内）
頂II 岡 〒810 キ畜岡市中央区天神 2丁目 6番 17号云092 712 0072（天神商エピJレ）

工場 〒67307三木市細川町脇）IIトウガク 100 12 云 07948 6 2818 



： 日東紡の防水用芯材］
そ ふ

グラス組布 くメッシュ〉

●特長

グラスファイバーてあるのて‘

1)腐蝕しない。

2)吸水性がない。

3)比強度が高い。

4)寸法安定性がある。

5)耐熱性がある。

日東紡独自の製法て‘‘

6)安価である。

7)取扱性が良い。

8)耳が付いてない。

品 種
引張り雄さ kg/25mm I 1ロール長さ

ョコ l タテ ョコ m 

K C 0505 B 104 EV  2 

KC  1010B 104EV2 

5
 10 

20 

35 

20 

35 

100 

100 

●特長

グラスファイバーとポリプロビレン(PP)スパンボ

ンドの両方の長所を合せ持ったユニークな芯材。

1)柔軟性があり、取扱性が抜群である。

2)防水剤をよく含み、早〈浸透する。

プライマーのすぐ‘上に敷いて使用し、 複

雑な曲面て‘、 もフィ ッ トする 。

厚さ 1 巾 1重量Iグラスヤーン1密度本／25mm
mm I cm I g / m• タテ ヨコ

引張り強さ kg/25mm 

タテ I ョコ
1ロール長さ

m 

o. 23 I I 04 I 50 2
 

2
 

12 12 100 

日東紡績株式会社

匿冒こ猛ァイバ一部：万：！盟累"¥.?]'16：しば
大阪／大阪市東区高麗橋 5-1興銀ピル 合06(202)130 I〒541

名古屋／名古屋市中区錦 I-17-13名興ピル ff052(23!)513|〒460

広島／広島市八丁堀15-10セントラルビル合0822(28)1710〒730

九州／福岡市中央区天神2-8-38協和ピル fi092(721)5570〒810



I硬化剤 I
，●イハラキュアミ ン向れ` 〔3,3'ージク ロロー

4,4'ージアミノ ジフェルメ タン〕

●イハラキュアミ ンRH 〔ハイドロキ ノンージ

（B -ヒドロキシェチ）レ）エーテル〕

イハラキュアミン呵¥1T液状品

●イハラキュアミンRML-100 ⑬5％溶液

（非反応l•生溶剤）〕

| ；主型材料 l
（ワンショット用低粘度システム液）

●キュアプレンL-195〔硬度（ショアーA)95゚用〕

●キュアプレンL-190〔硬度（ショアーA)90゚用〕

●キュアプレンL-180〔硬度（ショアーA)80゚用〕

●キュアフ レ゚ンL-170〔硬度（ショアーA)70゚用〕

婚-{}＼ラケミカJロエ撰株式会社
本 社東京都台東区池之端1-4-26（クミアイ化学工業ピル4F)

〒110TEL 03-828-6181（大代表）

静岡工場 静岡県庵原郡富士川町中ノ郷1800番地

研究所 静岡県庵原郡富士川町中ノ郷2256番地

〒421-33TEL 0545-81-3377囮
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タケネート•タケラック
タケネート・ タケラ ック はタケダの15年 にわたるウ レタン技術そのもの

て‘‘す。タ ケダはこの建材として無限の可能1生を持つ タケネート・タケラ

ック を通して、 新たなApplication-NeoTakenate Takelac Systemを

創造したいと 考 えます。皆様と共にまた タケタ‘‘はこう 考 えます。

（ウレタンは創造の樹脂であると）

技術のタケダはこの明日の建材を的確に捕えます。

▲竺戸，臼竺門抹＿式包誓は？B」
支社／東京都中 央区 日本橋 2-12-10 合03(278)2 7 8 0 

| ▲資料、テクニカルサ'_ビスの請求はお気軽に1Il 



完成された防水機能．I

‘"~~,:E)® ート U-5 0 0（ノンタールウレタン）
パネコート F-500（床材用ポリウレタン樹脂 5色）
パネコーク S-5 0 I（ポリウレタンシーラント）

パネトップ （軽歩行用トップコート 6色）
パネコートスマッシュ（ポリウレタン系高級弾性舗装材3色）
パネコートアスター （壁面化粧防水材 6色）

⑩新東洋合成株式會社
本杜工場 〒592:;k阪 府堺市築港新 町 3丁目 27番地（堺臨海 工業地 6区）

云 (0722)44-7631（代表）

大 阪営業所 〒550大阪市西区阿波堀通 3丁 目54番地 （ニューオ カザキパシ ピJレ）

云 (06) 541- 1931（代 表）

束京営業所〒166束京都荒 川 区 西 尾久 4 丁目 8 番地 10 号

云 (03) 800-4801（代表）

福 岡営業所〒815福 岡 市西区樋井川 3 丁目 6 番地 1 号

云 (092).561-1 1 7 5 

構造が変ってもピ＝口11’ド；＂B刀｀の信頼は変らない。
＊ピニロイド防水が採用された新宿西口の5超高層 （国際通信センター ・京王プラザホテル・ 新宿住友ピル ・新宿三井ピル ・安田火災海上本社ピル）
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ウレタン塗布防水ー一—

=•9シヨーコ—,.,
SM~3335 

●特徴

＊通気性に富み、発泡しない
＊作業性が良い

（ノージョイントシートエ法）
＊常温、低温での乾燥、硬化性良好
＊耐候、耐水、耐酸、耐油、耐アルカリ性
にすぐれ容易に剥離しない

＊耐摩耗性、引裂抵抗がすぐれている
＊施工簡単迅速（ワンタ ッチ工法）
＊漬色仕上（シルバー仕上）可能

ビ］

製造元
TRADE MARK 

鷺 置日商化成株式会社
本 社 大阪市束区内淡路町2-9-2 （丸作ビ）レ ) •06-941-7385(/t)-9

東京出張所 束京都中央区 日本橋茅場町 3- 5 - 5 •03-669-2 2 5 1 ({t) 
京都工場 京都府相楽郡木津町吐師中条 8 • 07747-2 -0 6 2 6 

ウレタンの日商化成です。

防水については何でもご相談下さい。

東北地区のウレタン防水のバイオニア

9]主防水］
各種ミリオネート製品取扱

《責任施工工事》

⑦ウレタン塗膜防水工事

〇ウレタン弾性塗り床工事
G)ウレタンシーリング工事
〇レク‘‘ポール工事

ウレタン防水協会会員 gそ 1主〖方9k内朱王t合ミネ土
本社〒982-01 仙台市上飯田字遠西86 合 0222(86)3737

営業所 〒011 秋田市上崎港中央3-5-42 合 0188(46)4526

〒963 郡山市富田町大徳南39-4 合 0249(51)1015



， L 一

すくれだ防水技術に

すくれだ防水材料を．I

1建築用ウレタン塗膜防水材I

ポ—スウし拿>
歩行用 非歩行用 軽歩行用

（保護モルタル仕上〕 〔カラー仕上〕 〔トップコート仕上〕

TRADE <RKt資式会社齊京ポース工業社
東京営業所／〒116 東京都荒川区西日暮里 2-45-2 合 03-801-1151

大阪営業所／〒530 大阪市北区神山町64第二若葉ビル 合 06-313-0148

仙台営業所／〒983 仙台市東照宮 2丁目 6- 3 合 0222-34-0023

埼玉工場／〒344 埼玉県春日部市梅田 29番地合 0487-54-4411

< づJI,—つD:J
ウレタン塗膜防水剤

[I]より速く

②より美しく

固より簡単に

近代建築における防水施工は、 生産性向上が最大の課題 とされ、

工期短縮が可能な施工法が切望されています。当社は、それに応 え

るべ く、業界に先駆 けて研究の結果、 昭和42年に塗膜防水材プルー

フロンシリーズを開発 し、以来A7 日まて‘既に全国的規模に亘 り急速

な実績を重ねていま す。

ブルーフロンシリーズは、黒色のタールウレタン樹脂をベース と

したTタイプと、純ボリウ レタン系のノンタールタイプN-500、更

にカラ一時代にこたえる各標準色常備のC-100が開発されており -

施工人員、時間を節減 し、施工技術の容易な高性能防水材と して、

資任をもっ てお勧 めするものて‘‘す。

R8本特殊塗料株式会社
本 社東京都北区王子5-16-7 云(03)913-6 I 3 I 

東京営集所云(03)912- I 4 2 I 揖岡営業所云(0942)32-5 3 I 7 

名古屋営業所云(0566)8 I -2 7 7 I 出 張 所札幌・仙台・平塚・高松 ・北九州

大阪営業所云(06)386-8 4 9 2 駐 在 所新潟・高岡・静岡・・松本 ．．鹿児島

広島営業所云(0822)48- I 5 I 4 工 場平塚 • 静岡 • 愛知 ・ 広島 ・ 九州



総合防水工事業
屋上防水から
地下防水工事まで

［建設業者許可（般51)8027号＿＿］

本社

麗譴 荏f̀EZ技研工業
大阪市平野区 長吉長 原東 1丁目 6番 10号
TEL06 (708) 7 6 5 1（代表）

奈良営業所 神戸営業所

「売れる時代」から「いかに売るか」の時

/ 代ヘ一いま企業にとっては、このいかに， 
売るかというのが安定成長時代においての

第一課題。まさに販売技術への投資こそが

重要になっています。

私どもは、企業戦略の上に立ったサンプリ

ングや製品見本帖をつくるユニークなアイ

デアと技術をもった企業です。

【営業品目】

〇各種防水工法に基づいたサンプルの製作

0シーリング材の接着見本(JIS規格）の製作

〇製品サンプル・カラー見本帖'

〇各種テストピースーJIS規格品製造販売

開B扇サシゴILセシうーT7．で二：：田::~-:11 （ カクタス飯田橋ピル ）
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口左官モルタル工事

口注入工事

ロシート防水工事

ロウレタン防水工事

ロコーキング工事

口止水工事

営業品目

サンコーレジン株式会社
本社板橋区成増 2丁目 33番 10号加山マンション505号室〒175

TEL03 (977)4590 

連絡所 茨 城県取手市井野団地 4 - 18 - 5 03  〒302
T E L 02977 (2) 7 6 7 6 

＇ 

ii! 



近代建築の要請に応える

塗膜防水

全国塗膜防水工事業団体連合会（塗膜工連）

〒|05東京都港区新橋 6丁目 13-3（島田ビル 3階）電話03(434)0406

会員団体名

アロンコート連合会

ウレシール
キングフロアー会

ARファミリー協会

全国ゴーレックス会

全国サンダイン会

全国パラテックス
防水工事業協同組合

全国モルナイト会

ソフランシール工業会

ダイフレックス
防水工事業協同組合

ディックウレタン会

三井日曹ウレタン建材会

日本ウレタン防水協会
（施工部）

日本ウレタン
防水工事業協同組合

日本パネコートウレタン
防水事業協同組合

HAL防水工業会

パンレタン
防水工事業協同組合

日立グランドシール会

フレックスコート
防水事業協同組合

三井東圧
パラックス会

会 長 矢尾板太郎

副会長

副会長

梶川 侃

加藤徳 壽

代表者名 I〒 所 在 i也

加藤徳寿 105 東京都港区西新橋1-14-1
東亜合成化学工業（松開発本部建材事業部内

青山桂治 143 東京都大田区大森 4す目1番 5号
科研塗料（松内

土田清美 105 東京都港区新橋6-1-1秀和御成門ピル
（株）ARセンター東京支店内

牧野直隆 141 東京都品川区西五反田7-22-17TOCピル
鐘紡合成化学（樹内

藤崎 太 103 東京都中央区日本橋茅場町2-6
日進ピル 9F日本ゴム（掬内

芦田 勝 1104 東京都中央区銀座 I-|6-6不ニビル
太平化工（樹内

西脇億治 162 東京都新宿区市谷田町2-7東ピル
モルナイト興業（悧内

近藤卓二 151 東京都渋谷区千駄谷4-24-|5
日本ソフラン建材（株内

川勝正元 113 東京都文京区本駒込6-15-16第6六義圏ピル
大和高分子工業（株内

長谷 晶 103 東京都中央区日本橋3-7-20ディ ックピル
大日本インキ化学工業（掬樹脂開発部内

石崎 章 106 東京都港区六本木 3丁目 16-26
日曹建材工業（株内

矢尾板太郎 105 東京都港区新橋 6丁目 13-3（島田ピル）

武田信道 164 東京都中野区中野 I丁目 55番 7号
藤ピル

清水 実 550 大阪市西区阿波堀通 3丁目54
ニューオカザキバシピル新東洋合成（掬内

梶川 侃 104 東京都中央区築地 2-l|-24 
日本合成ゴムピル 日合防水昧内

椋井喜重 104 東京都中央区銀座 7丁目 14番 3号
安田松慶ピル

有馬純幸 160 東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ピル
日立化成工業（樹化成品事業部内

松田義之 550 大阪市西区京町堀 2丁目 2-15 
中川ピル

横尾 奨 100 東京都千代田区霞が関 3丁目 2・- 5 
三井東圧化学（樹建設資材事業部内

電話番号

03(502)2311 

03(763)9251 

03(434)8411 

03(494)2741 

03(669)1304 

03(567) 8054 

03(260)3231 

03(404)1251 

03(947)4411 

03(272)4511 

03(582)2841 

03(438)0988 

03(367)1611 

06 (54 I) I 93 I 

03(543)8941 

03(542)6602 

03(346)3111 

06(448)0689 

03(581)6111 
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胃の｀憚趾恨閲枯r
■防水関連試験機
■プラスチック試験機・測定機
■コ、`ム試験機・測定機
■建材・壁材 ・インテリア材試験機
■塗料試験機・測定機
■包装材試験機・測定機

■アトラ ス製キセ ノンウェザーオメーター
アトラス梨キセ ノンウェザーオメーターは、世界的に定評があり 、

その特徴を上げれば

●カーポンアーク灯に比ぺ、 スペクトルが太陽光線に最も近い，

●一週間当りの稼動時間に於いてカーボンアーク ＝20時間 ＼5日

間。 キセ ノンアーク ニ-24時間 ＞`、 7日間。

●大気汚染( O :i · SO ~ · N 飢） コ ン トロ ールシス テムが組み込める 。

●ライ トモニターを取り付けるこ とにより安定した光源が得られる。

●湿度発生装置により調節された空気温度に比例して水温が保た

れ、湿度が維持される C

●温度・ 湿度の範囲は点灯時において、 38-37℃、25-809-aR.H 

の調節ができる 。

●プログラムコ ントロールによ り、点灯 したり消灯 させるこ とに

よって、日中 と夜間のサイクルをシュミレート させ、又一つの

試料の表面にスプレーさせ る，

■自動耐水度 試験機
本機は皮革 ・ルーフ ィ

ング ・防水 ・布等の耐

水強度を測定するもの

で径 100咄の合童形水容

器一杯に水を満したる

上に、試料をク ランプ

にて保持し、 これに水

柱にて0.I k't /cm'又は加

圧ポンプにて3k,／cm：ま

で種々の水圧を加え、

試料面に水滴の生ずる

瞬間に、装置せる水柱

の目盛と時間とを読み

耐水強度の数値 を得る 。

●動的防水疲労試験機

この装置は試験片を屈曲 しながら防水試験を行うもので特に靴の甲

革を想定 して設計 したものであり、一般に革は単に水につけて置 〈

だけでは透水が、おそいが屈曲させると透水は急激に早 〈な るこ比

の装置は、試験片の片面を水につけて他面に水が浸透する までの時

間 （屈曲回数）又は一定時間内の吸水鷺及び試験片に与えた歪み鑓

によ って防水性を評価するものである -

本機は建築用シーラ ンドの引張り 、繰返えし

圧縮等を行い、シーリ ング材の長期間に亘る

接合部の動きに対する耐久性を試験するもの。

且つ特殊装置により伸縮の繰返えしが可能で

ある 外、引張り と圧縮の組合せや剪断だけを

トルク で組合せる試験も出来る。

本 ， 社東 京 都北 区 滝野川 5 15 云 03(916)8188（大代）

大 阪支店 大阪市北区堂 島上 3- 12（永和ピ）レ）fl06(344)8 8 8 1- 4 

名古屋支店 名古屋市熱田 区波寄町 48（真興ピ）レ） fl05 2 (8 7 I) I 5 96 - 8 
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ウレタン防水の決め手。
タールウレタン塗膜防水材

ミリオ本一I-SA

ソ

-., 

実
績
が
証
明
す
る

カラーウレタン防水材

塗り床材

シーリング材

’‘゚ シしうシパンレタン防水工事業協同組合

カラーウレタン塗膜防水材ミ!’’t*；ーt-cs
ウレタン弾性塗り床材 Eリ「9『*—(-RF

ウレタン弾性シーリング材ミ!’’『本一(-NS

なと各用途9こ応じだ製品があります。ウレタン建材のことなら一度ご相談下さい。

全
ウレタンの建材の第1人者

保土谷化学工業株式会社

市 05 東京都港区芝琴平町 2- I ff 03 (502) 01 71 

大阪合 06(231) 1212 名古屋合052(231) 7251 

札幌合011(2,6・1)7789 ・8087福岡合092(751)7241・4661 

9ゞ 上しクシ防水工事業協同組合
〒104 東京都中央区銀座 7-14- 3 安田松慶ビル

合 03 (542) 6602 

大阪合 06(443)'6665 名古屋合 052(7'61) 6181 



Iー し ョッヤ防水は完全責任施工です -- I 

ミリオ太ートSA
露出防水 3¾厚ガラスクロス補強

ミリ7『ワ Ifワシゥこノ
歩行用防水 3¾厚弾性舗装

ミリオ7Jし一7
無公害防水カラー仕上自由

ミ リオ＾87
トーレペフ使用の断熱防水

ミリオネートRF

ロ
塗り床の決定版 2¾厚

Iゞ フ( ヽ ン
歩行用防水 6¾厚弾性舗装

日本水産諒八王子総合食品工場

ョ ッヤ防水株式会社
本 社〒161東京都新宿区中落合3-27-23合 (03)954-2611（代）

東北 支 店〒970福島県いわき市乎字新川町7合 (0246)23-4161 

京都出張所 〒601京都市南区束九条 中御霊町61合 (075)671-2425 
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・'カタログ、カラー見本．I

すべての塗膜防水剤

目地斉ll関係見本鐸
サンプルと試験片のことならなんて‘、も御相談下さい。

鉄、非鉄、ガラス、モルタル、木材、樹脂、他、

JIS規格に基づいた、化学工業用試験片総合メーカー

株式会社 7ヌ；トピース
代表取締役 5曳 倉. .iE ~ 

〒145東京都大田区田園調布 I丁 目 5番 8号

TEL.(03) 722-282|的

721 ~ 7731 
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虞，，71-’’”【Rシリーズ
ポ リウレ タンシー ラン ト（防水材、目地材）

の新らしい基剤
ウレ タンタール ・ウレ タンエポキ シタ ール

ポリフレックスのための硬化剤には、ポリハードナー・シリーズ を基剤と してご利用〈 ださ い。

TEL 

東京(03)274-6051

名古屋(052)571-6331

大阪(06)201-2212

北九州(093)511-0361 羞ー工業製柔株式合村
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経験と実績を誇る

総合防水工事責任施工
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■全国防水工事業団体連合会所属
■全国塗膜防水工事業団体連合会々員
■日本ウレタン防水協会々員
■知事許可（般ー49)第13013号

株式会社フ゜ルーフ産業
代表取縮役：矢尾板太郎／専務取締役： 矢尾板健

〒105東京都港区新橋 5- 7 - |3（仲井ビル）

TEL.(03) 437-5417（代表）

ヽ

レクロンシート防水 レスキュード防水

イチミックス防水

＠霜髯符悶五設株式会社琶鸞嘉野。了9訂髯。52



（織會随9K工事）
雨漏りの悩みを一挙に解決．グ

＊ウレタン塗膜防水 マルボシシール(MS工法）

＊外 装 吹付 ァロンウォール・アロンコートn

＊アスファルト防水 東亜アスファルト防水事業協同組合仕様

＝一真

大阪府知事誓可（般―50)第2444号

ィ壬 施 エ

丸星工業株式会社
大阪市此花区酉島 I--I -2〒554TEL. (06)462-2288（代表）
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高性能ポリウレタン防水材

:̀ynゥレグイト
●タール＃100
●グレー＃200

c株式会社日本化学研究所
本 社東京都中央区京橋 I- 5 ff (561) 698Q • 7535〒104

研究室

海老名工場
神奈川県海老名市中新田1202・I TEL (0462) 31 ・3205〒243

． 
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●アクアコート品番

アクアコート＃1000・・タールウレタン防水材

アクアコート ＃ 2000• •• ノンタール防水材、各色

アクアコート ＃ 2500•• • ノンタール軽歩行用防水材

アクアコート ＃ 3000 • •• ウレタン塗床材

アクアコート＃7000…エポキシ塗床材

アクアコートプライマーS

アクアコートプライマーMT

天小松合成樹脂株式会社
本社・工場 千葉県野田市中里 22 2 合 0471--29-3121

営業所東京都台東区柳橋2-15-3 合 03-862-108 ! 

OO東日本塗料株式会社
本社東京都葛飾区堀切 3丁目25番8号

T E L 03 (693) 0 8 5 I（代表）
新潟新潟市山木戸下屋敷1333-14
出張所 TEL. 0252(73) 5749 



信用ある

防水工事

乎商工株式会社
長岡市寺島町新助350番 3〒940

TEL. 0258 (27) 5 3 4 6 

胃U胃U"u""＂U胃"""""胃U胃"""""""""""胃""""'"""""""""胃U胃U胃“""""胃"""胃"""胃""""U"U"u"U胃U胃“"U"U胃u胃U"u"“胃U"“"U胃り胃""U胃111"111胃""“"＂"U"u"“"U"U"""u"M"U胃`＂U＂＂＂""u"＂＂

●バラックス ウレタン塗膜防水

●三 星ガムロン防水

●三 星シングル防水
アスファルト防水

責任施工

成瀬瓦工業（有）
本社／和歌山市和歌町 27 TEL0734 (24) 5234代）

支社／大阪府泉南部阪南町鳥取 T~L0724 (72) 0158 

【防水工事部】
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天然高分子変性の新しい建設構造材料．”

SIとコー9ー＿ 
①SPシール •• ポリウレタン樹脂
●ノンタール伸縮目地材

●ノンタール硬質目地材

●#3000 防水材各色
●#3000 トップコート 各色
●#3000 シルバー

②SPボンド • •エポキシ接着剤
@SPタール••タール・エポキシ
④SP 500•• エポキシ塗床材
@SP ラー弾性エポキシ

⑥Gシリーズ・・工ポキシ注入材

⑦エポタート••膜厚型タールエポ

斎藤株式会社
0野田工場 ：技術研究所・千葉県野田市中里 中里工業団地〒270-02TE L (0471)29-4331（代）

●本 社 ・大阪市東区本町 1丁目 9番地 〒541 TEL (06)261-1091（代’
●東京支店 ・東京都足立区足立 1丁目 29番 8号〒120 TE L (03)889-7151（代）

オオテレジン防水

,9'1| | 

►

ウ

レ
タ
ン

塗
膜
防
水
の
淑
徳
大
学
円
型
校

舎

①ウレタン塗膜防水

シート防水

各種コーキング・シーリング

各種ライニング工事

②室内体育館及び

全天候型テニスコート

グランドマスター塗膜工事

⑧耐摩耗性彩色床材

カラーランド＆

カラーランド＆スタビラント工事

●神奈川県知事許可（般ー51) 第 2184号

の大手起業株式会社〒 I51 東 京 都 渋谷区代々 木 2丁目 18番 9号 云 (03)379 -2035 
本社 横 浜 市鶴 見 区馬場 3-- 12 - 21云 (045)581-9826

11111 



ごあいさつ

日本ウレタ ン防水協会

会長

久 板 勉

日本ウレタン防水協会は昭和44年10月発足以来「信用ある製品で責任ある施

工」を信条といたしまして， ウレタソ防水の着実な発展のため，メ ーカーと施

工業者が相寄り，材工両面における技術の普及向上と PR活動を中心に事業を

行ってまいりま した。

昨年度は，永年の念願でありましたウレタソ防水材の規格化が，工業技術院

ほか関係各位のご努力により，屋根防水用塗膜材JI S A6021として制定され，

これにつづいて本年度は日本建築学会において同学会の建築工事標準仕様書

(JASS)に防水塗膜材を組み入れて頂けることとなり当協会では学会の J

ASS委員会と連係して作業を進めております。

建築工事における防水の重要性は今更申すまでもないこ 沢でございますが，

近代建築の急速な発展に伴い，新しい防水材料による新しい工法が多く開発さ

れた今日，建設省，労働省におかれては，防水業の賊種認定につづいて防水施

工の識業訓練ならびに技能検定制度を制定され，全国都道府県においてこれを

実施するよう指導しておられます。防水業界といたしましてはこれに対応する

組織として全国防水工事業団体連合会が結成され，我々塗膜防水関係者はこれ

に属する団体として全国塗膜防水工事業団体連合会を組織し積極的に参加協力

いたしております。特に本年11月から昭和53年2月にかけて塗膜防水施工の技

能検定試験（国家試験）の実施が予定されておりますので当協会からも多くの

会員の方々に参加を願い，規格化された JI S商品を，建築学会制定の JAS

s工法ICよって，資格をもった優れた技能士の方々が施工される日が一日も早
く来る よう期待しております。

当協会会誌第3号は関係諸先生のご参加を得又会内関係者のご努力により完

成致しました。ご協力に厚くお礼申し上げます。

なお今後一層充実した内容とするよう更に努力いたしますので皆様のご指導，

ご鞭撻をお願い申 し上げます。

以上

(1) 
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＜ウレタン防水＞第3号によせて

塗膜工連会長 久:月~ t反 丈こ 良〖

日本ウレタソ防水協会は，発足以来，すでに 8年を経

過し，会誌「ウレタン防水」も第 3号を発行することと

なりました事，衷心よりお喜び申し上げます。

全国塗膜防水工事業団体連合会（塗膜工連）は塗膜防

水工事業団体が大同団結して昭和51年12月17日に設立さ

れ，本年1月全国防水工事業団体連合会（全防連）にも

加入いたしました。

発足当時の会員18団体に新規加入団体を加えて，現在

19団体で構成されております。

使用される素材的には， ウレタ ソゴム系，アクリ｝レゴ

ム系，アクリ ｝レ樹脂系， クロロフレ ンゴム系， ゴムアス

ファルト系等の塗膜防水工事業の各団体が構成メソパー

であり，施工技術の向上を図り，近代建築に適応した塗

膜防水を推進普及するため，努力いたしております。

昭和52年度の計画といたしまして，次のような事業を

考えており，既に着々と実動に入っております。

(1)防水施工技能検定実施への協力

(2)防水科（塗膜防水）施工技能士の資格取得への協力

(3)防水科職業訓練指導員の資格取得への協力

(4)防水科職業訓練実施への協力

(5)塗膜防水技術の向上及び研究

(6)屋根防水用塗膜材JI S A6021の普及推進

(7)塗膜防水の JAS S-8（日本建築学会建築工事標準

仕様書）制定への協力

(8)塗膜防水及び塗膜工連の普及宜伝活動

(9)全防連及び関係諸官庁との密接な連繋

闘会員及び所属会員の親睦

塗膜防水に関しましては，昨年5月屋根防水用塗膜材

~
 

|~ 

業界各社の研究努力により安定した製品の供給をすると

共に，尚一層の施工技術の向上確立に邁進しておる次第

でございます。

一方，職業訓練法に基く 1級， 2級防水施工技能士の

国家試験につきましても，昨年実施されました「アスフ

ァルト防水」に続き，本年度は「塗膜防水」 「シート防

水」の 2業種が実施される事になり，現在その検定試験

に関する試験問題の基準及び｀細目の検討が労働省と専門

調査員が中心となって進められております。

当連合会といたしましては，連合会内に次のような委

員会を設け，それぞれ具体的問題の推進に当っ ておりま

す。

1 総務企画委員会

2 技術委員会（主として JASSに関する事項）

3 職訓検定委員会（主として戦訓技能検定に関する

事項）

上記JAS S-8制定につきましては技術委員会より建

築学会に委員を推薦 して，制定に協力いたしております。

技能検定に関しましては，職訓検定委員会が中心とな

り，傘下会員団体より委員を選出いたしまして，新に技

能検定実行委員会を編成し，具体的活動に入っておりま

す。関係官庁，学会，建設業界と，全防連，並びに傘下

他団体のご指導ご協力を仰ぎ，専門調査員と密接な連繋

のもとに， 4月にはミニトライヤル (1級 2名， 2級 2

名）を実施，更に6月21日にはトライヤル（試行技能検

定験試 l級10名， 2級10名）を都立板橋高等識業訓練校

で実施いたしました。

業界待望の防水施工技能士がアスファルトに続き来年

の日本工業規格 (JI S A 6021)が制定されましたの は塗膜防水，シー ト防水にも誕生し，業界の発展に大い

で，これにもとづいた JI S材料が市場に供給される事 に貢献する事が期待されております。

と思います。防水には御承知の通り噂素材と施工-の 2 当連合会は発足以来，未だ日浅く，先づ内部組織の確

つの重要な要素の組合せが必要であり，この所謂ミ材工 立と会員相互の意志の疎通に注力しつつ，施工技術面の

一体-と相まって，適切な工法と秀れた技術が要求され 向上改善のため，職業訓練を強化して，更に多く の防水施

る事は勿論であります。 JI Sの制定に続き，本年度 工技能士を業界に送り 出す事が急務と考えております。

は， JI Sに基いて JASS-8の見直しが建築学会で 今後なお， 一層のたゆまぬ努力により，材工一体とな

進められており，塗膜防水に関する JASSの新たな組 って塗膜防水業界の健全な発展を期するものでありま

入制度が審議されております。 す。何卒，諸官庁を初め，関係各位の温いご迎解とご指

このように材料的にも工法的にも塗膜防水は建築学会 導ご鞭撻を賜りますよう，心からお願い申し上げる次第

に寄与すべ<,一歩一歩着実な歩みを続けております。 でございます。

(2) 
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一ー特別寄稿

ウレタン防水について

1． はじめに

最近は，建築の多様化，高層化，機能の複雑化，周辺

環境から受ける制約等により，防水に対する要求も多種

多様の様相を呈し，それとともに防水技術の広範な対応

力とより一層の向上が叫ばれてきている。材料面から最

近の防水工法を考えてみるとき，各種の化学的材料（と

くに有機材料）の開発および進出を挙げることができ，

従来からのアスファルト防水工法とならび，防水工法の

一つとして，その地位を徐々に確立しつつある。

しかし，建築防水の完全性が期待されながら，未だ完

璧といわれるものにはいたっていないのが現状である。

こうした点から他方で防水工法を根本的に総点検するこ

とが必要であるという考え方がおこっているのも事実で

ある。

このバックグラソドには，旧来の省力，性能等といっ

た考え方に加えて， 安全，環境問題等，総合技術として

の諸要因が大きく顔を出してきているのが特長であろ

う。

長い歴史をもつアスファル ト防水工法の常温工法への

動きというのも， そのあらわれと言え，同様に，その他

の新材料工法，とりわけ有機系化学材料をベースとした

防水工法は，高度な品質管理を必要とする点，長期的耐

久性の検討が十分でない点等により，適確な見直しがな

されるべき状況にあるといえる。

防水工法を見るとき，いろいろな立場からの見方がで

きるが， ここでは，材料のユーザーとして，ゼネコソの

立場から，塗膜防水工法の主流であるウレタソ系工法に

ついて，われわれなりの見方を示し，今後のより確かな

防水工法を目ざす上での問題点を考えCみることにす

る。

2. 塗膜防水材料の一生

材料の見方の一つとして， 別図の様な材料の流れを追

(3) 

フジタ工業鈴技術研究所

土田恭義

ってみる。即ち，メーカ ーで原料から製品が生まれ，幾

多の過程を経て現場へ運ばれ，防水機能をもって建物の

一部を形成する。その後，長期の使用，曝露をへて老朽

化し，機能を果たせなくなり，ついに補修，再施工を余

儀なくさせられるにいたる過程を，防水材料の一生とし

て捉える。これをもとに各過程での材料性能を支配する

因子を拾い出し，何が問題となるかをチェックするので

ある。材料を商品次元で選択する場合でも， どんな要求

性能があり，何に着眼すれば優劣の判断ができるのか，

さらにまた施工時においては，材料物性に影響する因子

を考え，施工管理上，どこに留意すべきか， について

も，この考え方を囲いることができよう。

3. 各過程での問題点

過程①及び②

*l フォーミュ Vーショソ技術の企業間格差

*2 ③も含めた形で，流れの各過程における業者間の

技術情報交換の不足，およびそれに起因する意識の

差

過程②

現場施工を考慮した荷姿

過程④

*l 現場混合攪拌時における，計量ミス，攪拌不足等

による混合比変動と，それに伴なう皮膜の硬化特性

のムラ。

*2 施工雰囲気，空中及び下地より供給される水分と

の反応（皮膜の変質，発泡）

*3 施工温度による反応速度の変化，それに伴なうレ

オロジカルな特性の変動

*4 以上の事柄が複合しあって生ずる，流動性，接着

カの変動ムラ

*S 換気不十分な施工場所における施工安全性，主剤

中に含まれる未反応成分（トリレ‘ノジイソジアナー

ト） の有害作用
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*6 膜厚管理方法

*7 施工技術者の熟練度，必要人員の確保

過程⑤

*1 塗り重ね工程における養生時間の管理

*2 硬化安定するまでの外的影響因子を考慮した養生

方法の検討

過程⑥

*1 工法自体の歴史の洩さによる長期的劣化に関する 対し，関係者一丸となって前向きに取り組んで一つ一つ
多角的データの不足 確実に解消していく地道な努力が必要である。課題の中

*2 防水工事の科学的裏付けのない保証年限設定。お で，材料の宿命とも言える材料物性的な問題について

よびそれに起因する防水補修上のトラプル は， メーカー，あるいは，フォーミュレーターが中心と

*3 耐久性，とくに紫外線，熱に対する性能不足，保 なって，より実情に適応した条件設定のもと，品質改善

護方法にも検討の余地 に務めることが急務である。とくにウレタンの持つ，取

*4 下地クラックに対する対応策検討

過程⑦

ロ I :1 *1 補修方法の確立，新旧防水面の接着性

*2 旧防水層の撤去方法，およびその難易度

4. おわりに

現状においては，ウレタン系塗膜防水工法を他の防水

i• ; 
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工法の中に置いたとき，その信頼性において，決して優

位な評価が与えられているとはいえない。とくに広い施

工面積を持つメンプレン防水においては，やはり，実績

を持つアスファルト防水を優先させざるを得ないことが

多いのは否めないところである。

ゥI/？ン塗膜防水は，他工法にない魅力ある特性を持

っているわけであるから，現状で残された多くの課題に
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り扱い物性上のネガティブ要因，ライフ等においては，

一層クリアーな説明とデータのオープソ化が望まれる。

一方，施工管理等人為的な問題（例えば①②）につい

ては，関係者の，より一層の， とくにゼネコンの積極的

な参画をもって取り組む必要性があると考える。これら

の問題を克服したとき，はじめて確かな防水工法として

確固たる位置づけを得ることになるであろう。

(5) 
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佐 川昭夫
日本ラィヒホールド鈴東京樹脂開発課長

高木友次
日本特殊塗料諒取締役総務部長

鶴田裕
大成建設鈴技術研究所材料研究室技師

平原本日はお忙しいところお集まりいただきまし

て，ありがとうございます。

私， 日本ウレタソ防水協会のPR委員長のをおおせつ

かっております平原でございます。前回，座談会による

編集記事が大変参考になるとのことで，今回も， 会誌

「ウレタ‘ノ防水」の第 3号発行にあたり，再度，座談会

をと云う声が多く，皆さんにお忙しい中ご無理をお願い

した次第でございます。

司会を日本ウレタン防水協会の技術委員長をなさって

いらっしゃいます保土谷化学工業の伊藤さんにお願いし

て進行させていただぎたいと思いますので， どうぞよろ

しくお願いいたします。

日本ウレタ万防フ）Kに〗務こ
： 司会•••………...…… ◆••伊藤松夫 l

保土谷化学工業掠建材鋳材部課長 i 

i--------------------------------------------------------------------------------------------—---l 
(6) 

平原信隆
大和高分子工業諒専務取締役

松本洋
清水建設総研究所研究員

矢尾板太郎
掠プルーフ産業取締役社長

数字的に48年頃から定着
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伊藤 本日，PR委員会の方から与えられましたテー 特に建設関係は未曽有の不況時代に入ったわけでありま

マが「定着したウレタソ防水」とい うことでございま す。先程の統計には，このような情勢がよく反映してい

す。皆さん方いろいろなご意見をお持ちだろうと思いま るように思われます。それからもう一つ次のような点が

すが，きょうは 「定着したウレタン防水」にテーマをし 含まれていると思います。それはウレタン防水は，補修

ぼってお話を承り ，実のある座談会にしたいと思います 用にも多く施工されているので新規建築が減っても，補

ので， よろしくお願いいたします。 修用は減らないか，或はかえって増えていると思います

まず，ゥレタソ防水が本当に定着したのか， どうか， し，又材工両面の進歩により，厚塗り工法が開発されて

過去の成長過程を辿る意味で協会専務理事の石川 さんか 来たので，施工面積の問題とは別に厚みの増加（使用鼠

らウレタン防水材の実績をおりまぜてお話いただぎたい の増加）も伏在していると思います。

と思います。 以上のような状況であり， ゥレタン防水は今後益々発

石川 協会が発足しましたのが，ご承知のように昭和 展してゆかねばなりませんけれども48年以降，一応定着

44年であります。早速翌45年から全国のウレタン防水材 したとい うことが言えるのではないでしょうか。

料の出荷数量について統計をとり始め，次のような数字

となっています。

昭和45年 5,000聴

11 46年 10,000逃

11 47年 14,400聴

11 48年 21,400賄

昭和49年 20,400睦

II 50年 18,000迎

II 51年 19,400迎 〔伊藤松夫氏〕

伊藤 いま数字を承りますと，確かに冷え切った需要

このように，初期は開発商品と して 2倍ないし 1.5倍 というような市況の中で，ゥレタン防水材は経年の出荷

という急激な立上りとなっており， 48年は， 夏に大手石 量を見ますと，着実な歩みを していることが読み取れる

油化学工場の事故が起こり，秋にはオイ）レンョックとい と思います。平原さん，実際に現場ではどんな使われ方

う二つの要因が重なった結果，玉不足四先高気配から材 をしているのでしょうか。

料手当買いが極めて活発となった時期であり，又翌49年 平原私の会社の例で恐縮ですが，石油ショック以前

はこれらも一段落し，在庫調整も行われたと思われま はどちらかというと民間へのPRを主体にしてきたわけ

す。環境としては，永く続いた建設プームも， 48年を契 です。石油ンョックのあと，アスファルトなど，他の資

機としたインフレ抑制期に入り総需要抑制策のもとに， 材が不足したという問題がおこり，地方の役所および中

(7) 
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央官庁でウレタソ防水材が使用され，その性能が高く評

価され，その結果，ゥ v夕‘ノ塗膜防水による施工が順調な

伸びをしている大きな要因ではなかろうかと思います。

当初の民間から中央官庁にまで進出

ああいう混乱状態が起きなかったら，いわゆる保守的考

え方で，まだウレタンを役所の建物に採り入れるのは早

いのではなかろうかという考え方もあると思います。特

に石油ンョック以後は大手ゼネコソさんあたりが積極的

に使い始めたという事実があるわけです。現在，沖縄か

ら北海道まで役所でウ l/タソの性能について，どうこう

と言われることはあまりありません。ただ施工体制の問

題，保証の問題，あるいは未だにはっきりしないもの，

たとえば本当にエ法を守るのか，あるいは薄いという不

信感が，まだ多少残っているというところが今後の問題

であって，現在は中央官庁にしても役所の中では，余り問

題は残っていないのではないだろうかと判断されます。

あと JASSの問題等が出てくると，もう少し強い信頼

性が定着してくるのではないかと思っております。

それに私どもが一番意を強くして，今後もウ l/タソ防

水のジェアが拡大されると思われることは，大体地方へ

いきますと，以前は駅前のビ）レ等はアスファルトでほと

んど施工していたのですが，地方都市の駅前の大きなビ

〔平原信隆氏〕

）レ等にもウ 1/タンが採用されるようになったということ

です。徐々にではあるが，そういう代表的な建物にもウ

1/タ‘ノによる塗膜防水は定着しつつあるというように，

私は考えております。

伊藤 佐川さん，これだけウ 1/タン防水材が進出した

裏には，技術的に相当なご苦心があると思いますが，一

番ご苦労された点はどんなところですか。

佐川 私どもが，ゥレタ‘ノ樹脂を防水材料として，研

究し始めてから10数年経っておりますが，一番問題とし

て起こりやすいものは，施工現場でのフ 1/ではないかと

思います。そういうことが実験室でのデータと相関しな

いという形になってくる。最近でもまだ，そういうクレノ

ームは皆無ではありません。

私どもでは，出来るだけ施工上での問題が起こらない

ように作業性の改良，および当てがいぶちで現場で計量

させないような荷姿にするとか，どちらかといえば化学

屋としては，少しはずれたような研究が多かったという

ことと，物性自体においては，カラーウレタンのタイプ

では，塗料メ ーカーさんなどはよく研究されていると思

いますが，チョーキングが起こりやすい事とか， 5年ほ

ど前に施工したものに若干問題がありましたが， 最近

は，その点も各社ご研究になっていると思います。材料

の品質上の問題についてのクレームは， 49年以降施工し

たものについては，私どもの場合はほとんどなくなって

おります。攪拌条件の問題などで，大きな面積のうちに

ポッリポッリと未硬化の部分が出るとか，そういう問題

はまだありますので，現在は私どもの協力工事店の方々

の技術的なレベル・アップに意を注いでいるという状況

です。

材料の品質上のクレームは皆無に…

今後より一層ウレタ‘ノ防水が発展するために必要だと

思われるものは，保護仕上材料の研究ということです

ね。ウレタン防水材ぐらい新しい要求に迅速に応えられ

る材料はないのではないかと思います。ですから，われ

われ素人がこういう需要があるのではないかということ

で，現在色々，研究しておりますが，建設業界の方か

ら， こういう用途に使えるものというご指摘をいただけ

れば，ほかの防水材と比べますと，そういう意味では，

改良しやすい材料でありますので，ますます発展できる

のではないかと考えております。

伊藤 私のところもメーカ ーの立場で考えますと，ぃ

ま佐川さんのお話にありましたようにいかに現場の手に

合ったものにするかということに，メ ーカーサイドは苦

慮しているというか，苦心しているわけです。そういう

点から言って，矢尾板さん，実際ウレタヽノ防水材の現場

をお預かりになってかなりの数量が出ていっている現状

をふまえて，一体何が要因なのか，その辺についてはい

かがでしょうか。

矢尾板 こういう化学防水の歴史から考えますと，ア

クリ）レから始まりまして，途中でアクリルが非常に問題

が多いのでシー トを考え出して，シー トでやっているう

ちに，またいろいろ問題が出てきて，一時停とんして，

いまやっと定着してぎた。ウレタンも始まったときは，

これはアクリ）レのことを思うと厚みもある し，頼りにな

るなという気持でやったのですが，情けないことには施

(8) 
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工業者が厚味があるからということだけを信じてしまっ

て，先ほどおっしゃったようにかくはんミスとか，要す

るに技術の未熟な点から当初問題が起こりまして，それ

にさらに価格競争のために，はっきり決められている厚

みの通りにしないで，材料を少なく使ったために，つま

り薄い被膜のために事故を起こしたということが最初あ

りました。

そういうことを踏み越えまして，最近では規定通り使

ったものについては，まず事故というのは，私はほとん

ど経験してません。特にター）レ・ウレタ‘ノについては，

いままで絶対事故がないということは言い切れると思い

ます。問題を起こしたのは，簡易工法だということでカ

ラー・ウ V夕‘ノを使って，上に保護材を全然塗らないで

暴露した。これが5年は＇もたないのです。大体，チョーキ

ソグが始まりまして 3年ぐらいで真ん中に入っている寒

冷紗が暴露してきたようなことがあった。これは材料メ

ーカーさんの研究不足があったのだろうと思います。 6

年ぐらい前には，そういう問題がかなりありましたが，
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欲がある。やはり施工がいくらいい工事をしようと思っ

ても，メーカーの援助がなければいいことはできませ

ん。その点が，今後さらに飛躍する 1つの大きな要素に

なると思います。その辺をメーカーの皆さんはお考えい

ただき，ゼネコンさんの場合も，従来，大きなものはア

スマア）レトの方がいいなという考えをお持ちのようです

が，ウレタンも JASSのような公的な標準仕様書がで

きれば， どんな大ぎなものをやられても， まず心配ない

のではなかろうか。原案をちょっと見せていただきまし

たが， これくらいやれば，いままでの経験からいって，

絶対大丈夫だろうと思います。

そういう面で今後，皆さんの努力によってウレタソが

もっと飛躍するように，いままでの記録をみますと，先

ほど申されたように月に 1,500トソちょっと出ているよ

うですが， これが3,000トンなり5,000トソなりという数

字が出るように，私どもも一生懸命やりたいと思いま

す。

伊藤 いまお話のように，仕上塗料というものの開発

メーカーさんも気をつけてノソター）レ・ウレタ、ノを使 が非常に盛んになったために，ゥレタ‘ノの使われる分野

い，それに保護材を何か塗るということで，最近それも がさらに広がったように思うのです。そういう点で塗料

どうやら克服されたようです。 関係をご研究されている高木さんのところでは， ゥl/タ

そういうことで私ども見ました場合，問題は，材料は 、ノの防水材と合わせて保護仕上材のご研究もされている

ある程度まできたのではなかろうかと思いますし，あと と思いますが，最近の状況から考えて何かご意見ござい

は施エミスさえないようにすればいいのではなかろう ませんか。

か，これについては私ども，いままでたくさんの職人の 高木 塗料業界の中で防水を採り上げているメーカ ー

面倒をみてきましたが，そういうことが 1つですね。 さんが非常に少ないわけですが，私の方は早くから，ゥ

あとは，そういう問題と同時に，先匠どお話が出まし レタソ樹脂の特性を利用して塗膜防水材に利用したらと

たように，ある程度，縦系列がはっきりしてきた。メー いう発想のもとで44~45年ぐらいから開発を始めまし

カー系列がはっきりしてきたために，責任体制がはっき て，現在は，先ほど協会の数字も発表がありましたが，

りしてぎたということで，ゼネコソさんの方は，かなり 私どもの方は大きく伸びているので，協会の数字より

信頼してお採り上げいただいている。それが一番大きな は，さらに飛躍した形で，現在漸増しているわけです。

原因となって，順調に育ってぎたということではなかろ

うかと思います。

材・エ一体• ••が大 き く伸びた要因

この間も，あるメーカーさんの縦系列の会合に出席さ

せていただきましたが，やはり伸びているメーカーとい

うのは，メーカー，施工屋一体になって研究，施工とい

〔高木 氏〕

て，

ま，

こな

ま施

うものを一生懸命やっているように思います。昔は施工 ただ私どもの場合，スタ ー ト時点というのは，東京周

屋だけほっぽらかして，材料売りっばなし，という傾向 辺と関東地区を重点的に試験販売に集中し徐々に全国販

が強かったのですが，いまはメーカ ーが現場まで出てき 売網に乗せて評価を見ながら品質の改良と工法の改善が

て指導する，そういう面がはっきり出てぎましたし，と 現在数字として結び付いているのではなかろうかという

きにはメーカ ーさんが身銭を切ってでもやろうという意 感じを受けるのです。そういう面で，やはりスタート

(9) 
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時点はいろいろ問題もあり， クレームが多かったという

ことですが， これは業者の方もウレタソ防水という尚品

についての知識と工法についての不馴れが要因と考えら

れます。私どもは，まだ業者のグループ的なものは持っ

ていないのですが，ほぼ固定した業者の方が引続きお使

いいただいているという形の上で問題がなくな ったとい

うことではないかと思います。現在し庄とんどクレームと

いうものは上がってきていないし，そういう意味では非

常な信頼のもとに使っていただいているとい うことは，

ある程度定着したと考えています。

カラー・ウレタンのウエートも高まる

ただ私の方は塗料の専門メーカーなものですから，ど

うしてもカラーのウエートが高いためにというか，現在

私どものウ V夕‘ノ防水の中では，カラー・ウレタソのウ

ェートが高いのですが，その中ではいろいろ問題はあり

ます。先Vまどのように膜厚の問題で適正なる膜厚を持っ

たものは，大きな問題はありませんが，施工業者の適正

な使用量が厳守されていない場合に問題が出ているとい

うケースがあります。

そういう面で重要度が非常に高いという形のものは，

私どもは更にその上にトップコートを持っているのです

が， これは価格が非常に高いということで，特殊な分野

で，そういうご指定があれば使っていただくとか，そう

いう方法はとっております。それを塗ることによって耐

候性その他の問題は，ほとんど解決はできるのですが，

単価の問題がそこに入って参りますので，いくら優秀な

ものであっても工事価格の制約がありますから，すべて

のものにそういうものをお使いいただけるということに

はならんと思いますが，現在そういうものでこ｀使用いた

だいている個所は，従来のカラーの欠点というものは，

ほとんど解消しているという現状であります。

伊藤 ウレタ‘ノ防水材が開発されてから10年余たって

いるのですが，その間ゼネコソさんのご援助をいただ

き，またいろいろとご指導をいただいて今日まで来てい

るのですが，ゼネコソさんの目から見てどんな印象を持

たれるか，またウレタソ防水がここまで来た大きな要因

を，いろんな角度から眺められていると思いますが，松

本さんはどのようにお感じになっておられますか。

松本 最近になるまで，私はどちらかというと，先ほ

ど事務局の方から言われた数字の上で足を引っ張る役割

をしていたような言動が私自身にあったのではないかと

思っております。

〔松本洋一氏〕

最近になって，ゥレタソ防水の関係者とお会いする機

会が多いのですが，そこで感じましたことは非常に熱心

な方が多いということです。新しい建築材料が数多くあ

る建築材料の中で定着するまでにいろんな方法があると

思います。ウレタン防水などは役所関係から上がってき

たという 1つの流れのお話が先程ありましたが，たとえ

ば，ある材料は，いわゆる建築ファッショソ雑誌の中に

登場するような大きな，はなばなしい建物に大々的に使

われたということで，その地位を築き一般の建築材料と

して流れていく方法と，もう 1つは地味に，ボトムアッ

プといいますか，着実に力をつけて拡がってきたという

ものがあると思います。どちらかというと， ウレタソ防

水は後者の方ではないかと，私は思います。こんなに伸

びているとは思わなかったというのが正直なところで

す。

伊藤 鶴田さんもずいぶん長い間ウレタソ防水材の研

究をなさっておられて， ゥレタ‘ノ防水の功罪というのは

あると思うのですが全般的にながめまして，やはりこれ

だけの実績があるということの要因は何でしょうか。

鶴田 ちょっとその質問からはずれるかもしれません

が， ここまで定着してきた第一の理由は，メ ーカーさん

がしっかりしてきたということよりも，工事屋さんがし

っかりしてきたということじゃないかと思うのです。

常々思うのですが，新しい材料が出てぎたときに，た

とえば保土谷化学さん， 日本特殊塗料さんにしても化学

の原材料メーカーさんであって，余り建築の事情をご存

じなくて出てきたと思うんです。材料というのは，工事

店がしっかりしていて，使い方をよく理解して，そして

失敗をくり返して，それをメーカーさんにぶつけ，メー

カーさんが素直にその意見を聞き，改良に努める。そし

てよくなっていくんだと思うのです。

初めは，やみくもにやってみて，売り方もわからなけ

れば，使い方もわからない。いままであったアスファル’

トなどの，防水の知識をそのまま応用していろいろ失敗

があったろうと思うのです。

その時期が過ぎて，工事屋さんの意見がメーカーさん

(10) 
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に届き，メ ーカーさんがそれじゃということで仕様を確

立し，製品も改良して，やっといま定着し始めてきたと

いう時期じゃないかというふうに思っておりますね。

伊藤 要するに相互関係というものが，かなりしっか

りして，メーカーヘのフィードバックもかなりはっきり

した形で行われて，それがこのように根をおろしてきた

大きな因子じゃなかろうかというご意見のように承るの

ですが，岩井さんはどうお考えですか。

岩井 いまの鶴田 さんの意見と全く 同じで， 当初，ア

スファル トとかシートを取扱っていた防水業者さんが，

その中でも新しいものに対してすぐ飛びつくような，新

しいもの好ぎといいますか，そういう業者さんが最初に

とっかかって，大分失敗もされたでしょうが， 試行錯誤

のうちに，だんだん現状のような市場を確立していった

と思います。やはり施工店さんの努力が発展といいます

か，定着した一番のもとだと思います。

ゼネコンにも信頼度深まる

それと，先ほど矢尾板さんがおっしゃられたように，

メーカーから施工店までの一体化といいますか，体制づ

くり，それをメーカーさんが一生懸命やってくれた。メ

ーカーさんと業者さんの両方の努力で， このように発展

してきたのではないかと思うのです。

伊藤 きょうは，ゼネコソの防水のご研究に携わって

おられる方々が出席されているので，少し時間を割いて

技術面でのディスカッ ションをしてみたいと思います。

私，いままでの文献とか，実際見たり聞いたりして感

じている点で，防水材料が実際施工されると きの環境に

対する対応の仕方というものについて，問題があるよう

に思うのです。

これはもちろん材質的に対処することもさることなが

ら，実際の防水仕様について勉強していく段階なので，

日ごろお考えになっているところを，ぜひお聞かせいた

だきたい。

岩井さん，環境に対するウレタン防水のあり方につい

てお話を承り たいと思います。

岩井 ゥvタソの特に施工時の環境ということだと思

うのですが，この辺は， われわれも一番やらなければい

定着したウレタン防水■

〔岩井孝次氏〕

とか，そういった点は， 48年ごろウレタ ソ防水材に関す

る研究を採り上げた際に研究はしました。温度と湿度を

コソ トロー）レしている部屋で取扱ってみたのですが，

温度の影靱が一番ある ようですね。やはり反応時間が速

くなります。湿度の影響も多少はありますが，要因とし

ては温度の影響の方が大きかったように記憶しておりま

す。

それだからメーカーさんは夏型・冬型をつくられてい

るのだと理解できた次第です。

温・湿度以外の，特に下地の水分の問題という点に関

し，今後取り組んでいかなければならない問題じゃない

かと思います。それはメーカーさんはメ ーカーさんなり

に，施工業者さんは施工業者さんなりにやられていると

思うのですが，ゼネコンとしても，かなり無理な下地に

施工をしてもらうような形にな っている例が多いと思う

のです。そういう点を少し今後研究していこうかと思い

ます。

特に，寒冷時における湿った下地に対する施工は，夏

になると一番ふくれが出やすいという状態になりますか

ら，その辺を厳しく追究したいと思います。高含水率の

下地で， しかも水分がまだそれしまど活発に蒸発しないよ

うな状態の下地に，施工した場合当初はそれしまどふくれ

ない。そういう状態で施工した塗膜は，それが夏になっ

た場合にどうなるか。夏になってもふくれないような予

防対策の研究，たとえば下地のプライマーの研究だとか

は，ゼネコソだけではとてもできませんので，メ ーカー

さんとタイアップするなりして研究していぎたいなとい

ぅ，個人的な見解を持っております。

伊藤 佐川さん，環境について実験室的にはいろいろ

なご研究はもう済んでいる と思うのですが，実際の現場

に対応するという意味で， どんなふうに対応されている

けないのではないかと思っております。現状ではシート のですか。

の物性といいますか，成膜したウレタソ被膜の物性追究 佐川 非常に難しい問題でありまして，私どももウ V

に終わって，まだ環境との結びつきは，それほどやって タソの防水材そのものの物性については，ある程度行き

はおり ません。多少施工性に関係するということで，た つくところまできている。むしろ下地との適応性と補強

とえばセ）レフ・ベリング性とかタック・フリー タ イム 材の使い方とか，施工方法の研究が，いまは 7: 3ぐら

(11) 
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いで多くなっているわけですが，確かに， どんな下地で

も施工して大丈夫だというところまではいっておりませ

ん。むしろ私どもとしては， 差別化といいますか，逃げ

ているというんでしょうか，これは絶対に危ないなとい

う場合については，むしろほかの防水施工方法をお勧め

するというような形に，いまなっておりまして， より一

層研究しなきゃいけないと思っております。

［佐川昭夫氏〕

私どもの会社の製造している樹脂は熱硬化性樹脂がほ

とんどでありますので， ゥv夕‘ノに限らず，いろんな材

料を使用して，何とか克服したいという気持でいろいろ

やっておる段階であります。いまのところはアスフア）レ

トとの取り合いについてはエポキン変性ポリエステ）レ樹

脂で処理するとか， 3年ほど実績が出てきています。い

ろいろやっているのですが，難しい下地の場合は，ゼネ

コソさんからお問い合わせがあった場合，施工業者に，

メーカ ーの指示を仰いで，指示書を持ってきなさいと

いうように，指導して戴くという形でお願いしておりま

す。そうしますと施工業者の方から私どもの方に 「こう

〔鶴田裕氏〕

どなされていると思うのですね。その辺のところも JI 

SAの6021で盛り込んで性能評価をしようと， その結

果，参考ではありましたが，たとえば露出用だとか，主

として非露出用というグレーディソグも，すでに成膜し

たものに対する 1つの性能評価で，ああいうラソクづけ

がされたと思うのです。

実際に施工時のことを考えた

データが欲しい

ところが一番重要と思っているのは，施工時の液体状

のものが下地に接触したとぎの下地の温度と，それを取

り巻く空気の湿度，その辺が最後の性能に影響してるん

じゃないかという気がするのです。

これはシーリング材についても，かつて同じようなこ

とをやりま して，二液反応型のシー リング材が施工され

たとぎの外気温，あるいはその周辺の温度が最後まで物

性に影響している。これは成分のンリコソでもそのよう

ですし。また成分でもそのようです。それと同じこと

いう下地ですが，どういうふうにやったらいいでしょう が，ここでも言えるんだろうと思うのです。

か」という形で問い合わせが来ますので，こういう下地 低温については，外気温がプラス5度ぐらいまでは施工

に直してもらうか，あるいはそういう下地だったら，も してよろしいというふうに，協会の資料でもでき上がっ

うできないからお断りするか，あるいは特殊工法で，こ ているようですが， 5度ぐらいで施工したとぎのものが

ういう形でやりなさいという指令書をお出しするように 本当に20℃で成膜したものと同じところまでいくのかど

しているわけです。 うか， またでき上がったものの耐久性が同じなのかどう

伊藤 確かに，何でもかんでもできますよという考え かというのが，まだよくわからないわけです。最初のメ

方は誤りだと思いますね。ウレタ‘ノがさらに発展してい ーカ ーさんのカタログや，技術資料をちょうだいしてみ

くためには， これは避けられない問題だと思うのです。 たのですが，どうも私どもが知りたいと思うところまで

全国ンェアでやっているからには，それなりの体制とい 書いてくださっているのは，非常に少ないと思います。

うものも，われわれサイドはしっかり したものを持たな 施工時のことを考えますと，高温の状態といえば，外

きゃならないと思います。さっきの岩井さんのお話にあ 気温が30度ぐらいでも，下地の表面温度は50度ぐらいに

りましたように，やはりゼネコソでも現在研究中の問題 なっている可能性があるわけですね。瞬間的にそういう

だと思います。鶴田さん，何かお聞かせいただけるもの ところに接触して，瞬時に硬化するものも中にはあるの

がありましたら……。 ではないか。その辺のところの施工時のこ とを考えたデ

鶴田 お教えするのじゃなくて，逆に教えていただき ータが私どもが本当に必要とするところです。

たいのですがね。先tまど佐川さんも言われましたよう そういう資料をふまえて作っていただいた，仕様書や

に，成膜した物性の長期の性能評価というのは，ほとん 指針であれば，私どももまた見直す時期が来ると思いま

(12) 
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伊藤 確かに厳密に言いますと，メーカーさんによっ

ては，冬用の防水材というのは， J I Sで決められてい

る20度の測定では，あの物性の中に入らない，要するに

5度で最強の物性を示すという考えのところもあるよう

にうかがってます。 JI Sで画ー的にスバッと決めてし

まう ということは，高い温度，低い温度に対応していく

ためには，これからも っと研究をして幅を広げていくよ

うな ことを考えないとまずいと思いますね。

平原さんのところは暖かい地方をよくおやりになって

いると伺います。よく言われる海洋性気候のところでも

ずいぶん仕事をされているようですが，どんなふうにお

やりになっていますか。

平原 私のところは，露出のトップコートの仕上げの

ものが非常に多いわけです。要するに一般の防水材の黒

ですね， ノソタ ー）レ・ウ l/タンのようなカラーのウレタ

ソをかけまして，そしてトップコートをかける工法，こ

れが全体の半分ぐらいになるわけです。

そうしますと，いま私どものエ法の中で問題は， トッ

プコー トの耐候性が非常に問題になるわけです。これ

は，たとえば3年に 1遍塗りかえるという，私どもの施

工の仕様になっているのですが， これが追跡調査をして

みると実際には行われていない。これをどういうふうに

して実行していくかというのは，私どもだけではできな

い問題です。

たとえば 3年に 1度ということがはっきり書いてあっ

たとしても，実際は行われてないということで， 3年以

後問題が起ぎるわけです。皆さんご存じの建物でいいま

すと，海洋博が終わりまして，その時期に入るわけで

す。ああいう非常に温度が高いところなものですから，

トップコートをかけたのです。そう しますと耐用年数の

時期にくるわけです。それについて直さなきゃならない

ということで実際に直しましたが，沖縄あたりですと耐

候性はうんと落ちるような気がするのです。

。

外

に

う、
、

プライマー， 補強材，

まだ研究の余地

9の
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トップに

先祖ど皆さんがおっしゃいました施工環境の問題につ

きま しては，私のところでは北海道も非常に多いのです

が寒い方が逆に問題が難しいですね。これは日本の予算

制度の問題もあると思うのですが，大体6月か 7月着工

になりまして，10月半ば以降に打ったコソクリートの上

に防水をしなぎゃならない環境に置かれるわけです。こ

れが一番こわくて，昨年もその現場で問題が起きまし

て，いまやり直しをやっております。

ということはゼネコンさんが，要するに内装が汚れる

ので一層でもいいからやってくれということなのです。

そうすると私の方は途中で仕事をやめなきゃならない

し，スラプが乾燥してないわけで，これは無理だと， 10

月の半ばを過ぎますと，旭川， 帯広，釧路，このあたり

の建物につきましては， これが一番頭が痛いですね。

たとえば防水は春先に施工しようという状態に，施工

の順番がいかないと， それで言われると弱い。理論的に

はわかるが，現場じゃどうにもならないということが実

際には起きております。

私は，技術屋じゃないものですから，伊藤さんあたり

にいろいろ教えていただかなきゃいかんのですが，あん

な薄いプライマーではなくて，たとえば， もっと厚みが

でるプライマーをやったらどうなるのかということを，

研究室には提案していろいろやっております。画ーした

プライマ ーでやるのではな くて，プライマーの下地環境

によってやることはできないかということと，あるいは

保護材の耐侯性の問題， この 2つが一番大きな問題では

ないか。

その次にくるのが補強材の問題，補強材は何がいいの

かということは，私の方も実際に補強材を入れさせてい

ろいろなことをやっています。メッシュがいいとか，ぁ

るいは不織布がいいとか，いろんなことをして指導して

いるんですが，はたしてどれが一番自信が持てるかと言

われますと，私はその辺を JAS Sに期待しているとい

うことです。

伊藤 確かにプライマーと補強材とトップと，この 3

つについては，まだまだ研究の余地があるし，非常に寒

いところ，非常に暑いところは，やはりそれらの考え方

を抜きにしては考えられないと思うのです。まだまだこ

れから皆さんが研究しなぎゃならない問題じゃなかろう

かと思うのですが，松本さん，たとえば非常に気象状況

の厳しいところに対して， ウレタソ防水を適用していく

ということについて，いろいろとご研究されていると思

いますが。

松本 そこまで系統立った形ではないのですが，先ほ

ど来討論の的になっている環境との対応についてです

が，防水材料のいろんなものを比較したとぎに，やはり

現行の塗膜防水が，最初から持っているハソデキャップ

の一つではないでしょうか。たとえばマトリックスみた

いなものをつくって比較したときは，どうしても環境に

(13) 
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〔板尾枝氏〕

左右されやすい点は弱いところとなるでしょう。

これは，後で話すテーマなのかもしれませんが，私が

考えるのは，いまの防水というのは材料は非常によくな

っています。たとえばウレタソ防水にしても......。した

がって，下地に多少のクラックが入ろうが，余り大きい

のは別ですが，それほど問題はないのではないか。それ

よりも，ちゃんとした防水層ができるかどうかというこ

とにかかってくる。それが何によって左右されるかとい

うところが，先Viどの環境との問題になると思うので

す。

それを材料的に解決すべき 1つの方向としては，やは

り膜をつくる早さをいかにして上げるか。もちろん上げ

ることによっていろんな施工上の弊害も出てくると思う

のですが，それをカバーした形で，例えばホットメルト

みたいなものができれば理想だと思います。いまのとこ

ろ，熱可塑性ウレタ‘ノなどその可能性はあるかもしれま

せんが，うまくいってないようです。材料的に目指すべ

きことというのは， どうもその辺にあるように思うので

す。

それを当座の間， 1つの段階としては，先ほど平原さ

んが言われたように，プライマーというものを一つのク

ッンョソとして解決するというのも良いと思います。

単なる防水から断熱防水の時期に

伊藤 ウレタ、ノは現在ではウレタ‘ノの防水材料云々

じゃなくて，防水層が， どうあるべきかということで話

が進展していくというのが，大体最近の傾向なのです

ね。

したがって，層として一歩進めて考えますと，断熱防

水の考え方がもたついていられないくらい早いスピード

で研究が進んでいる状況でしょう。もちろん，ウレタン

防水業界の中にも断熱防水を採り入れているところもあ

りますが，正直申しまして我流の域を出ないだろうと思

うのです。

したが って， これから統一的なものの考え方， もう少

し理論的な組み立て方というものを目指していかなきゃ

ならないので，そういう点から断熱防水について，こう

いうことを考えてみたらどうだというお話をおきかせい

ただきたい。鶴田さんいかがでしょうか。

鶴田 断熱防水という言葉は，まだ実際には定着して

いない，というよりも大変おかしな言葉だと思うので

す。断熱防水という言葉を数年前に私の社内で使いまし

たら，材料の連中はわかったのですが，材料以外の連中

は，断熟材で防水をするのかと思ったりしてまして，

（笑声） 「その言葉はおかしいよ」と，違う分野の人た

ちから言われたのです。

こういう工法は前から，原論屋さんがかなり前から注

目して，建物の外側に断熱層が必要なんだということを

言われていたわけです。この春ですか， OECDから，

日本は断熱材を使ってないので，かなりエネルギーをロ

スしている。これから考えろ，という勧告を受けてみた

り，つい数日前，テレビを見ていましたら，福田総理大

臣が「これから断熱材を積極的に建物に採り入れるよう

に指導する」というようなことを言っていまして，いよ

いよ国ぐるみでやるような雰囲気になってきたなという

感じがしています。私が考えていたよりも世の中の進み

方が速いのにびっくりしているような次第です。日本住

宅公団にしても，地方の自治体の供給公社あたりの建物

にしても，いよいよ断熱防水の実施の時期に，いま入っ

てきているのではないかと思うのです。

ゥレタソ防水と断熱材との複合というのは，いろんな

問題がありまして，簡単にここで答えを出せないと思う

のです。まず断熱材の位置という問題， スラプに対して

防水層と断熱材のどちらを上に置くかどうかということ

が1つあります。つまりスラプの上にすぐ防水層をおい

て断熱をするのか，断熱層をおいて防水をやるのか。そ

の辺は設計の段階で屋根の上を使うのか，どうかでまる

っきりあり方が違ってきそうな気がするのです。

断熱材の性状を調べておりますと，露出防水として使

った場合，断熱材の表面温度はもし色が黒だと真夏は外

気温プラス45度ぐらいまで上がります。冬では東京付近

では，外気温がマイナス 4度ぐらいのときに表面温度は

マイナス 9度から10度ぐらいまで下がる。夏の45度とい

ったときは，外気温が32~33度ぐらいのときです。そう

しますと，まるで防水層の促進劣化試験をやっている，

つまりまるでウエザー・メーターの中に突っ込んでいる

ような形でして，それに耐えられるだけの性能というの

は，かなりしっかりしないと早期にやられてしまう。

もう 1つ言えますことは，断熱材がそれに応じても，

(14) 
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断熱材のジョイント部分がかなり動くということです。

ー一断熱材とスラプの間の接着性がしっかりついていれ

ば，厚さが厚ければ厚いほど，断面でみて台形状に縮み

ますから，相当動いているわけです。

この辺のデータがまだまだ不足しておりまして，どう

いう性能試験をやって評価したら良いか，その辺は，こ

れからの課題じゃないかと思っています。

ぉ答えになったかどうかわかりませんが，特に問題が

多いので，まだわからないことだらけだという気がしま

す。上に押さえ層がある設計ですと，また答えがありそ

うな気がするのです。水を吸わない，あるいは透湿系数

の非常に小さい断熱材を防水層上に持ってきて，その上

にしかるべき押さえ層を打設することで，多分答えは出

るんじゃないかという気がするのです。そういううまい

断熱材が本当に長期にわたっていい材料があるかどう

か，また断熱材の性能評価基準をつくらなきゃいけな

ぃ，とにかく問題がたくさんあり過ぎまして，積極的に

これから研究をしなきゃいけないんじゃないかと思いま

す。

伊藤 佐川さんのところでは，ご研究はかなり進んで

いるわけですか。

佐川 ええ，一応いろいろやっております。

伊藤 業界を代表してどうですか。

佐川 本格的な断熱防水というのは，まだ実際にはわ

ずかしかなくて，試験施工段階ですが，従来アスファ）レ

トの露出防水の補修というような場合に，発泡ポリエチ

レ‘ノを使用しまして，絶縁防水を大分やっておりました

ので，それの発展的な形と して，いまのところは発泡ポ

リエチレンを15ミリ以上使ったものを，一応断熱防水と

しているのですが，正直言いましてまだ手さぐりであり

ます。断熱材自体が硬質ウレタ‘ノの方がいいのか，発泡

ポリエチレンでいいのか，長期の耐熱データ，寒い方は

そう問題はないと思うのですが，熱劣化の問題につい

て，あと 3年ぐらいやらないと自信はでぎないと思って

おります。

ただ露出防水でやりま した場合，メーカー責任として

2年に 1遍ぐらい見回りに行ぎま して，悪いところがあ

れば，早目に手直しさせていただくという形でやってい

きたいと思っております，上に押さえ層を置く場合はわ

りあい簡単というんですか，自信が持てるんじゃないか

と思っておりますが，露出の場合は， まだまだ研究しな

くてはいけない問題がたくさんあると思います。

ただ，やらないと問題点がわかりませんので，メーカ

一責任という形で，使っていただけるところについて

は， ご迷惑は絶対かけないようにしますからという形で

やらせていただいておるわけです。

性能評価基準の作成が急務

伊藤 まだ，われわれの業界では模索の段階なのです

ね。岩井さんのところは大分ご研究されているようです

が，何か参考になるご意見があったらお聞かせいただき

たいのですが・・....。

岩井 断熱防水そのものはアスファルトでかなり研究

されているようで，アスファルト業界では，初期のとい

いますか，いわゆる標準スタイルというのは，発泡ポリ

ゥレタ‘ノを敷き並べて，その上に防水をするスタイル

で，そういう工法の場合の露出であると，先ほど鶴田さ

んのおっしゃられたように，防水層の温度がかなり高く

なったり，冬ですと低くなるということで問題があるわ

けです。

それに，防水層を露出しないで押え層を設けた場合

も，また別の意味で，たとえばコ ソク リートで押えた場

合に， コンクリート打設時の衝撃だとか，そういう点で

防水層がいためられる。特に下地がウレタンの発泡体と

いう， コソクリートに比べたら非常にやわらかい材料が

防水下地になっておりますから，衝撃に対して弱い。そ

ういう標準スタイル，コンベンショナル・ルークといい

ますか， この工法は問題があるのではないか。

そういうことで最近，いろんな文献を見ても，おわか

りのように日本においても，防水をしてから断熱材を置

くという，いわゆるインバーテッド・ルーフと呼ばれて

いる工法が発展してぎました。日本語ではなかなかいい

呼び方がないのですが，仮に逆さま工法としますと，こ

のエ法はいろいろいい点，悪い点はあると思いますが，

徐々にそのよさが認められてきたのではないかと思いま

す。

われわれもある委員会で検討もしていますし，私独自

にいろいろ分析していきますと，露出工法としては，ま

だちょっと問題がありますが， 押え工法であれば，優劣

をつけるとすると逆さま工法の方がいいのではないかと

思います。

その場合の問題点としましては，断熱材の性能維持と

いう 問題ですね。すなわち水にじかに接するわけですか

ら，吸水することによって断熱性能が低下するのではな

いかといった点がありまして，現在，吸水試験を約 6カ

月いろいろな条件でやっておるのです。

(15) 
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傾向としては，まず硬質ウレタソはものすごく吸いま

すね。ポリエチ l/ソはそれほど吸わない。一番吸わない

のはポリスチ l/ソ系統です。大ざっばに見ますと，その

程度がわかってきております。

しかし， メーカーさんの出されているデータは，余り

長期のデータがないわけです。 JI Sの規格どおりの試

験法でしますと24時間吸水とか，そういう状態ですから

0.01形とか，非常に低い数値なのです。ところが 6カ月

ぐらい続けますと，24時間吸水ではそれviどな くても，

かなり吸水する。また温度を上げるといいますか，お湯

につけますと吸水の性状が材質ごとに違ってくる。

そういった点がわかっているのですが，それと実際問

題どの程度断熱性能の低下に結び付くか，それは今後の

松本先程もどなたかのお話にあったと思うの です

が，ウレタ‘ノ防水材の性能が現場と実験室との違いがあ

ることで，長い間定着するまでに苦労があったのではな

．いでしょうか。結局，サンプ）レと同じものが確実にでき

るんだという形にもっていけば，皆さんがいま一番危惧

されていることも，かなり少なくなるでしょう。工事屋

さんの方もずっと寝ずに番しているわけじゃありませ

ん。先ほど鶴田さんも言われたように，所要の性能を発

揮するまで，いかにしてコソディンョニソグするかとい

うことです。もしそれがもうできないんだったらば，逆

に造膜時間をできるだけ短くして，邪魔する要因が入り

込まないようなことに，持っていくべきじゃないがと私

は思います。

問題ではないかと思います。 はっきり言ってアスファルトのいいところは，どうも

伊藤 断熱防水はこれだけで 1つの座談会が持てる＜ そこにあるのではないかと思います。確かに，いまはア

らいのテーマだと思うので，きょうはちょっと さわりだ スファルト防水の方も，シート防水や，塗膜防水により

けをお聞きしたということにとどめておきたいと思いま プレッンャーがかかってきて，伸び性能のあるアスファ

す。 ルトあるいは）レーフィソグと，努力しています。どうも

鶴田 設計上から見まして，全部防水上に押えを載せ 塗膜防水は根本に返って，たとえば発想の転換かもしれ

ろというわけにいかないので，柱，梁などの構造体の断 ないけれども，防水材料を塗り終えたらある種のエネ）レ

面を経済設計するためには，屋根を使わないんだった ギーを当てることによって直ちに防水層ができ上がると

ら，できるだけ頭を軽くしておきたいわけですね。将 いうようなンステムを完成すれば，各メーカ ーにおいて

来，防水関係のメーカーさんに，こういう材料を開発し も現場要員あるいは，飛び回るメソバーをそろえておか

てし庄しいということが，かなりいくと思うのですが，防 なくても済むのではないでしょうか。

水層を下においてその上にくる断熱材はある程度太陽の 私は今，塗膜防水についての実験なり，検討をしてな

直射に耐えられるということをいま岩井さんが言われま いのです。シーリソグ材関係はいろいろ検討を進めてい

したように水は吸ってしましくない，あるいは水を吸わせ

ないために，もう 1つその上に防水層をするということ

も必要だろうと思います。

さらに断熱材は軽いですから，風が吹いたときにふっ

飛ぶようじゃ困りますので，防水層に強固にくっ付いて

いてくれなきゃいけないし，また施工時にも早く下地と

の接着強度が出ませんと，太陽の直射光のもとで仕事を

していますと，どんどん断熱材がそり始めるので，短い

時間で接着力がでてほしいのです。

これは現在，施工者がみての要求度はかなり高まって

きているんじゃないかと思います。

伊藤 断熱防水については，もっともっとお話を承っ

て，われわれが急ピッチで研究が進んでいくようにした

いと思うんですが，松本さん，さっきホットメルトタイ

プがというようなお話があったのですが，業界にこんな

ものはできないのかというご意見でもあったらお聞かせ

いただきたいのですが。

るのですが，基本的にはシーリングなどと考え方は同じ

なように思うのです。ただシーリング材の場合には，そ

のものがマスで使われるために使うボリュ ームに比べ

て相手と接する面積が少ない，接着面積が少ないわけで

すが，塗膜防水の場合にはポリュームのわりに，下地に

接する面積が多く，それだけに相手との対応が大変だろ

うと思います。

伊藤 どのメーカーも新しいものを出そうという研究

意欲は，まさるとも劣らず持っておられるのですが，平

原さんのところで前に下地調整材の研究をされていると

いうお話を伺ったのですが。防水材に限らず，副資材の

面でも当然ご研究されていると思うのですが，その点，

どんなふうにお考えになりますか。

下地の問題が勝負どころ

平原 私のところは，先ほど申し上げました三つの用

途の中の一番下のプライマーの問題については，技術屋

(16) 



？す

1ミぁ

よな

でき

g惧

肛屋

：せ

セ発

とい

逆

＼り

ビ私

うも

まプ

より

ファ

うも

J れ

ネ）レ

ると

いて

おか

てな

てい

司じ

そ

北ベ

ナで

池に

fころ

研究

平

ると

材の

点，

の用

術屋

、̀̂^ゴ＇

は非常にがんこなわけです。これでいくんだ，あるいは

現場が悪いんだとそんなこと言っても営業上は始まらな

い。 （笑声）

だから， モ）レタルに問題があるんじゃないかというと

ころまでいったわけです。ならば石膏のいいのを開発し

ようではないか，樹脂をまぜるとか，何とか素人考えで

言うわけです。もう 1年半ぐらいやっているのですが，

ものにならない。しかし 1年半ぐらいやりますと，幾ら

かはいいものになってきた。しかしこれ以上モルタ）レ，

あるいは防水下地をよくすることを現場に要望しても無

理なんじゃないだろうか，それならば下地までうちでつ

くろう •…••と，いま研究はしていますが，なかなかもの

にできません。

左官屋さ んにもメリットがあり，コスト的にも合うと

いうことになるとむずかしいですね。

伊藤 下地の問題というのは本当にむずかしく，われ

われからすれば下地は与えられるものである。与えられ

た下地の上に施工するという苦しさがあります。

平原 私ども補修については，大分実験したのです。

要するにシソダー・コ ソク リートをおろせないという場

合に， 2センチなら 2センチ流し込む。そうすると乾燥

も屋上ですから早いですから，デルリソグがとれまして

比重どお り厚みが出るわけです。

下地が悪いと，たとえば2• 4キロかけましても 2ミ

リが出ない。現場主任から「サソプ）レ持ってきたが，で

き上がったのは薄いじゃないか」と「いや，それは下地

の悪いところにたくさんいっています」と言っても説明

にならない。 （笑声）

だから一番最低のところ，性能がどうかというのが，

われわれの商売での苦しさがあるわけです。ところが研

究室では平均値で出てくる。そうではなくて一番悪い下

地のところは， どういう状態におさまっているかという

ことが勝負になってくる。

日本の場合，ゥレタ‘ノ・ メーカーはどれをみてもすば

らしい化学会社ばかりです。だから，そういうところは

総合的に研究していった方がいいんじゃないかと思って

いるのですが…...。

伊藤 岩井さん，ふだん研究されていて，ウレタンは

こういうところが，もうちょっと，こういう製品になっ

たらいいんだがなというお考えなどありませんか。

岩井 特殊といいますか， 寒い地方だとか下地の湿っ

た状態での施工，むしろ防水屋さんからみると特殊じゃ

なくて，いつでも出てくるような例だと思うのですが，

と定着したウレタン防水■

そういったときの対処の仕方としては，先ほど平原さん

がおっしゃられたような，下地づくりから着手する と

か，プライマ ーの開発，その辺が，やはりメ ーカーさん

の仕事だとは思いますが，メ ーカーさんにも限界がある

ので，われわれも一緒になってやらなきゃいけないと思

います。

先ほど松本さんがシーリング材の話をされましたの

で，私もそれにひっかけて話します。シーリ、ノグ材その

ものの性質はよくても，実際問題としてプライマーが漏

水するか，しないかを左右する例が多い。そういう意味

でプライマーの開発というのは，やはり今後も大いにや

ってほしいと思います。

伊藤 それは全 く同感ですね。同感というよりも，ゎ

れわれは苦労して，身にしみて感じてますのでね，プラ

イマーの研究というのは，恐らく各社がおやりになって

いるんじゃないかと思いますね。

岩井 先しまどの厚みの問題ですが，厚みの検査といい

ますか，どうやったらいいかということ自身難しいし，

確かにおっしゃるように一番薄いところで勝負なんだと

いうことですから，その辺もう少し本腰を人れて，研究

して欲しいと思います。下地の凹凸度のデータをがっち

りとって，たとえば平米当たり 2.5キロ使っているとい

っても，薄いところだと 1ミリで，厚いところは 3ミリ

以上あるとか，そういうようになると思いますので，下

地の凹凸度と，使用したキロ数との関係で，最終的に結

果として何ミリから何ミリぐらいに厚さが分類するか，

そういう統計データを集められるとよろしいんじゃない

かと思うのです。

何時までも二液ではなく一液型に

ならないか？

矢尾板 新製品の開発でメーカーさんに，これはでき

るかどうかわかりませんが，いつまでたっても二液でや

っているのを一液にならないか。これをわれわれとして

は一番望んでいるのです。現にウ V夕‘ノのコ ーキ‘ノ グ剤

などは一液でできていますので，できないことはないだ

ろうと思いますがね。 1対 1とか， 1対 2とか，こんな

めんどのくさいものを， 10年たっても，まだやっている

というのは，メーカーは全然考えてないのかなと思うの

です。

佐川 できる可能性は十分あるのですが，メ ーカーと

しては非常につらいところがありましてね。一液のシー

リソグ材をうちでも少しは研究しておるのですが，シー

(17) 



■座談．会__  

リングの場合は使用量が少ないという意味もあって，わ
だろうと思いますが，できれば，そうい うことも将来の

りあいコストに融通性があるわけですね。そういう意味 問題としてお考えいただいたらと思うのです。

で包装に相当金をかけられるという面もあるのですが，
佐川さんがおっしゃるように，包装の問題等があるて

ライフの問題が，どうしても一液の場合出てくるわけで
しょうが，最初ウレタソが出たときは，ここまでくると

す。防水材の場合のように，ある程度の価格で抑えられ
は思わなかったのが，ここまできたのでね，それを飛躍

た場合，包装にそう金はかけられない。そうすると，つ
的にもうちょっと考えていただくようなことになれば，

くって 2週間ぐらいしかライフがないという品物では， いとも簡単にできるんじゃなかろうかと，使う方の立場

メーカーとして商売にならないのですね。在庫していた で期待していますので。

ら， みな固まっていたとい うことでは，非常につらいと
伊藤 高木さんのところはいかがですか。塗料をおや

ころがあるわけです。
りになっているので，ー液に対してもお強いと思うので

岩井 2週間ぐらいしかないのですか。 すがね。

佐川 物性との兼ね合いになりますが，包装が完ぺき 高木 私は技術専門にやってないんで何とも申し上げ

であればよろしいわけですが，そうじゃないと非常にラ られませんが，技術の連中の見解から言いますと，やは

イフが短くなりやすいということです。 り性能的なものがもちろん最優先するのですが，まだま

岩井 いまー液のカー トリッジに入ったウレタソ系の だー液では二液の性能には遠い。その辺が技術者として

シーリ ソグ材は， 6カ月とかいうふうに表示されていま

すね，そ ういうようにはいかないんですか。

佐川 結局，完ぺきな包装工程を通ってやれば可能な

のですが，かなり金がかかるわけです。

鶴田 一液にしますと，ますます施工時の天候， 気象

条件の影響がンビアに出てくるんじゃないですかね。チ

オコー）レの二液が出て， どうも二液はめんどうくさいか

らというので，いろんなメーカーさんが研究し，あるい

は輸人し，ー液がちょっと出た時期があったですね，昭

和42,43年ごろだったと思うのです。ところが実際に使

ってみると，その日のおてんとうさんの照り方とか，湿

気だとか，かなりきびしい影響を与えて，やはりだめだ

ということで，また二液に戻ってきたわけです。そして

また最近になって， ー液はどうだろうかと。 （笑声）そ

の間の技術の発展もあるだろうとは思いますが，ー液に

戻ってはまた二液に戻り，また一液がちょっと出てみて

どうだろうかと。やはり見ていますと問題は同じことを

出しているような感じです。ただ問題点は前よりはよ く

なったかもしれませんがね。

施工は確かに楽になるかもしれないのですが，二液の

材料を均ーに混練できるような機械化を積極的に進め

て，混練の比率を変えるとか，施工時の季節向けの配合

をしてもらって，できるだけ，さっき松本さんの言われ

たようにできるだけ早い時間に成膜して，所期の物性を

出すという方に研究を進めるべきじゃないかと思います

ね。

矢尾板 技能検定は，すでに二液で国家試験というこ

とになっていますから，当然このままある程度はい くん

全然採り上げないという， 1つの大きな要素になってい

るようです。然し作業工数から考えますと今後の宿題と

して研究の余地は充分あると考えます。

伊藤 ちょっと難しいということですね。

高木 難しいんじゃないだろうかと思いますね。

伊藤 技術的にはできても，現場へ適用した場合工事

現場のスケジュールに合うとか合わなつとか，そういう

問題などを考えると，まだちょっと難しい面があるとい

うことでしょう。

高木 当然一つの作業工数の軽減という形からすれ

ば， ー液というものは非常に大きなメリットになると思

いますね。われわれとしては，やはり検討を続けていか

なきゃいかん問題だと思います。

鶴田 前言をひるがえすようですが， 室内防水用など

というのは，施工時の条件は，それしまど大きな違いがな

いですから，ー液型のメリットは出てきそうな気がしま

す。

伊藤 可能性はありますね。

機械化の方向もこんこの課題

佐川 先しtど松本さんがおっしゃ っていたように，ウ

レタソの防水材じゃなくても，ほかのものでもそうだと

思うのですが，やはり硬化速度の速いものの方が，いろ

んな意味でいいということはデータ上はっきりしており

まして，特に私どもは南方のンソガポー）レとか，あちら

の方でテニスコートなどの工事をやった場合，温度が高

いからということで可使時間をある程度確保しますと，

かえって問題が起きやすいようですね。

(18) 
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やはり常温硬化であっても，理想的にはポットライフ

が15分ぐらいのものが一番性能はいいわけです。そうい

う形でやりますと， なかなか工事ができないので，でき

るだけ夏冬一定のポットライフになるようにコントロー

}Vはしておりますが，機械化の方向は考えなきゃいけな

い問題だと思っております。

伊藤 矢尾板さん，さきほど技能検定の話が出たので

すが，矢尾板さんも塗膜工連の会長にご就任になって，

大変お忙しいと思いますが，塗膜工連は現状どんな動き

をされているのですか。

矢尾板 これはウレタソ防水協会とほとんど一体にな

ってやっておりますが，技能検定は 6月21日に l、ライア

}四を実施しました。これで大体のメドをつけるわけです

が，先月はミニ トライア）レまでやりまして，実際の試験

と同じ状況において， 1級， 2級を各2名ずつ， 4台を

置きま してやったのです。その結果で，私どもとしては

これに対するいろんな問題を見まして， 6月21日には本

トライアルをやったわけです。

この次のときには，恐らく全国の各検定協会さんを初

め，県庁その他からお集まりになると思います。そうい

うところまで現在進んでおります。

施工者の技能検定も 6月21日に

本トライアル

だから来年2月の試験までには，皆さん大体こういう

ものだということはおわかりだと思います。これは技術

的に見ますと，材料はあるところまできたが，施工者の

未熟な点がいろいろ問題を起こしたということも過去に

ありますので，これの実施によって，その面はかなりカ

バーできてくると思います。材料はよくなったし，同時

に施工者も技能試験に合格した者が当たっていくという

ことで，非常に明るいと思います。私は，これはまこと

に結構なことだと思っています。

伊藤 そうですね，先し庄どから施工体制が確立したと

いうか，要するに施工業界の縦系列がはっきりして，何

に，ゥ か問題が起きたときに，対処できるような体制づくりが

うだと キーポイントと言われた点が明確になったということは

，いろ 非常にいいことだと思います。業界がさらに発展してい

ており くためにも大事なことだと思います。松本さんもいろい

ぁちら ろと，その点ではご苦労されているよう ですが， 何かご

度が高 発言ありませんか。

すと， ・ 松本 いま矢尾板さんがおっしゃった形で，来年の 2| 

月には第 1回の試験があって，春には恐らく 1級並びに

定着したウレタン防水■

2級の技能エが生まれるわけです。その内容は別として

お手伝いして感じたことは，施工体制の縦系列がはっき

りしたということです。これはある意味ではいいのです

が，これはゼネコソから言えば，あるいは建築業界の実

際の仕事の上からはいいのですが，またプライベー ト・

ライセ‘ノスの段階ではよかったが，今度のようなオフィ

ジャルな形でのライセンスにしようとすると，これが弊

害になってしまう。

ということは， A社の材料については非常に熟知した

職人さんが，たとえばある都合によってB社の材料を使

わなきゃならなかったときに， 全くゼ ロに近い，あるい

は逆に余分なことを知っていたために，マイナスのこと

になりゃしないかということを，私，個人的には一番懸

念しているわけです。

現に，先ほど矢尾板会長が言われたようなことで，い

まもみにもんでいる最中なわけですが，一番の問題は，

各社各様だということです。たまたまうまく当たったと

ころはいいですが，はずれたところは，確かに経験があ

って，いい技術を持ちながら，試験のための勉強といい

ますか，そんなことをやらなきゃならないという， ちょ

っと目的とやることが違うようなことが…・・。

ということは，これから塗膜エ連が技能検定を機会に

集まって積極的に行動されるのは結構なのですが， ＇いま

まで縦系列の強化しすぎというのは，メーカーがある程

度イニシアチプを持って，いままでやってきたわけです

が，これからはこれをななめに切るようなことを，塗膜

工連あたり，あるいはウレタン防水協会でもいいのです

が，そういうところ，でやるべきではないかと思います。‘

矢尾板 いや，実はそれを申したいのですが，きょう

の座談会の内容で，私は，業界では思ったことを一番ス

パスパ言う方ですから，メ ーカーさん自身には相当激し

くいろんな面で申し上げています。ゼネコンさんサイド

になって考えています。ということは，私どもははっき

り申し上げて，メ ーカーさん第 1じゃないのです。ゼネ

コソさんあってわれわれは生活できるのですから，これ

はお上手でも何でもないですが，そのご要望に何として

も応えようという意欲は，施工業者はみな持っているの

ですが， その真ん中で，先ほど鶴田さんがお っしゃいま

した，あれと同じことなのですが，一応ゼネコンさんの

おっしゃるような体制で，メ ーカーに縦系列で振り回さ

れているわけでもなし，こっちはかなり振り回している

方なのです。 それがためにやっと言うことを聞くように

なったと。

(19) 



■座談会

たとえばゼネコソさんでこういう要求があったと，そ ついて，何かご発言ございませんか。塗膜防水工事を預

れに対して，いままではメーカーはほとんど売る方ばか かる方々の連合体ですが，何か助言でもあれば承りたい

りで，聞かなかったのです。だから，こんなものつくっ と思います。

てどうしてくれるんだということで突き上げていって， ． メーカ ーと工事店との結びつきを強くしていかなけれ

今日メーカーが各研究機関を持ち，いろんな形でかなり ばならないというのは， 1つは保証体制の問題にもつな

力を人れてきたということが，やっと最近できてきたな がっていると思うのです。きょうの議題に直接あげては

ということで，さっき，ちょっとメーカーさんには少し おりませんが，保証の問題についても，どんな保証のあ

廿い点を申し上げたのですがね，腹の中はそうではない り方がいいのかということが，まだまだディスカッ ンョ

のです。まだまだ言いたいことは山しまどありますね。 ンする余地はあると思うのです。いまの保証のあり方が

私どもは，松本さんのおっしゃるような妥協というこ 100°彩よしという体制ではないよ うに思うのですが， そ

とは絶対ありません。私はこの前，千葉工大の大島先生 の辺ゼネコ‘ノさんから眺めて，どうお考えになります
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にも申し上げたのですが，この防水に関しては妥協とい

うのは絶対してはいかんということを，各施工の職人に

も指導しております。これは絶対妥協してはいかん。そ

の面ではメーカーさんに厳しいことを言うようですが，

毎回，毎回会うたびに宿題みたいなことを持ち込んでい

っているわけです。それが全部については，なかなか経

済問題が絡んできまして，いやできないとか，こうだと

か言われますので，相当業を蕉やしたのですが，最近や

っと 1~2のメーカーさんが本格的にそういう問題に取

り組んで，われわれの要求を採り上げてくださって，ゃ

ってくれるなということで喜んでいるわけです。

高木 私どもは，いま完全なフリーのような形での体

制づくり，自然な形での 1つのグ）レープというものでは

なく，やはり，うちの商品を十分こなし込めるという形

での，会というまではいきませんが，そういう形の積み

重ねで，現在でき上がっているということで，各社さん

系列的なものをお作りになっているようですが，私の方

は販売体制が，皆さま方と若干違うという面もあるのか

もしれません。従来の塗料販売）レートの中でスタートを

しておりますので，そういうグ）レープ化をするというこ

とは，別な面での弊害というか，問題があるものですか

ら，現在の形をすぐに変えようとしないで，いまの形を

そのまま育てていき，将来は成長の過程の中でグ）レープ

化も考えて行く次第です。

伊藤 要するに施工業者のレベ｝レ・アップという点で

は，みなさん努力しておられる，これがいかに大事なこ

とかということは，いままでのお話の中でもずいぶん出

てきたのですが，鶴田さん，先ほどのご発言にもありま

したようにメーカーと施工業者との連絡が密になれば，

それなりに相互連絡の中で技術が向上し，さらに塗膜工

連が結成されたことによって，ゼネコソ・サイドとして

も期待する面は大きいと思います。塗膜工連のあり方に

か。

保証の問題は真剣に考えるべき

ときにきた

鶴田 保証の問題を話し出すと，それこそハチの巣を

突ついたようなことになるかもしれません。 「建物」に

関する保証の中で， これしまど数字ではっき り答えを出さ

れた業界は，防水以外にないだろうと思うのです。最近

プレハプ住宅たとえば，小さいところでは1階や2階建て

の，いわゆる戸建住宅あるいは最近では， もう少し大き

い4~5階建て，あるいは10階建ての 1戸単位で売るマ

ソン ョソのようなものにまで，保証書付ということが話

題になってきているのです。防水に関する限りはどうい

うわけか，昔から10年， 15年あるいは20年だという，営

業政策の方からきた，あまり裏付のない保証がなされて

いて，それがかえって弊害として残っていたと思うので

す。

最近になって真剣に保証とはどうあるべきかというこ

とを考えなければいけないようになって来たのです。私

自身ゼネコソの中にいて，いまの保証書の出し方はおか

しいなと思うわけです。自動車を買ったときには，たと

えばN社とかT社がその自動車を買った人に， ある 一

定の条件をつけて保証する。たとえば正常な使い方をし

て使用開始後5万キロとか 2年とかを限度として，その

中の消耗品を除いて重要部品については保証いたしまし

ょう。かりに何かの欠陥があってガラスが割れたにして

も，あるいはゴムがだめになったとかいうことがあって

も，それは，自動車メーカーとして保証しているのであ

って，何とかガラス，何とかミーラーが，だめになった

からといって，ケツを持ち込まれているのではない。自

動車会社がそういう形をとっているわけですからメーカ

ーさんとか，あるいは工事店と連盟で施主に保証をする

(20) 



を預

たい

けれ

つな

：ては

：のあ

ンョ

方が

，そ

ます

）巣を

り」に

：：出さ

最近

報建て

ノ大き

佗るマ

こが話

ビうい

う，営

ざれて

うので

ころっヽ＇ 
ず。私

なおか

，たと

）る 一

方をし

，その

しまし

にして

あって

のであ

なった

い。自

メーカ

をする

ということはおかしなことですね。

最近のように保証書を出す必要性が高くなってきます

と，最終的にはゼネコ ソがちゃんとした保証書を作って

出す。 そのかわり，先ほどどなたかおっしゃっておりま

したが，時間が経てばだめになるところがある。自動車

でもそうなのですが， 2年経てば車検というものがあ っ

て， いいところも悪いところもチェックする。悪いとこ

ろがあれば整備する。それと同じようなことを建物につ

いても，むやみやたらに 5年だ10年だといって，木の葉

がつまったのをそのままにし，鳥のふんがついたのをそ

のま まにしてだめになったからといって，すぐなおせと

いうのは筋が通らない。やはり 1年なら 1年， 3年なら

3年のチ ェック・ポイ ソ トというものを明記して，それ ん防水業者も研究もし，力もついてきたりして，やや普

を守ら ないでだめになったものは保証の範囲外であると 通に物が言えるという状態になりまして，施工業者自身

いうこ と。 も設計折込みまでもやれるような状態になってきました

1つやら なければいけないのは，一体， 1年目に何を

やるか， 3年目に何をやらなければいけないかという，

ディ ーラーに対する点検，整備，いずれものというのは

使えばだめになるわけですから，それをある一定のとこ

ろまでだめになったときに点検するための，チェック・

ンステムを組む必要があるのではないか。防水もいず

れ，それを要求されるのではないかと思います。むやみ

やたらに10年といっても但し書きそのものをはっきり示

さないとまずいのか，それがまた問題だろうと思います

がね。

平原 これはゼネコ ンさんと一緒になってやっていか

なければならないでしょうね。施主さんは，いつどうし

たらいいのか，なおしていいのか悪いのかもわからない

と思うのです。

資格審査を厳密にし，団体が

保証書を出せるのが理想

岩井 その点，当社の建築本部では，竣工して引き渡

す際にメ‘ノテナ‘ノ ス，要領書を一応施主さんに提出して

おり ます。たとえば，いまおっしゃられた木の菓のつま

りとか， トップコートを何年ごとに塗りかえるとか，あ

る程度のことは出しているわけです。今後それをもう少

し細かく，きっちりやっていくべきではないかと思いま

す。

その点， 1戸建てのプレハプ住宅などは保証の年限と

して，こういうところは何年と明確に出しております

ね。そう いう意味では，建物をやって，かなり歴史のあ

るゼネコンの方が遅れているような気もします。

定着したウレタン防水■

伊藤 私などは，塗膜工連あたりでは，今後そういう

問題に真剣に取り組むべきではないかと思っているので

す。

矢尾板 その保証の問題は，昔からトラプ）レの原因と

いうか，問題が起こっておりますね。ということは，こ

れは歴史があるのですよ。塗膜を合めて，すべて新しい

防水に関してはゼネコソさんが王様という形で，私が始

めたころゼネコ‘ノさんの現場主任さんのところに行きま

すと直立不動で，ちょっと姿勢を崩しても主任さんに叱

られるというような形で受注させてもらっていたことが

ありましてね。だから何をおっしゃっても「ごもっとも

でございます」という時期がありました。それがだんだ

ので，そこで始めてゼネコソさんの方々と対等で，ある

程度は話せるというとこへやっときたというのが現状な

のです。そういう歴史がありますので「もう 10年にし

ろ」 「これは15年だよ」とおっしゃったら「さようです

か」と言って帰る。では10年やるのかといったら，本当

はできない。途中でおかしくなる。そうするとゼネコン

さんもよくしたもので， トコトソ追及しない。 5~6年

か7~8年経つとあきらめて，また違う業者を呼んでき

たりして，それにも金を出してやってやらせると，とい

うことが過去にあったのです。それが今までの歴史なの

です。

最近はそれが，私が先ほども申し上げたメーカーと一

体化してきたというのは，その問題が割合に解決してき

たのです。本気にやるようになってきた。たとえば「こ

れは，こちらの材料が悪かった，メーカーが全部出せ」

と言えば，メーカーは出します。 「そのかわり施工もち

よっと悪かったのだから，労賃はタダでやれ」というこ

とで両方一緒になって，無償で何千平方米というのをや

りかえたケースが，いままでたくさんあります。それは

金額にすれば大変な金です。過去にはそういう力はあり

ませんでしたが，最近は施工もそのくらいの力は持って

おりますから，ここで始めてゼネコソさんが心配なく使

かっていただける様になった事と思います。

前はそうではなかった， 10年だといっても 3年目ぐら

いには，もうどこかへ行ってしまっていなくなったとい

うのがいっぱいある。だからゼネコソさんもあきらめて

又，別の業者にとそういうことでやっておられたような

時期があったように思います。それが今日は，その面で
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■座談会

は責任体制がはっきりしてきた。これが最初のお話のよ

うにウ 1/タ‘ノが非常に伸びた原因の 1つではないかと思

うのです。

高木 私，きょうもシート防水の業者の方に， 「最近

逆に保証期限が延びてきているのだ， 15年ぐらいが普通

になったんだよ」と驚かされたのですがね。

われわれ自体考えているのは，どうして防水層だけ10

年なり15年という保証がなされなければいけないのか，

それは古い慣習的な形で現在進められてぎているのだろ

うと思いますが，防水層だけで建物がもつものではあり

ません。建物全体の保証というものを考えますと，防水

層だけに10年の保証が要求されることに抵抗を感じる訳

です。然し之も業者の 1つの慣習だと言われればやむを

得んという形で，そういうケースには施工業者と連名

で，保証書を入れているのが現状です。防水業界とし

て，今後保証の問題について真剣に取り組むかというこ

とは， 1つの大きな課題ではないかと考えております。

鶴田 その辺で保証の長さ，防水の仕様と性能の対

比，これを確立しなければいけないと思いますね。

岩井 いまの保証書の件ですが，ゼネコ ソは施主さん

の方に防水も含め建物全般について 2年の保証をします

が，防水保証はあくまでも業者の方とゼネコソの間の取

り決めであって，それを施主さんの方に出すという例は

ほとんどないわけですから，その辺誤解のないように・・・

伊゚藤 保証の問題などは組織として動かなければ，ぉ

よそ無意味な話になってしまうということで， 塗膜工

連，ウレタソ防水協会が真剣に取り組んでいく必要があ

るだろうと思います。そういう意味でゼネコソさんから

みて，防水協会あるいは塗膜工連に対して，こういうこ

とをやらなきゃならない，またやってほしいというよう

なことはありませんか。

要するにゼネコソ・サイドからみて協会という組織を

利用して， こういうことをやるべきだというお話でも承

われ入ばと思います。

松本 その答えになるかどうかわかりませんが，J I 

Sという形で材料の品質に関する問題についても，ある

程度のレベルというものがわかった。さらに現在JAS

Sが検討されているということで，施工法についてもあ

る程度の Vベルが出てくると思うのです。今度，これら

に加えて来年になれば技能士ですか，そういう形で手の

方の問題も，かなりのレベルできちっとしてくる と思う

のです。要は防水層自身は三位一体で，それが 1つのも

のになるのですが， これからどのようにして 3つが有機

的といいますか，円滑に働いていくかという問題を，ゃ

はり各々の立場で考えるべきでしょう。たとえばきょう

の場合は材料を主体とした協会で，あるいは施工屋さん

を主体と した塗膜工連で。

三位一体で総合的にレベルア ップ

それともう 1つはよくあるのですが，たとえば，自分

の恥ずかしいところは言わない。それは人間だれでもあ

ると思うのです。しかし，できれば団体だからこそやっ

てしぽしいことは，材料の問題でも，施工の問題でも何で

も，せっかく定着したことですし，もう 1回，いままで

のを卜 Vースしていただいて，問題は何かということで

原点に立ち返るのは団体でなければできない。個人ある

いは 1企業の場合には，どうしても何かを狙ったところ

があります。そういう意味で団体でやるとすれば，その

辺もう 1回過去を振り返って原点に帰るというようなこ

とを，ぜひやっていただきたいと思います。

鶴田 松本さんからなかなかいいことを言っていただ

いたのですが，もう少し具体的な点で考えますと，きょ

うは，たまたまウレタン防水ですが，あと塗膜の中には

アクリ）レあり，ゴムアスありと，いろいろあるわけで

す。最終的に私ども使う側から知りたいのは，ほかにあ

るアスファルト防水とかンー ト防水とか，同じ土俵で評

価をしたくなる。同じ土俵で評価をしたくなるというこ

とになった場合に， この防水というのは，そういう意味

からは対処しやすいのですが，たとえば補強材を入れる

とか，あるいは積層の回数をふやしていくとか，補強材

の種類を変えるとか，いろいろな副資材をつくることに

よって，かなり Vベルを上げることができる。ただし金

のほうは別問題になりますがね。最近は下地が動きやす

いとか押え層が動きやすいとか，建物全体が柔かくなり

まして，防水に加える条件が厳しくなってきたのです。

デラックス仕様があっていいのでは ・・・

全般的にアスファルト防水の方もレベ）レ ・アップしよう

としておりますし，シ ー ト防水の方も，いままで単層と

いうことでやっておりますが，単層だけではなく，もっ

と安全率の高い，信頼性の高い方法に移行しようと して

いる。そういう時期にあって，それがお金の上から使え

るか使えないかは別にしまして，標準仕様，性能をはっ

きりさせ，デラックス仕様というのが当然あってもいい

はずですね。いまは遠慮し過ぎてま して，現実にコスト

(22) 
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〔石 川 氏〕

という方から 6,000円を越えてしまったら，とてもやっ

てくれないだろ うというこ とから 2.5ミリとか， せい

ぜい 3ミリどまりになっております。アスファルト防水

の方も6,000円クラス， 8,000円クラスもあっていいので

はないか，条件がきび｀しいところでは，そ ういうのがあ

っていいという世の中の動ぎがあるようですし，その辺

に対処してウレタソ防水の方も，ウレタソ防水協会な

り，あるいは塗膜工連で，も っとグVードの高い，ある

いはバラエティをもたせて， 1つの統一基準を作ってい

ただきたいと思うのですす。

よくわからないのは，どういう補強の仕方をしたらい

いかということ，これは私どもの方でも研究しなければ

いけないし，グ）レープとして全員揃ってやらなければい

けない問題だろうと思いますが，補強材の種類が多過ぎ

るような気がします。この辺が将来重要な，防水性能の

均質化といいますか，バラつきのない性能をもたせる上

での重要なところではないかという気がします。その辺

を組織的にやっていただいて，各社バラバラー―—各社バ

ラバラというのは本当は違うのではないかと思，うので

す。どこか 1つのところに母体があるのではないかと思

うのですが，その辺，いままでの経験を十分に生かして

いただいて，もっと連携して進め，確立していただきた

いと思いますね。

岩井 少々爆弾的発言ですが，最近私はウレタン防水

協会とか塗膜工連とかそういう団体は果してゼネコソに

とって何かということを考え始めてきたのです。という

のは親睦団体的なところは確かにあると思います。ある

いは官庁などに対する，言葉は悪いかもしれませんが，

圧力団体にもなるなど，いろんな資格審査の際には協力

団体であるかもしれません。ただ，そ ういう団体と，わ

れわれゼネコンとの関係というのは，現在はあまりな

ぃ。先ほど保証の問題が出ましたが，たとえばメーカー

の組織する防水工事業組合，そういう組合と いう団体を

相手にして，われわれは保証書を求めているのではな

く，あく までも工事店とメーカーの連名の保証書を要求

しているわけです。そうすると，そういう団体というの

定着したウレタン防水•

は何をするところか，非常に明確でないと思うのです。

それでは何を望むかということですが，やはり将来

は，そういう団体が保証書を出すようにして欲しい。先

ほど矢尾板さんの方から，昔は防水工事店がチョコチ ョ

コとやって 2~3年でつぶしてパッと消えたという話が

あったのですが，そういうことは，かつてはあったかも

しれませんが，最近は，むしろトコトソまで譲らないと

か，ゼネコソと技術的に議論を斗わすとか，そういう優

秀な信頼のおける施工店が出てきていると思うのです。

その辺は非常にいいことだと思います。そして，現状で

はそういう熱心な施工店およびメーカー単位で信用して

いるわけで，団体に期待しているのではない。逆に現状

の団体ですと，たとえばA社メーカー系列にB, C, D 

という施工店があり，団体を組織していると仮定しま

す。ゼネコソとしてはB社に頼みたいのだが，その団体

に申込むとB社ではなく C社を向けてくるかもしれな

い。あるいはB社がたまたまいっばいで手が足りないか

らといって， C社とかD社に回すと，そういうことでゼ

ネコ‘ノにとってはマイナス面も出てくる。

その辺いろいろ考えますと，最終的にはもう少し，そ

ういう団体入会の資格審査というか，金の面もそうです

し，技術の面でもそうですし，ある資格審査を して本当

に保証書の出せる団体になってほしいと思いますね。

伊藤 いまのお話は協会なり塗膜工連なりが，単なる

親睦団体ではなく，もっとゼネコソ・サイドと同一レベ

ルで話のできるようなものになってほしいというお話の

ように承るのですが，最後に平原さんのところは， 今

度，協会の副会長にご就任になったわけで， 抱負など

を述べていただいて閉めさせていただきたいと思います

が，いかがでしょうか。

アスファルト防水と同じ土俵上に...

平原 抱負ということではないのですが，現在ウ Vタ

ソ防水は非常に難しい立場にあると思っております。ま

ずコスト的に，しまかの防水材と対抗して，今後は特別安

い材料ではないであろう。また今後安くなることは絶対

ないということ。そうしますと特徴のある防水といいま

すか，そういうものを打ち出していかなければならない

し，たとえばアスファルト，シートに比べて値段はどう

かという営業政策なり，会社の方針というものが，ほと

んどの会社であったのではないか，私どもでもそうだっ

たのですが，今後はそういうことではなく，私は前回の

ゥレタン防水の会誌の中で言いましたように，いまから

(23) 



■座談会

4年ぐらい前から高い防水，要するに屋上を一発で仕上

げて露出防水でウレタンを仕上げられないか， 5 ～6ミ

リの防水はできないかということを打ち出して，いまま

での 2ミリの防水の 2割高とか 3割高ということではな ．

<, 3倍， 4倍の防水をやってきまして，実際に寒冷地
であるとか暑いところ—私どもは特に暑いところと寒

いところによく売れているのですが， （笑声）そういう

ところに実績ができてきまして，私どものPRする総ウ

レタソ防水の中の半分近くが，そういうものになってき

たわけです。補強材を人れま して5ミリぐらいやります

と安心なのです。協会内部でも，皆さんもこれをやった

らどうだということを何年も言ってきまして，多分佐川

さんのところもだいぶやられて成功されたと思います

が，これだと私たちも安心ですし，喜ばれていいものが

できます。

ただ問題点は，まだいろいろあるようです。要するに

施工環境における問題，耐候性の問題，そういうこと

を，こういう機会にもう 1度，先ほど松本さんが言われ

たように，原点に返って本当に建物に役に立つ仕事をす

(24) 

ること，及び団体でなければ意味がないのだなというこ

とを，改めて肝に銘じました。

これからがウレタ防水の真価を

問われるとき

伊藤 それでは時間も参りましたので，最後に私の方

から一言申しますと， J I Sができ， JASSが審議の

最中で，やがてでぎるでしょう，施工体制は，先ほどの

お話のように着々と揃いつつあるということで， ウレタ

ソ防水もここまでやってきて，アスファルト防水と同じ

土俵の上に，上がったということだろうと思います，こ

れからが本当の意味で真価を問われるときではないかと

思います。

定着したウレタン防水ということで，きょうはご意見

をいろいろいただきありがとうございました。私どもも

一層の努力をいたしますが，ぜひゼネコンの方々も暖か

いご支援のほどをお願いしたいと思います。

きょうはお忙しいところご出席いただきまして，どう

もありがとうございました。 （おわり）
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塗膜防水施I

『試行技能検定試験』

行われる！

労働省（職業訓練局技能検定課）では， 塗膜防

水施工の技能検定試験を，本年 11月から来年2月

にかけて級別に実技，学科の順に実施し， 合格者

には 1級， 2級，防水技能士の資格を与えること

とし， このため諸準備の一環として試行技能検定

試験を全防連および塗膜工連協力の下に，去る 6

月21日東京都立板橋高等職業訓練校技能検定場に

おいて行った。

今回の検定試験は 「試行」であるので当日の受

験について合否の発表こそないものの本試験と殆

んど同じ規模， 要領で行われ，参加者一同終始緊

張の中に行われた。

参加者は， 労働省技能検定課長ほか検定官，中

央技能検定協会，地方技能検定協会，技能検定専

門調査委員，全国塗膜防水工事業団体連合会，全

防連関係者等約200名で， 夫々の業務分担の下に

極めてスムーズに進行し， 多大の成果を挙げた。

以下写真によってその模様をお伝えする。

日本ウレタン防水協会 事務局

試験場 試験は，東京都立板橋高等職業訓練校の技能検定場

で，午前学科，午後実技の順に行われた。

- 25 -



9
,
 

ヽ＇ 

|
|
—
訓

i

あいさつ あいさつ

受付

参加者は労働省，協定協会，

全防連，塗膜エ連およびその

他防水工事業関係者等 約 200

名で，各団体からも応援を頂

いた。

開始にあたり挨拶される労働省職業訓練局技能検定課和 全国塗膜防水工事業団体連合会，矢尾板会長のあい さつ

久利課長 （受験者は1級10名， 2級10名でそれぞれゼ ッケンをつ

けている）

- 26 -
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材料は労働省技能検定課の指定によりウレ

タソ塗膜防水材料（立上り用，平場用共主

剤 l硬化剤 2の配合比のものおよびプライ

マー）を現場にて支給した。

数蜃は， 1架台毎に主剤 4kg，硬化剤 8kg,

プライマー l£であった。

検定官および関係者席の状況

- 27 -



立上りの出ズミ ，入ズミ部および継ぎ目部にはク ロス 採点に忙しい検定委員（左，松本洋一氏，右，四家正勝

（グラスファイ バー）張り補強を行った。 氏）

試験も最終段階に近づぎ平場塗りの作業中 試験終了後の検定場全景（さすが腕におぼえの受験者の

作業だけに20台とも揃って見事な仕上りでした。）

※当日の模様を始めから終りま で撮影したカラースライド

34枚 1セット，或は白黒カピネ判34枚のア）レバムを実費

（いずれも¥4,000.-）でお分けしておりますので希望

の方は，当協会事務局あてお申込み下さい。 以上

- 28 -
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者の
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実費

希望

上

協会の近況

1 理事会開催 (51年6月）

本年度第 1回の理事会を開催し， 次の各事項を審議決

定した。

(1) 5月開催の総会で決定 した事業計画の具体化案。

(2) 全防連役員の委嘱。

(3) ウレタソ塗膜防水団体の大同団結のため連合会を組

織するため特別委員会の設置。

2 硬化剤関係勉強会の開催 (51年7月）

東京，大阪両地区に於て，硬化剤関係の諸問題につい

て，賛助会員 イハラケミカ）レ工業仰および和歌山精化工

業僻の 2社を講師とする勉強会を開催した。

硬化剤についての勉強会

3 J IS審査手続に関する協力 (51年7月

~12月）

51年 2月に制定されたウレタソ防水材の JI Sについ

てJI S表示商品とするための諸手続について通産省エ

業技術院に協力し鋭意作業を進めた結果，昭和52年 1月

8日付官報により ， J I S A 6021をJI S表示商品と

し， 表示許可申請の受付を開始する旨の公告がな された

(29) 

4 ウレタン防水工事業団体連合会発起人

会開催 (51年7月）

発起人全員が参加し， 会則（案）を作成した。

5 協会会誌2号の発行 (51年8月）

協会会員各位の協力を得て会誌 2号を完成し， 2,500 

部を全国の官公庁営繕建築関係先，設計事務所，大手建

設業者，学校及び会員各社に無償送付した。

6 全国塗膜防水工事業団体連合会発起人

会開催 (51年9月）

ウレタソ以外の塗膜防水団体も加えた連合会を設立

し， 塗膜全般の職業訓練，技能検定その他の問題に対応

することとし，当協会が世話人にな って発起人会を開催

した。

7 ウレタン塗膜防水関係JIS説明会の

開催 (51年11月）

工業技術院と当協会の共催により JISA6021の規格

内容 とJI S表示許可を受けるについての準備事項につ

いて審議専門委員会会艮 大島久次氏 （千菓工大教授）

ならびに通眸省工業技術院標準部材料規格課，若木技官

を講師とする説明会を東京（霞が関プラザーホー）レ） 大

阪（コロナホテ）レ）で開催し会員多数が参加した。
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全国塗膜防水工事業団体連合会の設立

(51年12月）

ウレタソ防水ほかアクリ｝レ系，クロロプレン系， ゴム

アスファル ト系の18団体の参加を得て，連合会を組織す

ることとし， 12月17日設立総会を開催し設立された。会

長には矢尾板太郎氏（プ）レーフ産業社長）が就任した。

なお，ひきつづき行われた発会式には塗膜防水各業種

団体の大同団結を祝って，建設省，労働省，全防連建築

学会，大手建設業等関係者多数のご来会を得た。

l 

111 

’’ 
I 塗膜工連設立 51年12月

，
 

新年賀詞交換パーティーの開催 (52年1

月）

東京，大阪にて夫々開催し会員相互の親睦をはかった

10協会事務所の移転 (52年2月）

業務拡大に伴い従来の事務所（虎の門）では手狭とな

ったので， 2月15日，新橋6丁目の新事務所に移転した

なお，塗膜工連の事務所も同じ場所に開設された。

11 ウレタン塗膜防水のJASS-8組入れ

方針決定 (52年3月）

日本建築学会では，同会の建築工事標準仕様書 (JAS 

S)に塗膜防水を組入れるこ とを決定し当協会にも協力

を依頼があった。ウレタン防水については，当協会と塗

膜工連とでJASS対策委員会を設け，業界資料の整備

と，意見の集約を行い JASS委員会との連係協力を開

始した。

12第9回定時総会開催 (52年5月）

5月17日，鉄鋼会館にて開催し試案については，何れ

も原案通り承認可決された。

(1)昭和51年度事業報告，決算報告

(2)会則の一部変更（役員任期を 2年と し，又理事定数

を3名増員した）

(3)任期満了に伴う役員の改選

(4)会員功労者表彰，特別功労者表彰

(5)昭和52年度事業計画，および予算承認

〔会員表彰〕

大阪地区賀詞交換会

サンレジン翰

産栄工業（有）

常陽産業総

平商工卸

武山工業総

大勝工業翰

大東スレート総

（有）東 讃防水工業

（有） 中西工務店

日興レジン工業掠

友和防水技研株）

闘ノゾ工技研工業

日本ソフラン化工條

跨 ARセンター

小松合成樹脂諒

三和塗料総

昭和高分子総

日本特殊塗料株）

東日本塗料株）

日本堰青工業蛉

安住防水 掠

大田和工業紛

(30) 



〔特別表彰〕

曽我音吉殿 （日本ヘルメチックス）

武田信道殿（藤渥青興業）

第9回総会

パーテイ

個人表彰

表彰

13 「定着したウレタン防水」座談会の開

催 (52年5月）

昭和51イ＿1＿-．．のウレタソ塗膜防水材の出荷品は約20,000廷

と，昨年比10％近い増加を示し， 永くつづいている建設

不況期において，これに耐える実勢であるので「ウレタ

ソ防水の定着している現状」をテーマとして， 清水建設

（松本洋一氏）大成建設（鶴田裕氏）鹿島建設（岩井孝

次氏）ならびに当協会有志との座談会を当協会伊藤松夫

氏（保土谷化学） の司会により開催し，その内容を本誌

に掲載した。

14試行技能検定試験に参加 (52年6月）

塗膜防水の技能検定試験の実施が，昭和53年 2月に予

定され，労働省職業訓練局技能検定課ではこれに先立ち

6月21日塗膜防水の試行技能検定試験（学科および実技）

を東京板橋区の都立高等職業訓練校で開催した。

全国塗膜防水工事業団体連合会では傘下の全団体が協

力して之を設営運営したが， 当日は労働者ほか都道府県

中央検定協会関係者および当協会をはじめとする塗膜工

連会員，所属員等約200名が参加し， 技詭検定試験の準

備として検定実施当局側ならびに受験者側双方にとって

大きな成果を得ることが出来た。

(31) 
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《梧票準仕様》 ，」 ］1 』」||l鼠冒［［］［］］冒[9鳳入 露出工法(RC工法―ー非歩行防水）

の ④ ⑤ 

②防水層（ク ロス入り 一層 目） ③ ビニロンクロス

④ プライマー ⑤ 均 しモルタル ⑤謳体モルタル

ハマタイトウレタン防水材は、ポリウレタンゴムを基材とした二成分系の液状塗布防水材です。

二液を混合、塗布するだけで常温で硬化し、耐候性 ・耐薬品1生・ 耐水性のす ぐれた強靱なコ‘ム弾
性シートになります。また、独得の下地との低接着工法を採用し、更にビニロンクロスを挟入す

ることにより、下地亀裂に対する追随性は抜群であり、苛酷な条件にも充分耐えうる防水材です。

＼ 防水材 防水材 プライマー プライマー

U -6000 U -7000 U - I O 0 U - 2 0 0 

防水層を形成する液状ポリウレタンニ液型で、 コンク リート 、モルタ 下地亀裂発生時防水層
特 性 常温硬化により耐久性があるコム弾I生シートとなるc ル、木材等に接着性を の密着力を低下 させる

与えるプライマー。 低接着用プライマー。

1頃余斗面i.立こ上］）面i 平担面・塗布用 防水層端末部、 ドレンパ U -100以外の部分に

用 途
途（布バ用テ状）

イプ回 り等に塗布する 。 塗布す る。

（液状）

~YOKOHA闊A
■お問い合わせ先—横浜ゴム株式会社工業品事業部 東京都港区新橋5-36-11 〒105TEL03(432) 7111 



建築と色 (2)

| 
4. さまざまな色の分光曲線 l 

前号では，色というものの本質についてご説明し，太

陽光や電灯光など各種の照明光源の中に含まれている数

多くの色光が，物体によ って選択的な吸収と反射を受け

ることで， 多数の色がうまれるものであることを述べま

した。

また，現在ではこの吸収と反射の度合を機械で正確に

判定することができ，分光反射率曲線という曲線の形状

によって，色が表現できることをご説明しました。

:―一．．．．．．．］ の本質を十分に理解していただくためにその他の

［色！
9------＿二色について，もう少し分光反射率曲線を見てみる

ことにいたしましょう。

図13は，紫から赤までの各種の色光を含んだ白色光を

示しています。これが物体に当って，選択的な吸収をう

け，前号の図 7から12までにご紹介したような各種の色

がうみ出されることになります。

図14は塗料などの白色です。紫から赤までの各色光を

それぞれ80~85バーセソトぐらい反射することによって

私たちの眼に白色感をあたえています。 トーニングとい

ってわざわざ青味や赤味の色を少し加えて感覚的な白色

感を狙う場合もありますが，この場合は図15のように青

味の白だと右の方が下ってきますし，赤味の白だと左の

方がさらに下ってきます。

図16は各色光が均ーにほとんど吸収されてしまい，反

射光がないことを示しています。これが黒色です。

図1'は白と黒の間の色で，グレーを示しています。上

へ行くほど明るいライトグレー，下へさがるほど暗いダ

ークグレーだということになります。

図18のAの曲線は前号の図 7で示した赤色ですが，こ

れを白などでうすめて淡色にしてやると B,さらにCの

ように谷の部分が次第に上昇して，図15のBに近づいて

行ぎます。

図19のAは18のAと同じ赤色ですが，これに黒を加え

東洋インキ製造鈴

一 見敏男

て色を暗くしてやると山の部分が下って B'のようにな

って行きます（暗い赤すなわち茶色の系統がこのような

曲線となります）。黒を多く加えればさらに C'のよう

になり，やがては図16のように黒色に近づいて行くこと

になります。

以上の曲線をじっくりごらんいただくと，色の性質に

ついて多くのことが理解されるはずです。

図14, 16, 17などに示される白，黒，グレーなどは明

るさや暗さのちがいがあるだけで，特にある色光だけを

多く反射したり吸収したりしているわけではありません

ので，これを「無彩色」と呼んでいます。

！赤i
;•-...-．．．．i とか黄とか緑とかのちがいは曲線に山と谷の部分

し●一――----iが形成されることによって生まれます。山の部分

が紫から赤までの色光の位置のどのへんに形成されるか

で，赤や緑や青などの色のちがいが生ずることは前号で

説明した通りです。図18, 19からはこの山と谷の部分に

差があるほど，すなわち山の部分は高く谷の部分が低い

ほど色は濃くあざやかであり，山と谷の高さが接近する

ほど色が淡くなったり暗くなったりして無彩色に近づく

ことがわかります。

これらさまざまな色の変化のしかたについては後の章

の「色の三属性」のところでもう一度ふり返ってみるこ

とにします。

赤とか緑とかの色合いのちがい，彩りの度合のちが

い，明るさ暗さのちがい，この三種のちがいが曲線の上

に現れることだけをここでは十分に把握しておいてくだ

さい。

色というものを曲線で表現できること，逆に曲線の形

状から色のちがいが正確にとらえられることをさらにい

くつかの色について味わっていただくために，東洋イソ

キのウレタン系床用塗装材「リオファイソ」 18色の分光

反射率曲線を図20~37に示してみました。実物の色見本

ではなしに，曲線で色を見ていただくのもまた興味ぶか

いことではないかと思いますし，色というものの姿を正

しく理解していただく上で実用されているウレタン塗装

(33) 



材をこういう視点からながめてみるのも意義深いものが

あるのではないでしょうか。

図13. 白色光 図14. 白
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前号にかかげたジアソ（明るいプ）レー）と イエローの

曲線をもう 一度図38,39に示しました。シアヽ ノは緑と青

紫の2つの色光帯が加わった色であり，イ エローは赤と

緑の2つの色光帯が加わった色であることがわかりま

す。

！力 i
{----------iブーテレ ビの発色は， このよ うに赤と緑と青紫の

し．．．．．ー」 3つの基本色が加わりあうことによ って形成され

ます（テレピの画面を虫めがねで拡大してごらんになる

(35) 
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とよく観察されます）。赤 (R)， 緑 (G)， 青紫 (B), G+B=C 

ンアン（C), マゼソタ (M)， イエロー (Y)， ホワイ R+G=Y 

ト(W)のように記号で表わすと，次のような関係にな 同様にして

ります。 R+B=M 

(36) 
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という関係が得られます。基本となる R,G, Bの3

つの色光が加わる ことによ って別な色が得られるわけ

で， このような発色のしくみを「加法混色（加色混合）」

と呼んでいます。カラーテレピの発色は代表的な加法混

色の例だということができます。

塗．
料などを混ぜあわせたときの発色は全 く別の状態

、になります。青の塗料と黄の塗料（えのぐでも同

じ）を混ぜあわせると緑が得られることはどなたもよ く

ご存知だと思います。なぜ，そうなるのでしょうか？

色光はそれ自体が色をも った光ですが， 塗料やえのぐ

や印刷イソキやプラ スチッ クの着色剤などいろいろの色

材類は，その中に含まれている「顔料」が，その化学構

造や結晶形などに応じて，照明光の中からある色光を吸

収するこ とによ って色を示します。

図38のンアソ （青）の曲線をもう 一度みて ください。

この色は， 当っている白色光（図13のように上部100パー

セソトの線）の中から，赤色光の部分が吸収されている

ことを意味してもいます。すなわちンアソ （青）の顔料

は，それにあたる白色光の中から赤色光を吸収すること

によ ってンア ソの色を私たちの眼に感じさせています。

同：
．様に図39のイエロー（黄）は，白色光の中から青

：紫色光の部分を吸収することを示しています。

従って青と黄の色材を混合すると次のようなことがお

こります。

まず白色光（この中には赤色光，緑色光，青紫色光が

含まれています）が青の色材にあたると図38のように赤

色光が吸収されてしまいます。残りの色光が先へ進んで

黄の色材にあたると，図39のように青紫光色が吸収され

てしまいます。どちらの色材によ っても吸収されずに残

った緑色光だけが私たちの眼に達して緑色を感じさせる

のだということになります（図 40および41)。式で書く

と次のようになります。

C=W-R 

Y=W-B 

.'. C +Y =W-R-B =(R +G+B)-R-B 

=G（青＋黄＝緑）

同様にして，

M=W-G 

.'.M+Y=W-G-B 

=R （紅＋黄＝赤）

M+C=W-G-R 

=B （紅＋青＝青紫）

i -！のように塗料やえのぐなどの色料を混ぜあわした
［竺 ＿］ 場合は，それにあたる白色光の中から次々とある

色光が吸収されていって，最後に残る色光が私たちの眼

に混合色を感じさせることになりますので，このような

発色のしくみを「減法混色（減色混合）」と呼んでいるわ

けです。加法混色では色光が加わるごとに次第に明るい

色になって行きますが，減法混色では，色材を加えるご

とに次第に暗い色になって，紅と黄と青を混ぜると

M+Y+C=W-G-B-R 

＝反射する色光なし＝黒

とな ってしまいます。

又，加法混色と減法混色とでは，出発点となる基本色

や，その加え合わせでできる色との間にちょうど逆な関

係があることにも注意してください。

色光の 3原色 R, G, B 

色材の 3原色 M, Y, C 

3原色の色光を 2つ加えて出る色 M, Y, C 

3原色の色材を 2つ加えて出る色 R, G, B 

このように分光反射率曲線は， 単純な形状の中に実に

多く の情報を盛りこんでおり，色の性質を正しくとらえ

て応用への貴重な資料として働らくのです。（以下次号）

(37) 



欧洲建築防水技術調壺団

に参加して (3) 

（株）A•R ・センタ ー

工法研究所・所長

小中 秀麿

フロンド・セーヌ見学

ラ・デフア‘ノスの見学を終えて，つぎはフロ ン ド・セー

ヌヘ向かった。フ ロソド ・セーヌはパリ 旧市内南西部，

第15区を中心にセーヌ河南岸一帯のスラム ・クリアラン／

ス地区に選ばれた一郭であり， ラ・デファヽノス同様に目

下意欲的に再開発が進められている。その規模はラ・デ

ファ‘ノスに遠く及ばないが， ピジネスピ）レ，中高層アパ

ー ト，学校，幼稚園それに病院などを含む綜合的な再開

発の一環であり ，計画が完成すれば尖鋭的な一つの副都

心を形成する。周辺には大文豪の名を冠したエミー）レ ・

ゾラ通りなどが残っており，古き良き時代の閑静な街路

はそのまま保存されるようである。鉄鋼ポールで取毀さ

れた建物の破片や廃材が散乱する空地では，労働者の息

子たちが無心に遊んでいたが，かれらが成人する ・足先

にパリの街並は急速に変貌してゆくであろう。

ラ・デフ ァヽノスの建設情報セソターで紹介された｀＇第

15区整備対策経営協議会、》とでも訳すべきオフィスで，

実務家のジュデイ氏しまか 2名の技術者と， フロンド・セ

ーヌ再開発計画の概要と建造物の防水仕様について質疑

応答の機会を得た。

問 1)セーヌ河に近接した地区ゆえ，地下からの湧

水，止水処理が問題になると思うがどうか。

—建物の基礎や地下室部分はセ ー ヌ河の水位より低

い場合が多く ，周囲に建物があれば水圧も高くな

る。 GL以下はすべてコンクリート躯体内壁から化

学薬品によるセメント混和型の防水やセメ‘ノト系塗

布型の防水を 3層程度施している。またメイプによ

り水圧を減圧する工法も採り入れている。

問2)基礎杭打ちは行うか。

ーーもちろん，コ ンクリート杭を岩盤が支持するまで

1]・つ。

問3)屋根においてどんな防水工法が採用されている

か。

ー一従来のやり 方はア スフ ァ）レl、)レーフィ ソグ，砂付

）レーフィソグ等の組み合わせ工法である。厚さは

3, 5, 10ミリとスベッ クにより異なる。地下にお

いてもアスファル ト防水は用いられる。押え層は屋

根では砂利押え，またはタイ）レ，コンクリ ート プロ

ック板押えが一般である。

新しい試みとして塩化ピニ）レ系）レーフィングが比

較的多く用いられ，成功を収めつつある。厚さは約

3ミリ のン ソグ）レプライで， ）レーフィングの接合は

熱風機を用い オ一ノ‘―--フップジョイ ソトは約10cm

直ねである。

問4)超高層ピ）いの防水工法は。

—前述のアスフ ァル ト 防水や改良型）レ ー フィングに

よる防水である。砂利敷き押えが多い。また一部，

露出するタイプの防水材として，グレ一色のプチ）レ

ンートなども採用されている。

問5)保証年限は何年か。

--12年が通例である。

いささか禅問答めいた対話に終ったが，わずか30分と

いう時間的制約もあり，専門用語を一つ一つ確認しなが

(38) 



フロンド・セーヌに

林立する中高層住宅群

塩化ビニルルーフ ィング

の接合部溶着作業

塩化ビニルルーフィング

防水層のタイル押え

ら行う通訳氏を介しての会話でもあり，隔靴掻痒の感は

是非もないことであった。

塩化ビニル系ルーフィング防水

前記ジュデイ氏らの厚意により，比較的新しい防水素

材である塩化ピニ）レ系）レーフィソグ防水の施工中現場を

見学する機会に恵まれた。以下はその現場での知見およ

び贈呈された型録の要点である。

現場状況 ：RC造 3F, 張り出し屋根，歩行Jl]。

下地状態 ：コ ソク リー 1、木錢押え程度。

防水材 料 ：塩化ピニ）レ系黒色）レーフィングで単層ン

ート状，厚さ2.7m/m (2. Om/mもの

もある），幅1.lm (1. Smものもある），

1巻の長さ25m, ピニ）レフィルムによる

離形紙付，製品名ははフレ ピニール（セ

チップ）。

下地接着 ：黒色の溶液型接着剤による点付け 工法

（部分接着と呼んでいる）で，風に飛ば

されぬ程度，殆んど下地へは接着させず，

いわば置敷き工法といえる。日本では仮

に）レーフィソグの耐き裂性指上良い結果

が得られると考えられても，単層ジート

では万ーの漏水を懸念して到底採用され

難い。但し，海中に埋没するケーンング

等の防水においては，下地への全面接着

工法を採るようである。接着剤の製品名

はスコッチ ・グリップ（ス リーエム）。

(39) 

接合部処理 ：熱風溶着機による重ね合わせ溶着工法

で，熱風を送り込むと同時にゴムローラ

ーで圧着する。ジョイント幅は 7~10

cm, 溶着スピードは 1分間約 lmであっ

た。溶着機はライスタ ー社製。

押え保護層 ：）レーフィングの張込みが終ったら，アス

ファルトフエルトを簑生材として重ね敷

きし，貧配合モルタ）レ（セメント 1:砂

5程度）敷きによるレソガ状タイ）レ押

ぇ，破り目地貼り。塗料仕上げ等による

露出防水は行っていない。

防水費用 ：防水層のみの契約価格は30フラン／m2（約

1, 800円）， うち材料費は 16,....,17フラン

（約1,000円） （1974年）。但し，防水工

事の契約会社はタイ）レ押えまで一貫して

請負うンステムで，欧米では殆んどこの

形態を採っているときく。つまり単に防

水層施工会社でなく，屋根工事一式施工

会社の形態であり，構造体別の仕様相談

や施工ノウハウを合めてトータルで契約

し，利潤を確保すると同時に管理 ・保証

体制を敷いているようである。

保証年限 ：フレピニー）レの場合， 10年保証。

施工実績 ：型録によれば， 主としてケーシ‘ノグ，地

下構造物，駐車場庭園テラス等に用い

るとあり，パニョソのインターチェンジ

28, OOOm2, フールヴィエール大寺院の地

下隧道120,000m2とか，約270,000面の主



防水層へのワイヤー

メッシュ取付作業

軽量骨材・乳剤・盛砂・通常 べんがら着色の加熱

プロ ック・化粧PCプロ ック板押え アスファルトマスチック

たる実績を挙げている。

以上がフロンド ・セーヌで見学した塩化ピニルによる

高分子系単層防水の概略である。帰国後｝レーフィング素

材の分析を試みた結果，軟質層と弾性層の 2プライのダ

プリングで4プライ，可塑剤としてフタル酸エステルで

あるが多成分系であること，増量剤として炭カルのほか

カーポ‘ノを含むこと，樹脂は掲色反応を呈することから

多分，再成塩化ピニ）レベースであることが判明した。

オリンピアード見学

7月2日，バリ最後の見学地域となったオリンピアー

ドヘ赴いた。オリンピアード計画の概要はつぎのとおり。

事業主体 ：SAGO

位 置： バリ 旧市内南東部，第13区

面 積 ：85ha，再開発の一部8h a 

住宅戸数： 高層住宅3,000戸

特 色： パリ市再開発の一環として計画されたもの。

フランス国有鉄道所有地を活用し，地下貨物

駅， 3,000戸のアパート， 40,000面のオフィ

スピル，15,000m2のマーケット， 3,000台の

駐車場を綜合した，都心における住宅環境改

善策のモデルとなっている。

ここで建設中の超高層ピル群の屋根へ登って施工中の

現場を見てやろうと試みたが，係官の許可なしおよびヘ

ルメット着用なしの理由により果たし得なかった。すで

に住民が住んでいる中高層の住宅棟の最上階ヘエレベー

ターで上がったものの，屋根への出口が日本の公団住宅

同様，施錠付きで簡単には屋上へ出られずギプアップ。

今後の視察に当っては，予め正規の）レートを通じて紹介

状を入手しておくことが大事だと思われた。しかし，ラ

・デファヽノス同様，人工地盤 ・遊歩広場の防水工事を見

学できだのがせめてもの収穫であった。

a. アスファルトルーフィング工法

第 1層 アスファルト系プライマー塗布一刷毛または

モップ塗り

第2層 加熱アスファ）レトー刷毛塗り

第3層 ラパロイド系）レーフィング（ガラス繊維織布

入）一張付け

第4層 加熱アスファルトー刷毛塗り

第5層 特殊アスファルト）レーフィング（合成繊維不

織布入）一張付け

押え層 人工軽量骨材（径10--lSm/m)敷込み，厚

さ20--30m/m,アスファルト乳剤撒布，仮

固定，砂敷込み，厚さ70,..,.,80m/m,化粧P

c板（表面細目砂利埋込み）突き合わせ敷込

み，空目地

この仕様は人工地盤の遊歩広場で行われ，内部は事務

所，倉庫，駐車場，機械室等と推測された。ラバロイド

系）レーフィングの厚さは約 3.0m/m,特殊）レーフィン

グは約 1.Sm/mで，従来のラグ）レーフィソグによる多

層積層工法から，ガラス繊維や合成繊維の織布，不織布

を補強芯剤とした，より厚手の単層強化工法へと方向転

(40) 



オペラ座をとりまく

豊麗な彫刻群

換しつつある傾向にあるとみた。押え保護層を構成する

軽量骨材の乳剤固め，盛砂，通常プロック板，化粧PC

プロック板の組み合わせは，防水層の保護と押え板のあ

ばれ防止に極めて有効であり，実に合理的なやり方であ

ると考える。階段回りでは，アスファルト防水層に直接

太いワイヤーメッシュを伏せ込み，加熱アスファルトと

｝レーフィング小片を用いて固定し，押え層あばれの拘束

性に配慮をのぞかせていた。

b. 加熱アスファルトマスチックエ法

第 1層 アスファル ト系プライマー塗布一刷毛または

モップ塗り

第2層 加熱アスファルトマスチックー厚さ約lOm/

m木鰻押え

第3層 加熱アスファルトマスチ ックー厚さ約lOm/

m木鰻押え

第4層 絶縁紙一敷込み，重ね代約15cm

第5層 加熱着色アスファルトマスチックー厚さ約10

m/mべんがら入りマスチック仕上げ

この仕様は人工地盤の下部が駐車場等で，防水条件が

比較的ゆるやかな部位に用いられている。 最終層のべん

がら着色は，遊歩道やコ‘ノコースの表層美観性に配慮を

くばった仕上げ工法である。絶縁紙はあるいは各層間に

挿入されているかも知れない。またプライマ ー層のすぐ

あとに，ロンドンのさる現場で見かけた仕様と同様，あ

るいは砂付アスファルト）レーフィソグがアップサイドダ

ウンで下地との縁切りに用いられているかも知れない

幾何学的デザインの

ヴェルサイユ宮大庭園

が，確認できなかった。エ具はいずこも同じごく簡単な

木綬による押え。立上り，エクスパンショ‘ノ ・ジョイソ

ト等重要箇所では，前述のラバロイド系強化｝レーフィソ

グを用いて補強張り納めとしていた。

光陰矢の如しで，われわれ一行が新樹社主催，第一回

欧州建築防水技術調査団に参加して 3年経過した。今年

もすでに第4回の派遣計画が樹てられているときく。

私はその節探訪した欧州 5カ国， 10大都市のうち，小

林孝悌団長からレポート作成を委嘱され，パリ見聞録ら

しきものをまとめたころ， 日本ウレタン防水協会の石川

事務局長さんにうま くハメられ，とう とう本誌に 3回に

もわたって雑文をものし，恥を衆目に昭す結果となって

しまった。小林先生は人も知る名コーディネーターであ

り，石川さんは口説きの名人である。

ところでわれわれ一行はパリに4泊しただけ，本音を

申せばパリはーカ月位ゆっくり，のんびり滞在したくな

ってくる洗練された華麗な都市である。

ある人は，ロソドンがヨーロッパ都市文明の父とすれ

ばバリは母である，と見なしたが（さればドイツはなに

か），調査団諸兄にとっても同様の観点が成立つと思

う。ハードウエアとソフトウエアといいかえてもよろし

い。もっとも父親の方は，左前をかこつことすでに久し

いが・・・・・・。わが同胞の得意業であるラソニング観光も結

構であるが，調査団のコース編成としては，たとえばロ

ソドソ10日， パリ 10日とい った具合に， 1 ～ 2の都市や

その周辺に集約し，じっくり腰をすえて視察した方が成

果もあがり，滋蓑吸収となるであろうことを提唱してこ

の雑記帖をお仕舞いとしたい。 （完）

(41) 



記 力尤か占

コとしッワX

防水工事は 責任施工で

元仝防水に
---I 

i 各柾材料

ぞiLの特長 を生

鐘紡合成化学株式会社
本社〒534

防水事業部 〒550

東 京支店〒141

名古屋支店 〒450

大阪市都島区友渕町 l丁目 3番 80号
T E L 06 -9 2 I -I 2 3|（代）

大阪市都島区友渕町 1丁目 3番 80号
TEL  06-928-327|（代）

東京都品川区西五反田 7丁目 22番 17号
TEL  03-494-2741代）

名古屋市中村区泥江町 3丁目 5番地
T E L 052-58 I -I 271 r代）

壇



●工事報告

大和高分子工業昧

建築概要

現場名 ：博田全日空ホテル'

設計事務所 ：諒観光企画設計

元 請：鹿島建設 ,、
ウレタン塗膜防水工事

防水施行工業者 ：大和高分子工業

工 法 ：尾上BS-1工法

1, 260m2 

施工面租 ：屋内A-1工法 550m3

地下駐車場A-I工法

850m2 

玄関キ ャノ ピー 120m2

施工材料 ：

プライマー 560Kc; 

u s-10 5, 320kgl8. 3 t 
工パコー ト 2, lOOKc; 

TOPコート 2SOKc; 

施工期日： 昭和51年11月末完成

人員（職人数）： 120名

大和高分子工業昧

9

・よ、ヽヽ
4
、

建築概要

現場名：住宅公団四箇田団地

設計事務所 ：日本住宅公団九州支

社

元 諮： 富士エ 八千代建設

佐藤下業 東急辻TV
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大和高分子工業昧

建築概要

現 場名 ：二の宮町し尿処雌場屋

上テニスコ ート

設計事務所 ：クリタ ［業翰設計部

元 請： 戸Ill建設総横浜支店

ウレタン塗膜防水工事

施工方法 ：屋上BB- 3T＿法

施工面柏 ：l，100m2

施t材料 ：プライ マー 220Kr;; 
U S-10 2, 750Kr;; 

工バーコート 2,750Kr;; 

マート仕上 250Kr;; 

施工人員 ：50人工

閥東京ボース工業社

建築概要

施工場所：埼玉県八潮市字柳の宮45

会 社 名 ：高和工業株式会社

ウレタン塗膜防水工事

施工箇所 ：工場の陸屋根防水補修工事

施工面積 ：1,lOOm/2 

施工方法 ：ウレポソU.C. T240工法
一部パレーコー ト仕上げ

外回り， ウレポ‘ノRグリーソ

仕上

内面， ウl/ポソRプラウ ソ仕
上
コー ト，ノン＇ス リップ， トッ

プコート仕上ライ ン引ぎ

施工月日 ：昭和52年 6月10~20日

条 件 ：地下アス ファルト層の破断等に

て数箇所漏水していた全 面下地 調

整，ウレタ ン防水仕上げとし， 一部

レパーコ ー ト使用とのことであった

仕 様：ポースウレポソU.C. T 240ノ
、ノスリ ップエ法としたパレーコ ー ト

ということであったがウレポソR-
カラ ー材二色防水仕上げとし，床材
としての硬度は特別に見ていない

施 工：株式会社ポース工事セ‘ノタ ー

工事報告●

(44) 



●工事報告

大手起業 （株）

建築概要

建物名：大乗淑徳学園巣鴨女

子高校 2号校舎ベラ

ソダ

所在地：豊島区西巣鴨 2-22-16 

元 請：フジタ工業

而積：約 300m2

ウレタン塗膜防水工事

施工内容：現行ベラソダタイル）禾

が老化により， 目地切れ浮

ぎ現象を発生，漏水の瓶因

となっている。新規ウレ‘夕

ソ塗膜を実施することにな

り，下地整備に樹脂注入に

より浮きの安定を計る

女子高校の特殊環境が有り

色彩を考慮して安全性，強

度の点から歩行用，レップ

-1番タイプを使用する

施工期間 ：昭和52年 4月 7日間

施工人員： 15名

斎藤昧

建築概要

建物名：化洵道警察本部庁舎

所在地： 北海道札幌市中央区北

2条西 6丁目

施 主： 北海道警察本部長

設 計： 北海道警察本部長

施 工：シンコー実業株式会社

ウレタン塗膜防水工事

施工個所：屋上

施工期間：昭和51年 8月31日～昭

和51年10月1日

施工面積： 1,200m2 

使用材料： SPシー）レ（エピコー

ター）SPF工法

施工延人員： 110人工

施工会社： シソコー実業株式会社

材料管理 ：斎藤株式会社

(45) 



三井東圧化学昧

建築概要

建物名 ：東京都文京区立弟6中
学校

所 在池 ：東京部文京区向ケ丘 1
-2 

建物構造 ：RC構造4

施1]業者 ：株式会社イ スズ工務店

ウレタン塗膜防水工事

施lこ場所 ：屋 1-:.

施 Î．l「ri,T}i:平山i1, 600m~ 
¥ I I.．1 u i 3 5 (） l l l i 

L 法 ：ハラ ックスECカラー

チ、ノブ仕上

I史）IJ材湘斗．バラックスE 7, oooKc; 
及数罰 ・パラックスコー ト

3, OOOK;J 

カラーチソプ ］．，600Kc,;

槌［期間：昭和51年8JJ 25日～9 
月15日

防水施 Iこ：光消化）戎建設闘

日本ソフラン化工 （株）

建築概要

建 物 名 ：北坂戸団地中心棟

所化地：埼玉県

施 t：日木住宅公団

元 砧 ：鴻池組

ウレタン塗膜防水工事

施上場所：屋上防水

工事期間：昭和49年8月～50年2

月

「事面柏 ：3,800m2 

使用材料 ：ソフラソシール＃106

●工事報告

(46) 



●工事報告

日本ソフラン化工昧

建築概要

建物名 ：山村ダム

所在地 ：三重県

施 主 ：三重県

ウレタン塗膜防水工事

施工場所 ：ダム貯水池防水工事

工事期間 ：昭和48年

工事面秘 ：10,OOOm1 

使用材料 ：ソフラ ソジ ール＃106

保土谷化学工業昧

建築概要

工 事名：広島県住宅供給公社高

陽テラスハウス

設 計 ：広島県住宅供給公社

元 請 ：大成建設鈴

施 工 ：パレソタ ン組合員

屋上防水施工

(47) 



東邦化学工業の

建築土木用ウレタンプレポリマー

◆お問い合わせは、当社合成樹脂部まで、ご連絡下さい。

志；東邦化学工業株式含社
本 社 ：〒103東京都 中央区 日本橋蛎穀 町 1-14-9合 03-668-2271（大代表）

大阪支店 ：〒541大阪市東区淡路 町 1-14（八千代ビル）fl06-201-4匂1（代表）

名古屋営業所 ：〒460名古屋市 中区丸の内 2-15-21（中川商会ビル）ff052-211-2308
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＜統計資料＞

ポリウレタン原料， 主要製品の出荷量推移
I i 

』,

（単位 t)

；：王ごI昭和45年 " 46年 // 47年 11 48年 " 49年 " 50伊 ；； ．si年． ・備 ―、国
'.  ， I·• ヽ， 

T D 35,600 41, 300 51,100 52,400 45,400 51,400 56'，500 通料産に統よ計る資： ； 
M D 16,000 20,500 19, 100 18,400 21, 500 ! ：: 

119,. 200 
， 
ii p p G 73,000 87,300 104,800 111, 500 88,400 」00,500 ！ 

i ・、
・アj 

こ I昭和45年 ／, 46年 ／, 47年 II 48年 I/ 49年 ,, 50年 I(51年備

ウレタンフォーム 82,800 87,700 109,500 129,000 102,900 108,700 122,200 通料産統計
による

内｛軟質フォーム 68,900 71, 900 88,100 99,800 76,500 83,900 94,200 

訳硬質フォーム 13,900 15,800 21, 400 29,200 26,400 24,800 28; 000 

建築土木材料 7,000 13,000 20,000 29,000 27,000 27,000 30,600 当協会推

内｛防水材料 5,000 10, 000 14,400 21, 400 20,200 18,000 19,400 

訳その他 6,600 1．1, 鴫•一200 
.. - -• ニー—

2,000 3,000 5,600 7,600 9,000 

エラストマ ー 2,800 3,000 3,300 3,800 3,000 3,000 3,300 

塗 料 13,400 15,000 20,400 25,200 20,600 22,600 30,600 通料産に統よ計る 「一

資

□
註 （1) 上記は製品重量である。

(2) 建築土木用のその他は，床材，弾性舗装材，シーリング材，等である。

(3) 上表には合成皮革を含まない。
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防水・床なら…• r 
営 業 品目

※冷工法防水材 モルナイト

※防水材 ウレタンUT

ウレタンNC
ウレタンDF

MSシート

※床材 ピューフロアー

ビューフロアーデラックス

※外装防水材 モナコート U

モナコートリシン

※競技用床材 カラゾーンコート U

カラゾーンコート E

※カラー舗装材 カラゾーンコート K

プレーンコート

※ライニング材 モルナイトエポ

※シール材 オートンシーラー

チオシール

スーパーコーキング

外壁防水（モナコート U)

ゆたかな経験と実績…•

詈 IL7--W... 
興業株式会社

東京都新宿区市ヶ谷田町 2- 7 TEL (260)3231仰

技術と実績 総合防水 責任施工

大日本インキ化学工業昧

●ティックウレタン防水

株）東京ポース工業社

インテリア床材

●バールフロアー

日新工業昧

●アスファルト防水

●シングル防水

各工 事

施工代理店

イサム塗料掠

外装防水材

●アートロン防水

三星ベルト昧

●ネオルーフィング防水

:葉県知事許可一般(5い第10298号l
穏屡1言5歴青株式会社
本 社千葉県船橋市藤原町3-474-96 〒273 云船橋(0474)38-4511（代）

市川営業所 千葉県市川市二俣町2-3-9 〒272-01 ff市川(0473)28-4454 



,,, 
□#72 ノンタールウレタン （黒）
□#60 ノンタールウレタン（カラー）
□#40 ウレタン塗床材
□#20 水反応性ウレタン

コ—I-
□#10 急結セメント
□#120輻体防水材
ロエポキシ耐薬、

ノンスリップ床

十中央化成株式会社
本 ・ 社大阪市南区塩町通 4-|8合06(261)5591 

東京支店東京都中央区日本橋室町2-4合03(241)2181 

名古屋営業所 名古屋市中村区泥江町2-2-3合052(582)8851

ウレタン防水材

フ9レーフ
ォ木こ

U
リ
一シ

ーワ
ウレタン弾性塗床材

カラー（平面用、垂直面用）

ノンタール（ハイカーボン）

壁面吹付タイル

0 -20 （低モジュラス）

C -50 （一般用）

ソリッドカラー

デスパーカラー

イサ’ム塗料株式会n:：阪工 :ff□3(302)580ピ 5:：こ：：：：塁：；）：：：；［代8)
日本ウレタン防水協会加工部会

滋賀 工場 九州工場ff092(88I)0135-6 

滋賀営業所
合 07756(2)1360-4 

仙台出張所合0222(51)9 5 8 6 
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，＜質疑応答＞

ア．ンケー トヘの回答 (2) 
1 ・,. 

,.... -

ゥレタン防水の評価（品質，価格低か）と問題点についてのご意

見他の防水材との比較においてのご意見も賜りたい。
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PC板， ALc板等のプレハプエ法との関
連で，とくにムーヴメントや吸水後の日射

による膨張対策はどうか？

― ALC板， PC板の防水施工に当っては，
,.地精度が問題となります。

.:： ALC板は施工図に基づき，ポ）レト，金物による締め
沿 けまたは溶接などにより，不陸，目違いのないよう躯

廿本の梁に十分に固定します。板の継ぎ手接合部は，モ）レ

、3タルを空隙なく平坦に充填し｝板のそれによる目違いや

投差を生じた箇所もーなだらかになるようモルタルにより

下地ごしらえします。また板の角などの破損部も樹脂モ

｀レ：夕4疇を用いて，平坦に補修します。ALC板におけるム

ーヴメソト発生の主な原因と性状は， I)乾燥収縮によ

るもの， II)温度変化によるもの， m)荷重のたわみに

；よるもの， N)振動によるもの，などが挙げられ，防水

対策上注意が肝要です。 (JASS 8・防水工事・解

説P47~48参照）

PC板は構造体の種別，規模などによっては，板の接

続部でかなり挙動します。たとえ剛性の高い固定方法が

とられても，大なり小なり接続部で挙動があるので，防

水工法は絶縁，補強，増塗りなどの処置を予めよく検討

し，それに適した下地ごしらえが必要です。 PC板もA

LC板同様躯体の鉄骨またはコソクリートヘの金物に

よる締め付け，溶接，固定を十分に行い，間隙へのコン

クリートまたはモルタ）レ充填を密実且つ乎坦に行いま

す。また板の表面に付着したモルタ）レ，セメントベース

トなどの附着物は，・ケレソやサ‘ノダー掛けを行い，平滑

な面にしておくことが大切です。

上述のようにALC板， PC板の接合部は，板材のあ

ばれ，挙動が集中しますので，所定の全面防水にとりか

ふる前にた．とえばつぎのように処置します。

,'①接合部中心部の約40皿幅に絶縁塗料を塗るか，絶縁テ

まず下

ープ（布粘着テープ）を張って，厚さ 2.0 mm以上，幅

100mm以上の補強塗りを行う。

②接合部中心部の約 100mm幅に強度と伸びに富んだ補強

布を当てがい，厚さ 2.0m煎以上，幅100皿以上の補強

， 塗りを行う。

③接合部中心部に厚さ l.0mm，約 100mm幅の加硫ゴムテ

ープ (JI S A 6008 1種相当品）を張り付け，厚

さ2.0mm以上，幅100mm以上の補強塗りを行う。

以上いずれも補強塗りは，テープや補強布の側面が下

地からはがれて，雨水が裏面に回らないよう十分に施し

ておきます。但し，①の方法では絶縁テープの両サイド

でテープの収縮や動きにより，せっかくの補強塗り層が

破断する例を大方の施工者が経験しているので， 最近で

はしiとんど①②の組み合わせ工法を行っています。また

③についても同様の現象が生じますので，②③の組み合

わせ工法が好ましい結果をもたらします。要約します

と，板材の接合部では絶縁テープや加硫ゴムテープを張

った上から， さらにそれより幅の広い補強布を当てがっ

て補強塗りを行うこと，①②の組み合わせ工法は，比較

的動きの少ない板材の長辺方向接合部で，②③の組み合

わせ工法は，比較的動きの大きい板材の短辺方向接合部

や棟上，軒樋回りおよび異種部材の取合い部で適用しま

す。

なお， PC板はさして問題ありませんが， ALC板は

吸水性が大きいので，降雨雪後は十分に乾燥してから防

水施工にとりかかります。また屋根勾配がゆるくなると

水溜りができやすく，ご指摘のように直照日光によって

防水層に悪影響を及ぼしますので，ウレタン塗膜防水の

場合でも，歩行屋根で 1/100以上，非歩行屋根で 1/50

以上の勾配を鉄骨組みの段階でとることを切望します。

ALC板やPC板にモルタル塗りして水勾配をとること

は，折角のプレハプ部材の採用した意味がなくなるばか

りでなく，反ってモルタ）レの浮きやひびわれを助長し，

(52) 



ひいては防水層に悪影響をもたらしますので避けていた

だきたい。

防水層の保護については， ALC板やPC板屋根の場

合，ほとんどン）レパー塗料または他の塗料仕上げによる

露出防水となりますので，とりわけ耐候性の良い， 日光

反射性にすぐれた材質で，防水層の伸縮性に追随できる

性能の保護塗料を選択する必要があります。また当然の

ことながら防水層の寿命をのばすには， 3～5年に一度

の塗装直しが必要です。また防水層を施してのち重量の

押え層で水勾配をとることは，押え層が厚くなるばかり

でなく，大きな固定荷重として防水層を圧密した状態で

ムープメントの影響をうけ，防水層の耐力にも影響しま

すので決して好ましいことではありません。

ロ
6. ウレタン防水を官庁の指定に入れてもらう

こと，もつと安くすること。官庁では10年

の保証を要求するがどうか？

ー一昭和30年代の後半にその端緒を開いたウレタン塗

膜防水は，ようやくその長所，特長に対する認識が高ま

り，ここ 4~5年来の傾向として建設省，関東地方建設

局をはじめ，官公庁，地方自治体の防水仕様に追々に盛

り込まれ，採用されつつあります。ご高承の通り官公庁

はすべて施工実績主義であり，鶏が先か卵が先かの詮議

はとにかく官営，民営工事を問わず， ウレタン塗膜防水

のもつ利点を採り入れて仕様組入れの輪が広がってゆく

ものと存じます。

但し，目下のところウレタ‘ノ塗膜防水を取り扱ってい

るすべてのメーカー，すべての施工会社というわけでは

なく，比較的はやくからウレタソ樹脂に限らず，他の高

分子系防水の施工実績を積み重ねてきている企業体から

順次採用されています。この背景には，アスファルト熱

工法やジート単層工法ではもう 一つうまくゆかない，施

工現場の立地条件，複雑な納まり精度，使用目的，荷重

制限，将来の補修費用等々の要因が錯綜しており，ウレ

タン塗膜防水はこれらのネックに応え得るすぐれた特長

を十分に兼ね備えているからであると断言してよろし

ぃ。今後の10年をマクロでみますと，さらに確実に採用

例が増加してゆく要因がいくつかあります。それだけに

業界や企業責任も重大であり，今後より 一層材質や工法

の改良工夫に取組んでゆかねばなりません。さいわい昨

年，屋根防水用塗膜材JI S A 6021も公布され，近く

日本建築学会JASS 8 防水工事にも塗膜防水工事が

組み入れられる動きとなり，ウレタソ塗膜防水に対する

評価も漸次定着してゆくものと考えます。

防水費用については， 目下のところ減速経済界にあっ

て，メーカーも施工業者も最大限の努力を払＇って対応策

に苦慮していることはすでに周知の実態の通りです。い

わゆる設計価格は，材料費，エ賃，諸経費それに適正利

潤等を組み込んで算定されており，自由競争と過当競争

の原理によってむしろ低値，安値に押えられています。

屋根防水にかける総費用に関して， 日本の現状は欧米先

進国の例の約半分にしかすぎないとよく 言われますが，

これが実は問題だと考えます。さらに防水工事にあって

は，他の建材販売や施工形態には類をみない，工事保証

費の内部留保，ついで無償補修という悪循環の大きな問

題をかかえており，こと防水契約は関してたたけば安く

なるという姿勢は決して好ましいものではありません。

むしろたたいた分だけ将来の雨漏り補修費は対する保証

費が消費されるものとお考え願いたい。

ウレタソ塗膜防水にあっては，そうした悪循環を断ち

切り，むしろ従来2ミリ厚仕様のものを 3, 4, ,5ミリ

厚仕様へと， さらに信頼を高めるグレードアップ仕様へ

脱皮を図り，ンエアの拡大へと方向転換の時期にきてい

ることを痛感します。また単に塗膜厚さだけでなく，下

地調整層を含む仕様とか，防水層全面に補強布を張り込

む仕様， さらに良質の防水保護層や断熱材を設置する仕

様とか，改良改善の余地は身近かなところで山積してい

ます。

いま仮に10階建のビ）いをつくって最上階がひどく漏水

し， ピ）レ全体のイメージを打ち壊したとすると，屋根は

単に屋根にあらず，10階全体の財産価値を支えていたわ

けですから，平方米当り仮に 1万円の防水費用でもそれ

は 1,000円にしかすぎないのではないでしょうか。また

仮に平方米当り 1万円の防水費用でも10年間の保証書入

りで10年間立派に耐用したとすれば，年々わずか 1,000 

円の経費で貴重な財産や活動の場を保全したのであり，

償却して余りあり，しかも11年目以降は儲けものである

といわねばなりません。

世に10年， 15年， 20年限保証などという曖昧模糊とし

た保証期間が喧伝流布されていますが，建造物の瑕疵担

保の期間が 1年が 2年になったとしても，なんと気の長

い話ではないでしょうか。それが僅か1,500,_,2, 000円／

面の安値契約でなされているとしたら，なんと空恐ろし

いことではないでしょうか。

そこで，無償補修を実行されない10年限保証よりも，

真に実行可能な保証期間は 5年限が妥当説を提唱して，

この問題により前向きで建設的な討議を展開していただ

きた＜考えます。但し， 5年限保証においては，万一防

水層の材質や施工法に起因する漏水であると判定された

場合は，メーカー，施工会社ぐるみでそれこそ真の保証
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（内装，床材，叶器，備品，無形の損害を含めた）を実

行することは当然といわねばなりません。また防水業界

全体としても，工事保証書約款の検討，保険制度の導入

や，協会，工業界，組合，連合会ぐるみの連帯保証制度

の確立など，今後さらに積極的に取組むべき研究課題で

あると考えます。

ロ
7. 異種防水との取合いについての資料がほし

tヽ。

― ーロに異種防水層といいましてもアスファルト防

水，加硫ゴムシート防水，非加硫ゴムシー ト防水，塩化

ビニ）バシート防水， さらに塗膜防水の仲間でも大別して

5種類の系の材料があり， ウレタ‘ノ塗膜防水と個々の材

料との取合いを想定して検討する必要があります。

通常，スラブに立上りを設置し，立上り天端で 2種の

材料をオーバーラップして接続して押え層による物理的

拘束性をもたせた場合は，経年による材料相互の収縮，

剥離等の問題はさしてありません。しかしながら，大屋

根部分はアスファ）レト防水，それに接続する庇部分はウ

レタソ防水といった仕様がときとして存在し，水平面で

系の異なった材料を，しかも露出防水で取合う場合が問

題となります。

以下は一つの試案であり，大方の異論があろうと存じ

ますが，折角のご質問ですのであえて記述しご批判を受

けることにします。

①アスファル ト防水層とウレタン防水層との取合い

アスファルト防水層が下， ウレタン防水層が上の場合

は当然厚さが異なりますので，アスファルトコーチング

等で段差をなだらかにして下地ごしらえし，粘着性（自

着性）非加硫ブチ）レテープを中間へ介在してウレタンを

塗り継ぐとよい結果が得られます。非加硫プチ）レはアス

ファルト，アスファ）レト）レーフィングおよびウレタンヘ

粘着接着する性質があり，これを応用するわけです。ラ

ップ幅は30crn以上とし，ウレタン塗膜は補強メッジュ入

りと します。

またウレタソ防水層が下，アスファルト防水層が上の

場合は，ウレタンの上へ溶融アスファルトを流します

と，当然のことながらウレタン塗膜の表面が焼焦げる状

態となり，接着はしますが物性上好ましくありません。

従ってラップ部分のウレタソを厚塗りして養生し，その

上にラテックスにセメント，大量の砂，石粉等を混練し

たペーストを塗布，乾燥して前処理してのちアスファ）レ

トを流すとウレタソ自体の熱劣化も回避され，接着性も

さらに良好となります。アスファル ト防水層の端末へは

アスファルトコ ーチングをシー）レしておきます。

②加硫ゴムジー ト防水層とウレタ ン防水層 との取合い

加硫ゴムシート防水層が下， ウレタソ防水層が上の場

合は， ンート貼着用の接着剤をシート面に予め塗布，乾

燥してのちウレタンを塗り重ねるとよい結果が得られま

す。その際，前述と同様シートとウレタンとの間へ非加

硫プ天ルテープを中間へ介在して圧着しておくとさらに

よい接着効果が得られます。

またウレタン防水層が下，ジート防水層が上の場合も

同様，ジート貼着用の接着剤をウレタン面に予め塗布，

乾燥してのち非加硫プチルテープを中間へ介在し，シー

トを張り込んで十分に圧着すると好結果が得られます。

ラップ幅を十分にとることや， ウレタ‘ノ塗膜層に補強メ

ッンュを併用することは前述の通りです。

③非加硫ゴムシート防水層とウレタン防水層との取合い

これについては，上，下層いずれにあってもさして問

題なく接続接着が可能です。

④塩化ビニ｝レジート防水層とウレタン防水層との取合い

一般に塩化ピニ｝レシートはそれ自体で軽歩行仕上げ材

を兼ねており， ウレタンを塗り継ぐようなケースは唇と

んどないと考えます。万一生じた場合はどうするかとい

うことになりますと，塩化ビニ｝レの場合は可塑型のマイ

グレーンョン（移行，滲出）により，ウレタ‘ノの接着性

はほとんど期待できません。このような場合は，互いの

層の上，下の関係にかかわりなく ，特殊な接着強化プラ

イマーを工夫することになります。

⑤系の異なった塗膜防水材同志の取合い

これについては労働省認定教科書 「防水施工法」(P.

190) で触れておきましたが， 下記に表として再録しご

参考に供します。

Rゥレタン防水層（旧）とウレタン防水層（新）との取

合い

別表でも分りますようにウレタソ塗膜は， 一般に下塗

り，上塗りの日数があくほど接着しづらくなる性質があ

り，いわゆる層間剥離の問題が生じます。工事現場の事

情で一時施工を中断して， 日をおいて水平方向に塗り 重

ねてゆく場合は，ラップ部分をワイヤーブランやサ‘ノド

ペーパーで目荒らしし，プライマー塗布，補強メッジュ

挿入などの処理が必要となります。また同様に工事の一

時中断や防水層の手直し，補修工事，異なった施工業者

の手による場合などにおいて，下塗り，上塗り旧新塗膜

層の全面塗り重ねに際しては当然のことながら接着プラ

イマーによる前処理が必要です。

またウレタン系のうち，タールウレタン塗膜防水層が

下層で，その上層に異種の塗膜防水材を塗り重ねる場合

は，いわゆるター）レプリードによる変色の恐れがあり，
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接着性からみた新旧異種防水層の取合い

＼ 旧防水層 ゥ1/タ‘ノゴム アクリル樹脂 アクリ Jレゴム クロロプレンゴム ゴムアスファルト

゜
ター）レ△変色注意ウレタンゴム 目荒らし，プラ

イマー処理

アクリ）レ樹脂I旧屈の命燥注意 ◎ 

アクリ Jレゴム 旧屈の△乾燥注意 ゜

クロロプレソゴム
゜

△ 

ゴムアスファルト 旧屈の△乾燥注意 ゜

〔備考〕 ◎接着良好， 0接着良，△接着不良

ことに露出防水では注意を要します。以上主として異種

防水層の取合いの手法について述べましたが，接着強さ

の資料については個々の企業の技術資料にゆだねます。

ロ
8. 塗膜厚さの均一性の測定は可能かどうか？

—現在のところ，塗膜防水層を切り取らずにその厚

さを簡単に涌定できるような計器は見当りません。われ

われ協会内部の委員会でも前々から懸案事項の一つとな

っており， よいアイデアがありましたらぜひともお教え

いただきたい。こうした測定器が開発されますと，施工

業者の自主管理に役立つことはもちろん，完工時検査で

は威力を発揮し，ひいてはウレタソ塗膜防水の信頼性に

もつながります。

施工者の立場からみた塗膜厚さの均一化対策として

は，

①区割り施工 下地にゴバソ目にチョークで印を付

し，そこへ所定の塗膜厚さが確保できるよう所定の混練

材料を分配して均ーに塗布する。

②使用材料の確認ー一仕様に記載された塗膜厚さ（皿）

にその材料の比重を掛ければ 1平方米当りの材料所要量

(Kc;)が出るので，総施工面積に対する総使用材料が適

正であるかどうかチェックする。 （但し，プライマ ーは

厚みに寄与しないので除く）

③補強用織布の採用一ーガラス繊維，合成繊維による織

布は糸の太さ，密度（経緯の本数）がほぼ／定であり，

所定の材料が塗り込まれなければ，糸目がそのまま浮い

てみえるので下塗り，中塗りの段階でチェックする，な

どの手段を挙げることができ，極力厚みムラを排除する

よう施工者は努めるべきです。そのしまか塗布回数を増や

ター）レ△変色注意 ター）レ変゚ 色注意 ゜

゜ 旧層の△乾燥注意 ◎ 

◎ 旧層の燥△乾注意 ◎ 

△ ◎ ◎ 

゜ 旧層の乾゚燥注意 ◎ 

すこと，下塗り上塗りで直角に交叉すること，ウー）レ口

ーラーを活用して均し掛けを行うことなども膜厚の均一

化対策として有効です。

ロ
9. 下地の補強部位以外に補強メッシュは用い

ないのか？

ー一ウレタソ防水が始まった初期のころは， ウレタソ

単体を 2~3回塗り重ねる仕様が多数を占めておりまし

た。 （これを仮に単層ウレタソ塗膜防水と呼ぶ）。これ

はウレタン塗膜防水材が他の塗膜防水材に比らべて， 一

回の塗布量で容易に厚い塗膜が形成でき，塗膜の弾性範

囲が広く引張強さ，引裂強さがともに大きく ，伸び能力

も大きいことから単層ウレタソ塗膜防水でも安全であ

り，十分に耐用すると考えたためです。

しかしながら実際の場では，単層ウレタソ塗膜防水で

はときとして下地のき裂部位の直上で破断，漏水をみる

ケースを経験するようになり，それまで単に下地に既に

発生しているき裂や打継ぎ箇所，出すみ，入すみ，パイ

プ， ドレイソ回り等で塗膜の部分補強的に用いていた各

種素材から成る織布や不織布を防水層全面に敷き込む仕

様に押し拡げる趨勢となり ，現今ではこうした仕様が圧

倒的多数を占めるに至っております。 （これを仮に複合

ゥレタソ塗膜防水と呼ぶ）。これはちょうど自動車タイ

ヤが，ナイロンやポリエステルのチェファ， スチー）レメ

ッンュを用いることで格段と性能が向上したことと似通

っています。

単層ウレタン塗膜防水，それも比較的塗膜厚さの薄い

防水層が経験する下地き裂による破断現象の原因をさぐ

ってみますと，
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I)塗膜の薄い部分，または厚い部分から薄い部分へ移

行する箇所での破断→

II)施工時に生じたピソホー）レまたは気泡が誘因となっ

た破断

m)下地のき裂と塗り継ぎ目や，へらムラの波跡とが重

なった近辺での破断

IV)下地コ ンクリー トの打継ぎ箇所や，下地モルタルの

塗り継ぎ断層での破断

V)塗膜が下地に強固に接着しすぎた箇所で下地の大き

いき裂による破断

VI)塗膜に生じたフクレの膨張収縮による破断

などが挙げられ， これに対して各種素材による織布ま

たは不織布を用いて改良強化された複合ウレタン塗膜防

水層に期待する作用および効果は，

①下地と塗膜とが強固に接着してい ても， コンクリー

ト，モルタルの乾燥収縮やスラプの曲げ歪等により下地

にき裂が生じた際は，強度の大ぎな補強材によってき裂

周縁部に剥離が生じ，塗膜にゼロスパンテ‘ノショソがか

かること，塗膜自身に大きな歪が発生することが回避さ

れて塗膜の破断が防止される

②下地のき裂発生後においても，き裂発生および伸縮挙

動に伴なう歪応力は補強布によって吸収されるので，塗

膜の力学的及び化学的疲労劣化が回避され塗膜のクリー

プ破断が防止される

⑤補強布が表面に出ないように注意して塗布することに

よって，ほぼ一定の厚みの塗膜が確保される。また，下

地に凹凸があっても，補強布によって凹凸に無関係にほ

ぼ均ーな厚みの塗膜を形成し得る

④立上り部においては，補強布が未硬化の塗膜を保持す

るため塗膜の垂れ下がりを防止し得る

⑤補強布によって塗膜を補強しているために，プライマ

ーによって下地と塗膜との接着力を強固にするように設

計し得るので，フクレの発生は沿とんど抑制することが

でき，万一発生してもフクレの突出部が小さく，かつ温

度差によるフクレの膨張収縮の度合を補強布が抑制する

ために，塗膜自身が受ける負担が小さく， ，塗膜の破断は

回避される，などを挙げることができます。

従って複合ウレタソ塗膜防水層の性能に寄与するどの

ような補強布を選択すべきか（材質の選定）， また補強布

をどの段階で（仕様の決定）どのように塗膜層に張り込

めば（エ法の決定）防水層の耐き裂性向上に寄与するか

が問題であり，ゥレタン防水材自体の質的向上と相まっ

て今後の研究課題でありましょう。

補強布に要求される一般的な条件としては，①耐水性

がよいこと，②腐蝕しないこと，③ウレタンとの接着

性，なじみがよいこと，④引張強さと引張伸びとのバラ

ソスがよいこと，⑤熱収縮率が小さいこと，などに要約

できます。たとえば，糸の細い，強伸度に乏しい織布を

用いると，下地のき裂に遭遇した場合，補強布が先に切

断し，防水層は単層ウレタン塗膜の場合と同じ状態とな

ってクリープ破断する結果となります。ガラス織布は腐

蝕せず，強度に富んだものがありますが，一方伸び性能

がほとんど期待できないきらいがあり，ある段階まで引

張り応力が加わると同様の結果をもたらしやすいので，

その下地への適用の仕方を工夫する必要があります。ま

た地の厚い合織不織布を用いると，ウレタンの浸透性が

わる<,耐き裂性は向上しても施工時のエアの内包によ

る施工後のフクレを招来する結果となります。いずれに

しても補強布については今後，アスファルト）レーフィン／

グ並にある種の規制，少くとも引張強さ， 伸び率，吸水

率， 加熱収縮率， 織布であれば糸の太さ， 密度， 重量

(g/mり，不織布であれば繊維直径(μ)，厚さ，通気

性等に関する上，下限規格値化を推進する必要性があろ

うかと存じます。さもないと，どんなクロスやメッジュ

を用いても複合ウレタソ塗膜防水だとなると，悪貨は良

貨を駆逐しかねなくなります。

ごく最近，日本建築学会の JASS 8改訂見直しの

作業と呼応して本協会では会員各位にアンケートを回わ

し， S, SRC, RC造屋根， ALC, PC板屋根別に

300吋以下，以上で「現在主としてどんな仕様のウレタ

ソ塗膜防水工法を実施しているか」について，仕様実態

調査を行いました。その結果集約されたのが下記 A)

B)の2仕様でありました。

A)仕様

1. プライマー

2. ウレタン／

3. 補強布

4. ウレタン

5. ウレタン

6. （ウレタソ）

B)仕様

1. プライマー

2. 接着剤

3. 補強布

4. ウレタ‘./

s. ウレタン／
6. （ウレタ‘./）

すなわち，最近におけるウレタソ防水の大多数は複合

ゥレタン塗膜防水工法であるという結論です。ただA)

B)仕様の相違点は， 補強布をウ l/タソで張り付ける

か，接着剤で張り付けるかの差であったこと，塗膜厚さ

は部位別の重要度に応じて， 2,2. 5, 3, 4, 5ミリの各

グレードであったことをつけ加えておきます。
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製品一覧 順不動

製品名 iメーカー I 規 格

新東洋合成・日本
パネコートRS-A パネコートウレタ 歩行用 (RC構造）

ン防水協組
// EC-A 非歩行用 (//)

11 OK-A  

11 I R-A 

II BW-B 

II (RC, ALC) 

室内 (RC構造）

2 Kr;/m2 

パネコートスマッシ1新東洋合成諒 IRS-H
II 

II 

ARウレタンAU工法旭化成工業

ARウレタンND工法 ／I 

AU-F工法 I/ 

ND-F工法 II 

マナタイト A 工法 マグナ工業膀

II AS  11 II 

II B II I II 

II B s II I II 

II C II I II 

II CS  II I II 

II E II I II 

／／ RF 11 I II 

2

5

 

-

l

 
J

J

 

1. 7kg/m汽 1.5鴨

2. OKc;/m2, 2. 0況

1. 4Kc;/m2, 2. 0況

1. 8Kc;/m2, 3. 0鴨

印
）
／
価
g
単
格
共
価
工
準
材
標
（ 備 考

2,100 ノンタールウレタン 3回塗 モ
｝レタ｝レ押え

2,500 
ノンタールウレタン トップコー
ト仕上げ

3,000 
ノソタールウレタン・緩衝材使用
4回塗5工程

2,300 
ノンタールウレタ ソ 4回塗 モ
｝レタル押え

2, 700 1;ヽ-fリウレタン樹脂 無溶剤 2液型
常温硬化

保護工法

露出工法

保護工法

露出工法

保護工法

露出工法

露出工法

歩行工法

3,800 
屋上歩行防水（カラ ー，ノ ンス リ
ップ）
体育館床色：グレ ー，グ リーソ

5,400 インデアンレッド

12,000 ゴルフ場

1, 900 タールウレタン 2回塗

2,600 I 3回塗補強布入り

2,100下地調整付特許工法

2,800同上補強布入り

2,200 I均，保護モ｝レタル別300吋基準

2,400 I II 

2,500 I II 

2,700 I II 

2,700 I ” 
2,900 I II 

3,000 I II 

4,500 I // 

パンレタン CU-2 保土谷化学工業掠 2,650 
タールウレタン系 屋上仕様 (R
c構造）

II AU-3 ff 2,900 
ター）いウレタン系 屋上仕様 (p
C及ALC) ・ 

II I U-4 II 2,250 
タールウレタン系 屋内仕様
50m2内基準

II I U-5 II 2,250 
タールウレタン系 室内仕様
50吋以上基準夕

ミリオネート SA  II 2. 5Kg.／吋使用クロス入 2,700 
タールウレ ン系非歩行用防水

屋上仕様ゥ
II CS  II ／／ 3,200 

カラー レタン系露出防水 (3
色）

11 CS-RF II 2. SK9-/m2-1. SK9-/m2 4,500 
カラーウレタソ系 歩行防水 (9
色）

ミリオプレーフ II 2. 5K<J-／吋使用 クロス入 2,900 カーポンウレタソ系

レップS ブラック l大手起業諒 IRC下地厚2.0呪l
ノSンK9-タ/ールウレタソ 寒冷紗仕入上

2,800 2. m2コテ塗ジルバー げ
非歩行用
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製品一覧

製 品 名 Iメ ーカー I

レップF カラー大 手 起 業

// U F I Cカラー II 

II UFIカラー I II 

アイカウオWー-プ1,ル アイカ工業飼
500 

II w-1, 800 II 

II W-1, 900 II 

プルーフロンT-10 日本特殊塗料

II C-100 I II 

II N-500 1 II 

規 格

RC下地厚2.0鴨

尉ば単
格
共
価
エ
準
材
標
（

備 考

II 

II 

3,000 カラ ーウl/タソ寒冷紗入2.SKr;/m2 
コテ塗トップコート仕上げ歩行用

3,500 ウレタソ床材（歩行用） 2.SKr;/ m2 
コテ塗

3,800 ウレタソ床材（歩行用） 2.SKr;/m2 
コテ塗

タールウレタ‘ノ（保詭モ）レタ）レ附
水用）

カーボンウレタ‘ノ ( II ) 

カラ ーウレタソ（露出用）

タールウレタン2:1 塗膜防水材
2鴨厚ピニロソクロス入I2, 200,...,2，冗0|黒，伸び700形以上ゴムヘラ 2回

塗り
ポリウレタ‘ノカラ ー色5種 露出

2,900 I型塗膜防水材 5色耐侯性 2,000
時間異常なし ゴムヘラ 2回

3,200 Iノンタ ー）レ黒2: 1塗膜防水材

II 

2況ピニロンク ロス入
ン）レバー仕上

ディックウレタン
日本ラィヒ
1 ホールド祠

C-2-C 厚 2%

II II IR-2-C ／／ 

II II I S-6 厚 6鴨

II II IZR-2 厚 2鴨

II II I DR-2 II 

ユープレン 1505 吉田製油所 配合比1: 1 2.0呪l

II 200S ” 1 : 2 2. 0鴨

II 250 II 1 : 1 

” 1000 
II 1 : 1 2.0鴨

II 110 II 1 : 2 2. 0況

ダイシール UT-310日本化成掠厚 2況

// u c-10 // II 

3,300 軽歩行用露出，クロス入りカラー
仕上

3,100 非歩行用露出，ク ロス入りジルバ
ー仕上

6,800 特殊舗装，スポーツ床仕上，カラ
ーノンスリップ

3,600絶縁非歩行用露出， シルバー仕上

4,900断熱非歩行用露出，ジルパー仕上

(RC) 
2, soo Iポリウレタ‘ノ 軽歩行露出防水

2,000 

2,200 

3,000 

2,200 

II ター）レウレタン水平用

II 水平用

II 歩行用露出防水床用

II カーポ‘ノ変性水平用

2,000ター）レウレタ‘ノン）レバー仕上 非
歩行用

2,500露出用 カラーウレタソ カラー
仕上

ケミツルース UNIシフカー建設工業闘 UN-15

II 

II 

II II 

UN-20 

UNG 

UC 

2,500 ノンタ ールウレタン簡易工法

2,700標準工法 需出ン）レバー仕上

3,300強化工法

2,900カラーウレタソ

サルコート＃500| 昭和石油
アスファルト闘

I SAL I-C 2,300 Iタールウレタ‘./ 2回塗 2鴨
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製品一覧

製 品 名 1メーカー I 規 格 印
）
／
価
国
単
格
共
価
工
準
材
標
（ 備 考

サルコート G 
昭和石油
アスファルト闘

I SGL-C 

サン ・ルーフィング
#100 
富士化学工業掠 F-100工法厚2況

11 #300 I II I F -300 11 

11 #1101 11 I F-110 11 

II #200 

レップ

II UF  

II 

3,100 Iノンター）レウレタ‘ノ 2回塗 2呪

パラックス

II 

II 

II 

S Iラサ合成樹脂総

II 

F-200 11 

フレックスWコPー-ト100 東海化学産業節 Fl（マ ッに［法）2靭／m'

11 11 F2（グラスク ロス入） II

II II I 用F）32 （Kマ<J/ッm2ト，グロス併

II II F4 2 Kr;/m2 

グリーンコート＃100 ” Gl工法

II II G2工法

II II IG3工法

II " G4エ法

カラーフレFッCク-ス5 ff C 1工法
00 

” 
II C 2工法

ベルウレックス 鐘紡合成化学掠 厚 2鴨
us 200 

II UM  200 II II 

II U G 200 I I/ II 

シーカフレックス 日本シーカ掠 厚 1.5~2%-TR 

ハイセル Tu-10 東邦化学工業 2 K(}／吋ク ロス入り

(59) 

2,000ター）いウレタン／

2,400 ノンター）レ

2,600 カラーウレタ‘./

3,500 II 

E 三井東圧化学翰 2鴨厚塗布トップコー
ト仕上

G II 2鴨厚塗布グレ一色

F II 2鴨厚塗布カ ラー 7色

EF II R2鴨＋ 1況R塗布力
ラー 7色

EC II 5呪厚塗布カラー 4色
ノンスリップ仕上

非歩行用（タ ー）レ，ノンタ ー）レ，
カラー）

歩行用（ノソター）レ，カラ ー）

2,800 
伸び率850%ノンタ ールウレタ‘ノ
防水用

3,200伸び率750% 防水用

3,800伸び率300%耐摩耗防滑性l［床用

4,500防水歩行併用屈耐摩耗防滑性ニ；-

8,500防水弾性安全舗装用

2,600 何れもノソター）レ 需出用はこ

2,400 1旦贔二2プ）軽歩
3,300 s （シルバー）非歩行）上乗せ
2,000 用500円／m2

5,000学校集合住宅防水

4,100 ノンス リップ歩行用防水

3,600 マンション廊下

3,300学校，病院，体育館の床

L 350事務所，調理場，倉庫

事務所，病院，マンション，ホテ
2,700 ｝レ，応接室

2, soo Iター）レウレタン，ン）レバーコート

2,650 クロス入り，ツ）レバー仕上

2,750 
クロス入り，モルタ）レ押え（砂・
セメント）

2,750 クロス入り，グレ一色

ター）レウレタン，2液混合型，2層塗
2, soo I布仕上下地処理用プライマーも含
む



製品一覧

製 品 名 1 メーカー I 規 格 昌ほ単
格
共
価
工
準
材
標
（

備 考

ハイセル TU-20I東邦化学工業 I2 K<j／吋グレー

II TU-30 ／／ グロス入り

日曹サンシール三井日曹ウレタン闘 2.5K9-/m2 

日曹カラーコート ／I | II 

r日曹カラーコートF I II | II 

ダAイ-フ1レ工ッ法クス防水 大和高分子工業闊 2. 2Kr;/m2 

A-2 II I/ 2. 0 II 

A-3 ” 
II 2. 7 II 

AS-1 II II 2. 4 II 

A S-2 11 II 2. 2 II 

A S-3 11 II 2. 9 II 

BS-1 II II 3. 9 II 

B 5-2 11 II 3. 7 II 

B S-3 11 II 4. 4 // 

U •S フ工ロ法アー II 2. 2 II 
F-1 

F-2 ” 
I/ 2. 9 II 

F-3 II II 6. 5 II 

F-4 II II 5. 2 II 

F-5 II II 8. 7” 

F-6 ” 
II 8. 2 // 

ダイコー工ト法 II 0. 6 I/ 
E-1 

E-2 II II 1. 7 II 

E-3 II II 1. 7 11 

E-4 ” 
II 2. 8 II 

E-5 II II 12. 6 II 

E-6 II II 2. 6 II 

E-7 " II o. 8 II 

E-8 II II 1. 2 II 

ハマタイトU-7000I横浜ゴム拘 ¥RCエ法（露出非歩行）

II II GCエ法（非露出）

3,500 カラーウレタン，ジ）レバーコート
軽歩行用

2,700 ノソター）レ

2,500ター）いウレタソ 2層仕上

3,150カラーウ l/タソ 2層仕上

3,500床用カラーウレタン／

2,200 I歩行用（保護モルタ｝レ必要）防水

0

0

 

0

0

 

5

0

 

9

9

 

2

3

 

2,800 

3,300 

3,600 

II 

2,600 I非歩行用 露出防水

II 

4, soo I歩行用 ，露出防水

4,800 

5,300 

2,900一般床

3,800デラックス床

II 

II 

6,500体育館床

6,500体育館

9,000 ゴルフ場クラプハウス床

6,000屋外通路ベラソダゴ｝レフ練習場

1,300防じん床・プー）レ

3,000一般床・学校・倉庫・食堂

3,200 
耐薬品床・実験室・メッキ室・機
械室

1,800ノンスリップ床・工場・プールサ
イドノンスリップ床

6,500樹脂モ｝レタル・工場・実験室・駐
車場・薬品そう・ピッ ト

5,500汚水処理そう・メッキ処理そう

1,300防しょく 塗料・パイプタンク・ 化
学プラント

1,800防しょく塗料・廃液溝汚水処理そ
ぅ

3,100 I 
ポリウ l/タ‘ノ系 2液 2回塗り
（クロス入り）色グレー

II 
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製品一覧

製 品 名 1 メーカー I 規 格 I標準価格（円／mり
（材工共単価） I 備 考

アクアコート＃1000 小松合成樹脂闘 w-2工法 2.5鴨厚

II #2000 II W-4工法 II 

II #2000 II w-6エ法 II 

II #2500 II W-8工法 II 

ウ レボン U 閻東京ボース工業社IUB-200 2.0加黒

II II 

R
 

II 

II 

II N 

II 

II 

#35 

#22 

ウレタイル

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

U C-240 2. 47%t 11 

R B-200 2. 0況各色

R C-240 2. 4呪; II 

RBT-200 2.0鴨 II

RPB-200 2.0況 II

RP C-240 2.4鴨 II

NS-200 2.0鴨ジルバー

NT-240 2.47%1各色

NCT-260 2.6呪 II

NP S-200 2. 0加
ジ｝レバー

フローン＃11I東日本塗料 I厚 1.5鴨， 2K9-/m2 

II II 

II 

II 

II 

厚 1.5況，本材2Kr;/m2 

3,100 タールウレタソ， モルタ｝レ仕上
クロス入り，歩行用

3,800 ノンタールウレタン，露出工法，
クロス入り非歩行用ジルバー仕上

3,800 カラーウレタン，露出工法， クロ
ス入り非歩行用

4,500 カラーウレタン， 露出工法，クロ
ス入り軽歩行用

2,400一般陸屋根用歩行用保護モルタル
工法（モルタル工事は別途）

3,000重要陸屋根用歩行用保護モルタ）レ
工法（モルタル工事は別途）

2,900一般陸屋根ベランダ用露出カラー
仕上

3,700 II 露出カラー仕上
（メッジュ入） トップコート塗布

3,600軽度歩行用一般屋根露出カラー仕
上トップコート塗布

3,100ALC, PC板構造陸屋根用 軽
量構造屋根露出カラー仕上

3, 900 I.,. ~,_r_ 11 軽量構造屋根，露
出工法（メッジュ入）カラー仕上

2,900一般陸屋根ベランダ用 露出ン）l/
バー仕上

3,400軽度の歩行用一般陸屋根 露出力
フー仕上トップコート塗布

3, 800 I,. II 露出カラ ー仕上
（メッジュ入） トップコート塗布

3,000ALC, PC構造陸屋根用軽量構
造屋根，露出工法，ン）l.1バー仕上
屋上防水用カラーウレタソ，金ゴ

3,000テ仕上，軽歩行用， 6色
ノンター）l/ウレタソ，金ゴテ仕上

2,700非歩行用，グレー
化粧床用カラーウレタン，金ゴテ

3,800仕上，歩行用， 6色
壁面用カラーウレタン，下・中・

4,500上塗，壁面用，各色

ダイシールUT310 日興レジン工業 NL-EP-1工厚法2，. 5鴨

” ” ”E 2工法，厚1.3呪
II II I 11 3 A工法，厚2.0呪

／／ II I 11 3 B工法，厚2.0況

II II I 11 4 A工法，厚2.5鴨

II II I 11 4 B工法，厚2.5況

II ” |” 10工法，厚2.5鴨

ダイシールuc-10 II ,, Cエ法，厚2.5啜

ソフラン R II NKジームレス，厚2.0鴨

硝子クロス入，ノソター）レウ 1/タ
4,700 、../3層仕上保護モルタ）レ歩行用

2,650 12層仕上，保護モ）レタ）レ

3,600 
ノソター）レウレタ‘ノ 4層仕上，
ツ）レバー仕上，非歩行用

3,800 
3層仕上，保護モ）レタ）レ 室内
（厨房等）

4,200 Is層仕上，ツ）レパー仕上非歩行用

4,400 14層仕上，保護モルタ）レ 歩行用

4,500 
硝子クロス入 3層仕上，ジ）レバ
ー仕上非歩行用

4,000用
カラーウレタ‘../ 2層仕上軽歩行

3,900吹付防水，厚み制限なし
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製品一覧

製 品 名 lメーカー I 規 格 1標準価格（円／m＇）
（材工共単価） 備 考

ウレシール HCI科研塗料諒 I厚 2.07%, 

” T-3 I II II 

II HUI II II 

II R-1 II II 

II k-M II 厚 5.0鴨

II T.D ” II 2. 5鴨

、リオネート 武山工業 総 A-1工法， 2 KCJ-/m2 

II II A-3工法， 2.SK9/m2 

II II I外壁工法， 1.2Kf!-/m2 

II II 室内床工法， 2 Kr;/m2 

エポロプルーフ イサム塗料 鈴 ② 2~3kg/m2 

” ‘’ 
II 

II II 

II II 

II II 

II ff II 

2,800平面用，カラー， 露出軽歩行用

3,200垂直面用，カラー， 立ち上がり面
斜面

2, 300 IF! Cハイカーボ‘ノカラー又はジ）レ
バー仕上

2,200 NTノソタ ー）レ，カラー又はン）レ
バー仕上

2, 000 IT-100ター）レ，保護モルタ）レ

3,700吹付タイ）レ，壁面吹付ガン，各設
計指定色

レスキュードウレタンI光清化成建設腕 I1 m2, 厚 2呪

イチミックス防水材

レクロンシート

コーセーライト

3,000 

2,000 モルタ）レ防水材

2,500合成ゴムジート

3,700 ウレタ‘ノ ンート併用防水

ソフラン UT-20 
シールUT-301日本ソフラン化工鈴

UN-20 
UN-30 
uc-20 
UC-30 
UG-20 
UG-30 

II 

II 

II 

II 

II 

18,e 

厚 1呪

lmり厚 2.6鴨

2 Kg.工法
3 II 
2 Kg.工法
3 II 

2kg工法
3 II 

2 Kg.工法
II 

3,300 ハイカーポンウレタン特殊硬化剤
非歩行用

2,100 ノンター）レウレタン，非歩行用

3,000 ハイタ ールウレタン，非歩行用

3,500 カラ ー仕上，露出用

8,000 ゴ）レフ場，テニスコート用

4,000 カラー仕上， 特殊工法，歩行用

2,500 ガラスクロス張，シ）レバー塗，露
出非歩行用

3,500 ガラスク ロス張カ ラー仕上， 露
出歩行用

2,800 カラー仕上（足場別途），露出用

4,000 カラー仕上，露出用

2,000 
2, 600 }ター）レウレタソ

2,100 
2,700}ァスファルトウレタ ソ

2,700 
3, 400 }グレーウレタソ

2,700 
3, 500 }グリ ーソウレタ‘./

ニッショーコート 日商化成鈴 ISM3335, A工法，
厚1.8鴨 2, ooo Iタールウレタソ 2回塗り

II 

II 

II II 

II As工法 ／I 

II(絶縁）B工法，
厚2.4鴨

II B s工法 II 

SM8885, Cエ法，
厚2.0呪

2,300 

2,500 

2,800 

II 

II 

II 

ジルバー仕上

ン）レバー仕上

2,300 Iカーボンウレタン 2回塗り
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製品一覧

製 品 名 Iメーカー I 規 格 1標準価格（円／m＇）
（材工共単価） I 備 考

ニッショーコート

II 

日 商化成 諒 I
S M8885, CS工法，

厚2.0鴨
II ACエ法，

厚1.8嗚
SM3000, N工法，

厚0.8%
II 

2,600 カーポソウレタソ ジルバー仕上

3,000 カラーウレタン 2回塗り
ヽ

1,400 牙ヽ オプレ ンハイ バロン弾性層， 3 
回塗 り

グランドシール＃100

II 

11 #2000K II 

II II 

II #2900 

II 

II #3000 

日立化成工業翰
GK-RC-I工法，
厚2.07%1,2.SK9-/m2 

” 
GKT-RC-I工法，
厚2.1%，2. 8kg/m2 

GK-RC-I工法，
厚2.0鴨，2.SKc;-/m2 

GKT-RC-I工法，
厚2.1%，2. 8kg/m2 

GK-RC-I工法，
厚2.07%1, 2. SK9-/m2 

GKT-RC-I工法，
厚2.1鴨，2.8K9-/m2 

GK-RC-I工法，
厚2.0鴨，2.SK9-/m2 

GKT-RC-I工法，
厚2.1鴨，2.8K9-/m2 

II 

II 

3, 150 タールウレタ ン，黒色， 寒冷紗入
り， 3回塗り

3, soo I ,, 保護塗料仕上げ

3,870 ノソター）レウレタン，灰色， 寒冷
紗入り， 3回塗り

4, 370 I ,, 保護塗料仕上げ

3,240 ノソタールウレタソ， 黒色，寒冷
紗入り， 3回塗り

3, 390 I ,, 保護塗料仕上げ

3,870 ノソタールウレタン，灰色，寒冷
紗入り， 3回塗り

4, 370 I " 保護塗料仕上げ

ES-D 

ES-S防水工法 エイコー産業掠厚5鴨非歩行露出（断熱）

ES-M 11 
厚1.5鴨保護

モ｝レタ｝レ打ち

厚2.0呪歩行用露出II 

ES-DP 11 

II 

II 厚6.0鴨 ／I (断熱）

ニッカウレタイト
#100 
総日本化学研究所 1.5呪厚 1.8kg/m2 

2.謬厚 2.OKr;/m2 
II #2001 II I !・ ~加厚 l. 8kg/m2 

2.0呪厚 2. 4Kr;/m2 

ウレタン MU-125 モルナイト興業誅

MS-135 11 

ハ イデラーー51 II 

MU-120 II 

MU-330 II 

オートンシーラー I II 

モナコートu（平吹） I II 

II （玉吹） I II 

モナコートリシン I II 

クリーンコート I II 

ビューフロアー I II 

ビューフフロ-―・ アー II 

ラックス | 

カラゾーンコートU#51 ／／ 

2 Kc;／吋使用

3. SKc;／吋使用，
クロス入り

5％厚仕上

2 Kc;／吋使用
ノソター）いウレタ‘./
2 K<;;-/m2クロス入り
カラ ー1.SKCJ/m叶士上
l. 0cm X 1. 0cm X 1 m 

ゆず肌仕上

玉吹模様仕上

シミン仕上

2,000 ポリエチレ‘ノジート ポリウレタ
ソン）レバー

2,000寒冷紗張りポリウレタン 2回

3,300 ゴムジート ポリウレタ‘ノカラ ー
2回

4,000 ポリエチレンツート，ゴムジート
ポリウレタソカラー 2回

2,500タールウレタン モルタ）レ仕上
2, 800 I 11 
2,900 ノソター）レ グレー ウレタン露
3,300出工法 ” 

2,300歩行用

3,600歩行用

7,000歩行用

2,650非歩行用

4,100軽歩行用

700ジー）レ防水

3,500外壁吹付防水

4,200 

3,000 

II 

II 

2鴨厚

3?％厚

5呪l厚

2,000防塵床

3,800一般床

5,000 

7,000球技用床
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昭和52年度 日本ウレタン防水協会 役員名簿

第一工業製 事 理 日立化成工業 紛

会 長 久 板 勉 薬役腕第 1 取開発締 II 保土谷化学工業翰
事業部長

//. 三井東圧化学諒
副会長 大和高分子工業 柿

” 柿プルーフ産 業副会長 闘プ ルーフ産業

” 武 山 工 業翰 施工部会長

II 大 手 起 業 鈴
理 事 第一工業製薬 跨

II 常 陽 産 業縣
II 三洋化成工業 梱 原料部会長

” 糠信 渥 青 飼II 武田薬品工業跨

” 株）ノゾ工技研工業II 東邦化学工業跨
II ョ ッヤ防水翰

II 日本ラィヒホールド梱
専務理事 石 JII 達 次 事務局長

II 三井日曹ウレタン総
監 事 日本ソフラン化工総

II 大和高分子工業闘
II 鐘紡合成化学総

II 科 研 塗料 條 加工部会長

” 新東洋合成卸
II 日本特殊塗料跨

II 東海化学産業縣

専門委員会 構成

摘要 総務委員会 p R 委員会 職訓委員会 技術委員会 JASS対策委員会

委員長東邦化学工業跨 三井日曹ウレタン 誅総ARセンター 保土谷化学工業 翰 保土谷化学工業 棘

副委員長科研塗料 諒 大和高分子工業靱プルーフ産業跨 日本ラィヒホールド掠柿 A R センター

委 員 三洋化成工業膀 日本ラィヒホールド翰 ョッヤ防水梱 鐘紡合成 化 学闘 鐘紡合成化学諒

三井東圧化学掠 條東京ポース工業社 科研塗料総 腕 A R センター 三井 日曹ウレタン跨

腕プ）レーフ産業 諒プル ーフ 産業 新東洋合成総 三 井 東圧 化学諒 日本ラィヒホールド誅

武山 工業（掬 昭和石油アスファル ト諒
翰ノゾエ 大和高 分子工業諒 大和高分子工業腑
技研工業

第一工業製薬誅 第 一工業製薬闘 第一工業製薬跨 武田薬品工業総 三井東圧化学蛉

三洋 化成工業梱 ョッヤ防水鈴

日立 化成工業蛉 第一 工 業製薬諒

ョッャ防水跨

日本ソフラソ化工掠

東邦 化 学 工業掠

第 一工 業 製薬総
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会員名癒
昭和52年 7月現在

左から会員・所在地 ・〒・電話 （代表）

●原料部会

三洋化成工業飼

第一工業製薬跨

武田薬品工業掠東京支店

東邦化学工業総

日本ソフラソ化工跨

日本ラィヒホールド餘

保土谷化学工業掠

三井日曹ウレタ、ノ跨

京都市東山区一橋野本町11-1
京都市下京区西七条東久保町55
東京都中央区日本橋2-12-10
東京都中央区日本橋蛎殻町1-11
大阪市西区江戸堀上通2-5
東京都中央区日本橋通3-7-20
東京都港区芝琴平町2-1
東京都港区赤坂4丁目13-13

デイックビ）レ

東亜赤坂ビ）レ

605 
600 
103 
103 

550 
103 
105 
107 

075-541-4311 
075-313-5131 
278-2780 
668-2271 
06-441-8801 
272-4511 
502-0171 
585-6191 

R加工部会

翰

イサム塗料総

跨エービ ー ン一商会

鰐A. Rセンター東京支店
跨オリエ、ノト

科研塗料諒

鐘紡合成化学諒東京支店

小松合成樹脂紛

斎藤闘野田工場

三和塗料跨

昭和高分子総大阪支店

昭和石油アスファルト総

新東洋合成総

ア イ 力 工 業

大和高分子工業総

中央化成総東京支店

中外商工條東京支店

柿東京ボース工業社

東海化学産業諒

東都化成椀

日商化成諒

日本化成跨

日本シーカ諒

日本特殊塗料掠

日本ラィヒホールド諒

掠

跨

総

諒

ディックビ）レ

日 立 化 成 工 業

東日本塗料

富士化学工業

保土谷化学工業

愛知県名古屋市中区丸の内 2丁目20-19
タキヒヨービ）レ20F

大阪市東淀川区三津屋南通4-10
東京都千代田区永田町2-12-14
東京都港区新橋6-1-1 秀和御成門ビ）レ

福岡県大牟田市三坑町8
東京都大田区大森西4-1-5
東京都品川区五反田7-22-17 TO Cビ）レ

千葉県野田市中里222 中里工業団地
野田市中里工業団地

東大阪市水走170
大阪市東区京橋2-15 松村ビ）レ
東京都品川区南大井1-7-4
大阪市西区西本町2-5-19

ニューオカザキバンピ）レ

東京都文京区本駒込6-15-16 第6六義園ビ）レ

東京都中央区日本橋室町2-4 共同新室町ビ）レ

東京都台東区東上野3-22-1 上野第一ビ）V
東京都荒川区西日暮里2-45-2

神戸市兵庫区下沢通8丁目4-8
東京都江戸川区船堀2-15-4
大阪市東区内淡路町2-9-2 丸作ビ）レ

大和市下鶴間乙 6号一2758
平塚市長瀞1-1
東京都北区王子5-16-7
東京都中央区日本橋通3-7-20
東京都新宿区西新宿2-1-1

新宿三井ビ）レ（私書箱233)
東京都葛飾区堀切3-25

東京都中央区八重洲 1丁目8-17
東京都港区芝琴平町2-1

460 

532 
100 
105 
836 
143 
141 
270-02 
270-02 
578 
540 
140 

550 

113 
103 

110 
116 
652 
132 
540 
242 
254 
114 

103 

160 

124 
103 
105 

52-202-6966 

06-302-5801 
507-7039 
434-8411 
09445-4-3111 
763-9251 
494-2741 
0471-29-3121 
0471-29-4331 
0729-62-0885 
06-942-2201 
761-4271 

06-541-1931 

947-4411 
241-2181 

834-6241 
801-1151 
078-576-2095 

680-1331 
06-941-7385 
0462-61-7245 
0463-21-1101 
913-6135 
272-4511 

346-3111 

693-0851 
271-2271 
502-0171 
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■会員名簿

マグナ工業総

三井東圧化学翰

三井日曹ウレタン鈴

モルナイト興業膀

横浜ゴム翰

翰吉田製油所

ラサ合成樹脂諒

東京都渋谷区代々木1-31
東京都千代田区霞ケ関3-2-5 霞ケ関ビ）レ
東京都港区赤坂4-13-13 東亜赤坂ピ）レ
東京都新宿区市谷田町2-7 東ビ）レ
東京都港区新橋5-36-11
東京都台東区上野3-26-1
東京都千代田区岩本町2丁目3-1 山進ビ）しノ

151 
100 

107 
162 
105 
110 
101 

370-2211 
581-6111 
585-6191 
260-3231 
432-7111 
831-4171 
862-0651 

● 施工部会

翰

膀

誅

所

翰

圏

翻

諒

業

水

ソ

亜

所

一
総

諒

掠

跨

事

梱

諒

店

僻

僻

所

掠

棘

総

総

業

商

業

タ

業

工

究
ソ

業

エ

ン

業

業

業

材

業

実

助

エ

エ

業

水

業

業

業

業

業

工

防

ヒ

研

セ

ジ

工

産

水

事

．

ジ

設

ラ

ェ

ェ

術

工

＞

産

防

材

一

起

防

藤

イ

水

工

建

フ

一
産

之

水

工

工

建

エ

レ

一
ソ

技

止

V

-

塚

和建
コ

ス

本

業

殊

コ

コ

芳

防

商

手

工

ケ

興

特

田

力

栄

陽

新

山

栄

勝

日

住

石

倉

イ

田

日

工

知

ン

フ

言

ン

野

川

東

高

朝

安

圏

日

ェ

大

大

北

鰐

総

掠

翰

鈴

サ

サ

柴

ン

園

ジ

常

菅

谷

平

拓

武

大

大

大

葵 工 業
東京都江東区森下2-20-3

宮原マンジョソビ）レ201号

高知市南播磨屋町1-13-17

仙台市上飯田字遠西86番地
川崎市貝塚2-5-11
東京都北区豊島2-25-11
岡山市富田299-4
東京都板橋区徳丸町1624-3
東京都渋谷区代々木2-18-9
室蘭市知利別2-13-7
群馬県高崎市矢中町1001
東京都大田区西蒲田3-1-13

京都市南区西九条南田町56
東京都港区南青山3丁目14-25
高知市天神町18-10
札幌市北32条東8-417

東京都板橋区成増2-33-10

川崎市高津区馬絹寺台1703
東京都新宿区矢来町106
東京都北区田端2-5-12

札幌市豊平区酉岡349-16
東京都練馬区石神井台l-5-11
東京都目黒区南2-10-16
静岡市有明町9-1
長岡市蓮渥1-3-9

静岡市千代田812-4
甲府市幸町26-12
東京都板橋区板橋3-30-5

東京都新宿区百人町2-3-10

東京都足立区花畑町4048

上田ビ）レ4F

加山マソショソ505号

135 

780 

980 
210 
114 
700 
175 
151 
050 
370-12 
144 
601 
107 
780 
065 
175 

213 
162 

114 
062 
177 
152 

420 
940 
420 
400 

173 
160 
121 

632-3385 

9888-83-1603 
0222-86-3737 
044-244-4861,.._,2 

914-1571 
0862-33-1377 
932-7909 
379-2035 
0143-43-2247 
0273-46-7371 
753-2713 
075-672-0161 
404-4521 
0888-32-8143 
011-751-3033 
977-4590 

044-866-5661 
260-0321 
828-4493 
011-851-7161 

997-4456 
717-2332 
0542-81-5911 

0258-27-5345 
0542-46-2589 
0552-35-3551 
964-1901 
200-2877 

883-3131 

(66) 



第一化学工業鈴

第ープロック建設諒

鈴中央コソクリート防水

中央 P タイ）V

東京特殊建材工業総

（有）中西工務店

成瀬瓦工業（有）

日興レジン工業翰

僻日本化学研究所

日本防水工法コンサ）レタソト膀

日本泄青工業掠

糠信猥青闊

翰ノゾ工技研工業

フジチカ工業総

憫プ）レ ー フ産業

丸星工業翰

三星産業跨

大和工業諒

ユニ ー ク建材諒

友和防水技研膀

ョッヤ防水翰

ラバソヂ、ノ工業條

● 賛助会員

イハラケミカ）レ工業跨

酒井産業翰大阪営業所

セイカ商事諒

総東宝商会

日曹建材工 業梱

日東紡 績僻

ヤクン化成掠

姫路市砥堀400
北見市南仲町3-7-39
東京都豊島区東池袋4-20-8
山口県宇部市大字際波字河田392-32

東京都港区北青山1-2-18 401号
横浜市保土ケ谷区仏向町1727-53

和歌山市和歌町27
札幌市北区北十八条西4-21
東京都中央区京橋1-5
東京都足立区千住東2-4-18

東京都中央区八重洲4-3 大和銀行新八重洲ビ）レ
船橋市藤原3-474-96

大阪市平野区長吉長原東1丁目6-10
東京都北区王子4-22-7
東京都港区新橋5-7-13 仲井ビ）レ
大阪市此花区酉島1-1-2

東京都千代田区神田小川町3-28
東京都荒川区南千住5-5-10
東京都千代田区神田和泉町1-11
東京都北区十条仲原2-12-6
東京都新宿区中落合3-27-23

三東ビ）しl

大阪市浪速区桜川5-2-8 田坂ビ）レ

東京都台東区池之端1-4-26

大阪市北区堂島船大工町14 日照ビ）レ

和歌山市南汀丁1-3
東京都千代田区外神田1-6-3

東京都港区六本木3丁目16-26
東京都中央区八重洲6-1
東京都中央区日本橋小舟町1-3
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670 

090 
171 
759-02 

107 
240 
640 

065 
104 
120 

103 
273 
547 
114 
105 
554 
101 
116 
101 
114 
161 
556 

110 

530 
640 
101 
106 

104 
103 

会員名簿■

0792-64-0601 

01572-3-4155 
983-9574 
0836-41-4397 

402-7401 
045-333-6676 
0734-24-5234 
011-721-0178 
561-7535 

888-0030 
271-6781 
0474-38-4511 

06-708-7651 
911-9465 
437-5417 
06-462-2288 
292-1961 
802-4751 
862-8461 
906-1501 
954-2611 
06-561-6601 

828-6181 

06-345-1957 
0734-33-2191 
255-3801 
582-2841 

272-1211 
663-3251 



編集後記

大和高分子工業（株） 専務取締役

平原伯隆

暦の中に 「立秋」の文字を見ると，炎暑の毎日とはいえ，朝夕の雲のさま，

風のそよぎにも，そこはかとなく秋の気配を覚えるものです。そんな葉月のな

かば，当協会の機関誌 「ウレタン防水」第3号の内容の整理一切を終り，最後

にこの編集後記を書くいま，ゲラ刷りをめくりながら，安堵と不安の入りまじ

った思い， というのが私の偽らぬ心境です。兎も角も第3号はあと印刷，製本

を待ち，お手元へお届けでぎる運びとなりました。

ウレタン防水業界は，抱えている諸種の問題を一つ一つ克服しながら，開発

期を経て成長期を迎え，いまや 「定着したウレタン防水」としての確信をもっ

て，大いに飛躍しようとしています。そこで第3号では，ご好評を碍ました第

2号の特別企画， 「ウ レタン防水の現状と将来」の後をうけて， 「定着したウ

レタン防水」のテーマのもとに，それぞれの代表者の方々から，貴重なご意見

を吐露していただぎました。そして，その他，本誌ならではの記事と共に，実

務の資としてご愛読いただけるものと思います。

図らずも PR委員長を仰せつかり，曲りなりにも第3号を発行する事が出来

ました。これ一重に関係各位の変りない励しと，お力添えの賜と，号を追う毎

に感謝の念を深めてぎました。

この度，第3号の発行を機に，PR委員長のバトンを三井日曹ウレタン誅の

金沢智男氏にお渡しし，今後は副委員長として，会の発展に微力を捧げる事と

なりました。長い間のご協力に厚くお礼申し上げますと共に，新委員長に対し

ましても，一層のご協力をお願い致します。

清澄の秋といいます。その秋の足音の近づくとぎ，わが業界が深遠な秋の大

空のように，限りなく高く大ぎく躍進する日を念じて，編集後記と致します。

（昭和52年 8月）

本誌PR委員
編集•発行

隆

治

一

秀

孝

吉

夫

麿

次

達

信

庄

義

武

秀

音

昭

秀

ー

ヽ

原

湯

淵

島

多

我

川

中

石

之

平

二

増

水

本

曽

佐

小

事

理

長

長

員

員

員

員

員

員

務

員

専

員

委

会

委

副

委

委

委

委

委

委

協

製作協カ・広告取扱

印刷所

日本ウレタン防水協会
東京都港区新橋6丁目ー13-3（島田ピル）
〒105 TE L. (03) 438-0988 

株式会社広苑社

東京都千代田区飯田橋4-7-11
（カ スタス飯田橋ピ｝レ）

〒171 TEL. (03) 984-8576 

上毛印刷株式会社

東京都豊島区南池袋2-3-7
〒171 TEL. (03) 984-8576 

(68) 
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l 寒地に合った防水工法 l ―’ 
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► ウレタン塗膜防水

現場の状態によい 10種類以上のエ

法が有ります。・

►セリノール塗布型浸透性防水

地下の止水工事から防水工事まで、

コンクリート自体を防水ソウに変

えます。

► 旧屋上防水の補修工事には

エア貫き絶縁工法を御進めします。

旧防水ソウと新防水ソ

ウの間の水分を絶緑

切断部分を通リエア

碑 貫きパイプよ リ気中

へ逃がしてやる工法。

I
I
I
I
I
I
I
I
 

工施任責

第ーブロック建設株式会社防水事業部L 北見市南仲町3丁目 7-39 合 （0157) 23-41 55 ------------_＿」
ポリウレタン用硬化剤“ビスアミン”はすぐれた品質、親切な

テクニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

凡N CH2 NH2 

4,4'ーメチレ ンーピスー(2ークロロアニリン）

4, 4'-Methylene-bis -(2-Chloroaniline) 

ピスアミン A ……•••ウレタンエラストマー用

ビスアミ ン S ……… ウレタン防水斉リ・床材・グランド材用

ピスアミン ( 5夜状品） ・ ・ー … … • ウレタン防水斉リ・床材・グランド材用

●御一報下さればカタログをお送り致します。皆様の御意見をお待ちしておりま七

・三f日曹ウレタン株式会社
本 社 東京都港区赤坂四丁目13番13号（東亜赤坂ピル2F)合 (03)585-6190-6199（自動交換）

製造元l和爵欠山精化工業株式会社
〒641 和歌山市小雑貨501-1合 (0734)23-3247 



一r—,~L-1"'1 

／ 

'. 

オーコ,LI:.,
オリエン／り屈爪

〔主剤〕 P-860 〔主剤〕 P-502
〔硬化剤〕 MC-306 〔碩更ィヒ斉り BC-207 

株式会社＇「リ］ l,ンIt'
本 社福岡県大牟田市三坑町 8番地合(09445)4-3111番

工 場福岡県大牟田市新開町2番地合(09445) 2-7526番
（営業部） （09445)4-3 I 13番

ウレタン防水材料
●シート防水材料

●シーリング材料

●エポキシ樹脂配合材料

呑ヤクシftmi樵式会狂
本 社東京都中央区日本橋小舟町1丁目3番地合03(663)325|（大代表）〒103

大阪支店大阪市西区京町振1-156（中谷ビル5F) 合 06(443)9041（大表）〒550

北九州出張所 北九州市小倉区大門2-1-10（江ロビル） 合 093(561)60 2 2 〒803



I ①第6772号 日本工業規格表示許可工場 ---—- -I 

江戸川

加長乞
本社東京都江戸川区平井 5

工場電話 (6I 2) 4 I 3 I -3番

大阪大阪市鶴見区今津北

工場電話 (96 1) 7 6 3 

代表取締役

9 〒132

7
 

- 38 

ー
9
,
 

ー



オルガーゼイションから
開発さ了した新製品です

塗膜防水材

ウレシール⑧
（スピリットのあるウレタン）

日本住宅公団指定HC

@ URE SEHL 
H -C （ハイカーボンウレタン）

H-U  （ハイタールウレタン）

T - 3 (ノンタールウレタン）

R （カラーウレタン）

R -2 （カラーウレタン）

U•C-1( ウレタンシール材）

.U・0..:_2(ウレタンシール材）

MG-I（一液湿気硬化シーラント材）

樹脂化シート材
PP網状不織布特殊樹脂化
ゴムアスファルトコンバウント

アスロンシート＠
（自着成膜常温工法）

AS-LON SHEET 
アスロンンート
（樹脂化ゴムアスフ ァル トルーフィ ング）

塗り床の王様

キングフロアーR
ファミリー 1 

（センターシステムの責任施工）

響 KING FLOOR 

ウレタ ン糸 エース (A)防度0.5以下

テラ ック ス (DX) 厚笠 り I-2ミリ

ゴージャ ス （G) 超淳塗 115 -15ミリ

ギ ングマスター全天候テニスフ ィルド用

工ポキシ糸 リッチヒ ープ (P-221)防歴用

フロ ア1042 厚笠 り 1ミ リ

,, 2357 、, " 

、, 253 " 

リッチカラーモルタル超原迄 り

パーマラ イ トモルタル模ぼ入 り

ジュエル Uウレタン用（宝石楳様）
ジュエル Eエポキシm（宝石楳H)

明8への豊かな

生活環境に

役立ちたい．グ

フロアー用・・・・・・

土ボリッチR
・遣~ EPORICH 

リッチプライマー (M-213)湿潤ガラス 用

ウェ ットライナー (S-213)濡水面、密室用

リッチレ ジン (SP-542)

リッチパテ (P-351) 

リッチメタル (F-622)

リッチタール (s-2 22) 

リッチグラウト (SP-522B)

リッチライト (2260、6206不飽和エポキシ）

アフロ 井 1アフロ N （直接乳化エポキシ）

（彫刻タイル用 ）

注入止水剤
カケンタ ック （ラテックス）

ハーリー （急結セメント ）

ウレグロンリF （水反応）

ディスパー（水反応）

ウレグロンUE（湿気発泡ー液）

ウレグロンフラッシュ（発泡断冷熱材）

C)科研塗眼株式会届i
〒 143 束京都大田区大森西4丁目 1番5号
TEL (03) 763-9251 （代）

〒346埼玉県久喜市久喜菖蒲工業団地6-1ーイ
匹 (0480)23-0331（代）

〒532大阪市淀川区宮原2-14-8宮原ピル403
匹 (06)392-2901

〒803北九州市小倉北区上到津2-2-21 
fl (093) 561 - 8019•9471 



合成樹脂総合防水
防水工事コンサルタント

営業品目

●ウレタン塗膜防水工事 ●壁面防水およびコーキング工事
●ウレタン弾性塗床工事 ●高級外装吹付工事
●各種止水工事地下防水工事 ●工ポキシ樹脂注入工事
●各種耐酸耐油工事・

◎株式会社
代表取締役＊西利行

〒144東京都大田区西蒲田3-1-13匹東京 (753)2713 • 5801 at) 

ニ

防I水IIエl事
トーヨーソフランシール防水指定工事店

営業品目ウレタン塗膜防水工事

ゴムシート防水工事

各種コーキング工事

工ポキシ・ウレタン5主入工事

東京都知事許可（般～51)第3782号）

限

社
有
会 信栄ソフラン工事

東京都北区田端町2・-5-12悪 114

電話 03(828)44 9 3 



完全ウレタン防水工法

ラ＇寸フ l,ッつコ防水

ダイフレックス防水工事業協同組合

関東甲信越支部
組 合 員 名 代表取締役 住 所 TEL 

淋） 旭 企 業 五十嵐光 栄 荊t篠が1Jl老ヶ11J767-3 0252-46-0206 

（有）星野総合防水建設 斉 lll :、.j: J・Jlli「i,』Jti丘｝j｝|多nl1 1 1 i I Il 1 0 5 2 -5 0286-24-1451 

伊勢崎防水工業昧 岡野大 三 伊勢 崎市戸谷塚町403-5 0270-32-0234 

昧神奈川商会 丸島）I券 ll{｛ 川11か1i糾文怜jが町2]H 68ヌマタ ビ）レ 044-544-7877 

＂ 横浜営業所 横浜l|i池北区帥Iilil438-1 045-542-6417 

ゼネラル防水工業昧 林 膊 「代1ll［メー．二l崎町2-21 -6 、1'ti皮ヒツレ 03-263-3469 

開 伸 産 業 淋） 1K.々 木 粕逸 諫馬区北町2Tl 122-10 03-933-1944 

拓 英 工 業 生I-I ~ 加． I)91/l 」l. -． i_l.：東区二好 3-4 -4 03-643--2820 

ピルデンエ営昧 緑川 11{1 -・ 新tti区新面 1TU  22.旭新'fiiビ）レ 03-352-0568 

昧 根 本工 業 根本 博 北区十条仲原 3-4 -2 03-900-9244 

田 代 興 業昧 Ill 代 11)1 所沢市松葉 2-7 0429-22-9567 

日原ライニング工業昧 l] 似郁司 山梨県束八代郡八代町北1601 0552-65-2601 

富士見工業味 磯 駆9•I 夫 大田原市富士見1606-113 02872-2-5424 

渡 辺 建 工 淋 渡辺忠雄 鹿沼市幸区 1-7 -15 0289 -64-7236 

淋）山 忠 山崎 金太郎 勝田市枝川町城ノ内222 0292-21-9151 

神原防水工業所 神 J屈史 彦 茨城県猿島郡総和町．l：辺兄1207-2 0280-31 -3333 

昧ポリマー建工 I I_1 山 賢 二 文取区本駒込 5-73-9 03-945-5761 

ダイフレックス防水工事業協同組合
東京都文京区本駒込6-15- 16 （第6六義園ピル）乞~(03)944-2905

3大和高分子工莱株式会社
東京都文京区本駒込6-15-16（第6六義園ピル）ft(03) 94 7-44 I I 
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完ぺきな防水工事に

ラ＇寸フl,~つコ
せっかくの美 しい建築も、湖水補修に追われ

るようては困ります。いわば近代建築の泣き

どころになっている防水工事。しかし、これ

からは 《ダイフレックス》が活躍します。雨

の日も晴れている、それほど強色な防水材．I

耐蝕性・耐候性・耐水性・耐薬品性も優秀

ウレタンゴムの特性を生かし、弾力性．接着

カ・耐久性とも申し分なし。注入・塗布など

作業性のよさも抜群て‘‘す。一般屋上はもちろ

ん、シェル構造、プレハブ屋根、鉄骨ブロッ

クの防水施工に最適。その他建築物のシー）レ
コーキング材にと広い用途に使用て‘‘き ます。

ダイフレックス防水工事業協同組合

製造元大こ和高分子工菜枝式会社

東京都文京区本駒込 6-15-16（第 6六義園ビル）
〒| |3 TEL (03) 947-4 4 I I 
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日本ソフラン化工株式会社

本社

〒550大
東京支店

〒151東京都渋谷区千駄 ヶ谷 4 丁目 24番地云東京(03)404-1251く大代表＞

兵庫工場

〒675-11兵庫県加古郡稲美町六分一字内 ヶ池 11 7 6合稲美(07949)2-2222く大代表〉

明石工場

〒675-11兵庫県加古郡稲美町六分一字相ノ 山 12 0 9合稲美(07949)5-0577く代表〉

阪 市 西区江戸 堀 2
 
丁 目 ー 29 匹大阪(06)448-6655く大代表＞

施工代理店

ソフランシール工業会会員工事店
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